
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ユキちゃん！　あぶない！」

　目めの前まえのおかっぱ頭あたまが、バランスをくずして大おおきくかたむいた。

　ここは、ジャングルジムのてっぺん。

　私わたしは、弟おとうとのシュウをしっかりとだきかかえたまま、地じ面めんに向むかって落おちていくユキちゃんの名な前まえを呼よんだ。

　呼よぶことしかできなかった。手てを離はなしたら、シュウが落おちちゃう……！

「ユキちゃん！」

　ほとんど悲ひ鳴めいみたいなその声こえは、ユキちゃんが地じ面めんに落おちた音おとをかき消けしちゃいそうだった。

「おねえちゃん……？」

　腕うでの中なかで、シュウが私わたしを見み上あげた。

　シュウはまだ、何なにが起おきたのか知しらない。

　そしてこれからも、知しることはないんだ。

　ユキちゃんを身み代がわりにして、自じ分ぶんが助たすかったということを──。
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「美み羽う、朝あさよ！　起おきなさい！」

　お母かあさんの声こえに、ゆっくりと目めを開あける。

　いつもの朝あさ。いつもの部へ屋や。

（またあの夢ゆめか……）

　もう、何なん度ど目めだろう。

　私わたしは、ベッドの上うえで体からだを起おこした。汗あせをかいたのか、下した着ぎのシャツがうっすらぬれて、ぺたっと肌はだにはりついている。

「美み羽う！　何なん度ど言いわせるの！」

　ノックもなしに、ばんっとドアが開あけられた。そこに立たっていたのは、化け粧しょうばっちり、スーツ姿すがたのお母かあさんだ。

「あー、またいきなり入はいってきて。とっくに起おきてるってば」

「起おきてるならなんで来こないの！　シュウはもうとっくに家いえ出でてるっていうのに！」

「え、もう？」

「ミニバスの朝あさ練れんですって。私わたしももう出でるから、ちゃんと鍵かぎかけてくのよ！」

　お母かあさんは、バタバタとドアのむこうに消きえていった。

　壁かべの時と計けいを見みて、少すこしあわてる。私わたしも早はやく、学がっ校こうに行いく準じゅん備びをしなきゃ。

　ベッドを出でて、リビングに向むかう。窓まどから入はいる四月がつの日ひ差ざしがあたたかい。

　ここは、十階かい建だてのマンションの一いっ室しつ。

　私わたし──如月きさらぎ美み羽う──は、両りょう親しんと弟おとうとといっしょに、この五階かいの部へ屋やで暮くらしてるんだ。

　トーストを食たべ、ぱりっとした制せい服ふくに着きがえて。玄げん関かんの姿すがた見みで全ぜん身しんをなんとなく確かく認にんしてから、家いえを出でる。

　マンションの前まえは、ゆるやかな坂さか道みち。私わたしは少すこし息いきをついてから、その坂さかを上のぼっていった。

　この春はる入にゅう学がくしたばかりの中ちゅう学がっ校こうまでは、歩あるいて十分ぷんくらい。

　いつもと同おなじ朝あさ、いつもと同おなじ風ふう景けい。通つう勤きんするサラリーマン、自じ転てん車しゃに乗のる高こう校こう生せい、犬いぬの散さん歩ぽをする女おんなの人ひとに、集しゅう団だんで歩あるく小しょう学がく生せい……たくさんの人ひとたちが行いきかう、いつも通どおりの通つう学がく路ろ。

　そんな人ひとたちと顔かおを合あわせないように、私わたしはうつむきながら歩あるいた。

　顔かおを見みてしまったら……見みたくもないものが、見みえてしまうかもしれないから──……。




　──私わたしには、未み来らいが見みえる。




　未み来らいっていっても、見みえるのは「よくないこと」だけ。

　人ひとの顔かおを見みると、その人ひとにこれから起おきる「よくないこと」が、映えい像ぞうで見みえてしまうんだ。

　私わたしはそれを、「サキヨミ」、って呼よんでる。

　サキヨミには、いくつか特とく徴ちょうがあって。

　まず、一つめ。サキヨミは、必かならず見みえるわけじゃない。悪わるいことが起おこる前まえにその人ひとの顔かおを見みたのに、サキヨミを見みなかったことは何なん度どもある。

　二つめ。サキヨミで見みたことは、いつ、どこで起おこるのかわからない。場ば所しょや時じ間かんは、見みえたものから考かんがえるしかないんだ。

　サキヨミを見みてからそれが実じっ際さいに起おこるまでの時じ間かんも、ばらばら。サキヨミを見みた直ちょく後ごだったこともあれば、何なん日にちも経たってから忘わすれかけた頃ころに……ってこともあった。

　初はじめてサキヨミを見みたのは、いつだったっけ……。物もの心ごころついたときには、見みえるのが当あたり前まえになってたんだ。

　そしてすぐに、他ほかの人ひとには見みえないんだ、ってことに気きがついた。未み来らいが見みえるのは、私わたしだけなんだって。

　だからサキヨミのことは、だれにも……両りょう親しんにさえも、話はなしたことはないの。

　それに……小ちいさい頃ころに起おこった「ある事じ故こ」のせいで、私わたしは人ひとの顔かおが見みられなくなって……。

　サキヨミを見みることが……すごく、怖こわくなっちゃったんだ。

　それからは、サキヨミを見みてしまっても、何なにも考かんがえないって決きめた。

　そして、すぐに忘わすれるようにしたんだ。私わたしは何なにも知しらない、見みていないんだ、って……。

　私わたしがサキヨミで見みている未み来らいは、きっと、神かみ様さまが決きめた運うん命めいなんだと思おもう。

　たまたまそれを見みる力ちからがあったところで、私わたしが助たすけなきゃいけないわけじゃない……よね？

　そう、私わたしは、見みえるだけ。知しれるだけ。それだけなんだ。

　だれかの運うん命めいをねじまげるなんて、きっとそのほうが、まちがってるんだ……！




　キキッ！




　前まえの方ほうで、自じ転てん車しゃのブレーキの音おとがした。その音おとにつられて、思おもわず顔かおを上あげる。

　自じ転てん車しゃは、十メートルくらい先さきの角かどから、こっちに向むかって曲まがろうとしていた。乗のっている男だん子し高こう校こう生せいは、スマホを片かた手てでいじりながら、画が面めんに見み入いっている。
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　その顔かおを見みた瞬しゅん間かん──。

　じじじ、とノイズの音おとがした。

（……まずい！）

　このノイズが、サキヨミが始はじまる合あい図ず。

（イヤ、見みたくない！）

　私わたしはノイズをふきとばすように、ブンブン首くびをふった。

　でも、もうおそい。このノイズが聞きこえたら、もうサキヨミを見みることは避さけられない。

　どんなに見みたくなくても、見みるしかないんだ。

　ノイズが消きえると、一いっ瞬しゅんで映えい像ぞうが頭あたまの中なかに流ながれ込こんできた。





──坂さかを下くだった、曲まがり角かど。

「きゃっ……！」

「うわ！」

　ドーン！

　角かどを曲まがってくる女じょ性せい、それにぶつかる男だん子し高こう校こう生せいの自じ転てん車しゃ。

　女じょ性せいはつきとばされ、高こう校こう生せいは自じ転てん車しゃごと道みちに倒たおれる。

　そばにいた通つう行こう人にんの、「キャーッ！」という悲ひ鳴めい。

　横よこ倒だおしになった自じ転てん車しゃは、からからと音おとを立たてて車しゃ輪りんを回まわしている。

　二人ふたりとも血ちは出でていないけれど、女じょ性せいは腕うでを押おさえて、苦くるしそうに顔かおをゆがめている。──






　その衝しょう撃げき的てきな映えい像ぞうを見みなかったことにしたくて、私わたしはぎゅっと目めをつむった。

（何なにもしない。何なにも知しらない。私わたしは……関かん係けいない……）

　これ以い上じょう人ひとの顔かおを見みないように、うつむいて走はしりだす。

　しばらくすると──後うしろから、大おおきな衝しょう突とつ音おんがひびいた。

　続つづいて、「キャーッ！」という悲ひ鳴めいと、ガシャーンと自じ転てん車しゃが倒たおれる音おと。

　その音おとから離はなれるように、私わたしは必ひっ死しに走はしった。

（知しらない。私わたしは、関かん係けいないっ！）

「なに、なに!?」

　音おとにおどろいてふりかえる人ひとたちの中なかをすりぬけて、私わたしは学がっ校こうへと急いそいだ。
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　登とう校こうしてすぐ、体たい育いく館かんに向むかう。今日きょうは、全ぜん校こう朝ちょう礼れいの日ひだ。

（あの人ひとたち、大だい丈じょう夫ぶだったかな……）

　さっき見みた自じ転てん車しゃ事じ故このサキヨミを思おもいだして、胸むねがずきんと痛いたむ。

　でも、どうしようもない。だって私わたしは、サキヨミを見みても、何なにもしないって決きめてるんだから。

　まわりの子こたちが数すう人にんで固かたまって楽たのしそうにおしゃべりをしている中なか、私わたしはひとりで廊ろう下かを歩あるいていた。

　まだ四月がつだけど、すでにクラスの中なかには、いくつかの仲なかよしグループができている。どこにも入はいらないで、いつもひとりでいるのは、私わたしくらい。

　でも……「ぼっち」には、慣なれてる。小しょう学がっ校こうの頃ころから、ずっとそうだったから。

　人ひとの顔かおを見みて話はなせないからか、私わたしには仲なかのいい友とも達だちができなかった。ううん、そもそも、作つくろうとしなかったんだ。

　だれかと友とも達だちになったら、きっといつか、その子このサキヨミを見みることになる。

　仲なかよくなればなるほど、サキヨミを無む視しすることが、つらくなると思おもうんだ。

　だから私わたしはもう、友とも達だちを作つくるつもりも、部ぶ活かつや委い員いん会かいに入はいるつもりもない。

「ねえ、『雪ゆきうさ』がこの町まちに住すんでるってウワサ、知しってる？」

　体たい育いく館かんにつながる渡わたり廊ろう下かにさしかかったとき。

　すぐとなりを歩あるいている女じょ子しグループから、得とく意いげな声こえが聞きこえてきた。

「聞きいた！　でもそれ、ウソでしょ？　ＳＮＳに上あげられた写しゃ真しんの背はい景けいが、たまたま川かわ北きた公こう園えんに似にてたってだけじゃん。それだけでここに住すんでるなんて言いえないでしょ」

「いやいや、中ちゅう学がくのそばを歩あるいてるのを見みたって子こがいるの！」

「ええ？　あのカッコで？」

「そう！　ちゃんとピンクのカツラに、うさ耳みみつけてたって！」

「うっそだー！　そんな目め立だつカッコしてたらもっと目もく撃げきされてるって！　絶ぜっ対たいネタだよ！」

「けど、雪ゆきうさが近ちかくに住すんでると思おもうと、テンション上あがらない？」

「そりゃそーだけどさぁ」

　雪ゆきうさって、何なんだろう。ピンクのカツラに、うさ耳みみ？　有ゆう名めい人じんなのかな。タレントか何なにか？

　普ふ段だんテレビをほとんど見みないから、私わたしはこういう話わ題だいにもぜんぜんついていけない。

　もし友とも達だちができたとしても、「何なにそれ？」「知しらない」の連れん発ぱつで、きっと空くう気きをしらけさせちゃうだろうな。

　そう、私わたしは「ぼっち」でいいんだ。それが一いち番ばん、平へい和わなんだから……。

「ねえ、あなた！」

「ひゃっ！」

　とつぜん肩かたをたたかれて、思おもわず飛とび上あがる。

　ふりかえると、ひとりの女じょ子しがにっこりとほほえんでいた。

　後うしろで結むすんだ天てん然ねんパーマの髪かみが、ふわふわとゆれている。まるで、子こ犬いぬのシッポみたい。

　制せい服ふくのリボンは、赤あか。ってことは、三年ねん生せいだ。

　この中ちゅう学がくでは、学がく年ねんごとにリボンやネクタイの色いろが決きめられてるの。今こん年ねん度どは、一年ねん生せいは緑みどり、二年ねん生せいは青あお、三年ねん生せいは赤あか。

「背せ中なかに、羽は根ねがついてるよ」

「え……羽は根ね？」

　とまどう私わたしの前まえに、彼かの女じょがさっと手てを差さしだした。その指ゆびがつまんでいたのは、小ちいさな白しろい羽は根ね。

　鳥とりの羽は根ねみたいだ。いつの間まについたんだろう、ぜんぜん気きがつかなかった。
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「あ……、ありがとうございます」

　お礼れいを言いいながら、思おもわず顔かおを見みてしまう。サキヨミは…………よかった。見みえない。

　ひそかに安あん心しんしていると、その人ひとは顔かおじゅうを笑えみで満みたした。

「白しろい羽は根ねはねえ、天てん使しがすぐそばで見みてくれてるっていうメッセージなんだって！　朝あさから幸さい先さきいいねえ！」

　てっ、天てん使し？？

　いきなり出でてきたファンタジーな言こと葉ばに、思おもわずきょとんとする。

「レイラ、行いくよ！」

「はーい！」

　レイラと呼よばれたその人ひとは、「じゃね！」と言いって体たい育いく館かんのほうへと走はしっていった。

　何なん人にんかの友とも達だちにかこまれて、太たい陽ようみたいな笑え顔がおをふりまいている。

（明あかるい人ひとだなぁ……）

　それに、友とも達だちも多おおいみたい。

　……私わたしとは、大おお違ちがい。

　そう思おもったときだった。

　じじじ、と、とつぜんのノイズ。

（……しまった！）

　油ゆ断だんしてた。サキヨミはこんなふうに、少すこしおくれてやってくることもあるんだった！

　見みたくない、という私わたしの気き持もちをあざ笑わらうかのように、それは始はじまってしまった。





──全ぜん校こう生せい徒とが集あつまる体たい育いく館かん。壇だん上じょうに、校こう長ちょう先せん生せい。

「……瀬せ戸とレイラさんが、市し立りつ学がっ校こう美び術じゅつ展てんにて最さい優ゆう秀しゅう賞しょうを受じゅ賞しょうしましたので、表ひょう彰しょうを行おこないたいと思おもいます」

　居いならぶ生せい徒とたちの中なかから、天てん然ねんパーマの頭あたまがひょこひょこと動うごいて壇だん上じょうへと向むかっていくのが見みえる。

「レイラー！」

　友ゆう人じんだろうか、女じょ子しの声こえがひびいた。瀬せ戸とレイラは、声こえの方ほうをふりむいてピースサインを作つくってみせている。

　階かい段だんを上あがり、ステージの中ちゅう央おうに歩あゆみよろうとしたときだった。

　ガタン！　と大おおきな音おとがしたかと思おもうと、ステージ上じょうにつりさげられている大おお型がた照しょう明めいが落らっ下かし、瀬せ戸とレイラの頭あたまを直ちょく撃げきした。ワイヤーが切きれたのだ。

　体たい育いく館かんの中なかは、悲ひ鳴めいでいっぱいになった。あわてて駆かけよる校こう長ちょうや他ほかの先せん生せい、照しょう明めいの下したから流ながれ出でる血ち、倒たおれたまま動うごかない体からだ……。

　場ば面めんが切きりかわり、数すう日じつ後ごの教きょう室しつ。女じょ子したちの遠えん慮りょのない声こえが聞きこえてくる。

「あの人ひと、頭ず蓋がい骨こつ骨こっ折せつしたんだって。もう学がっ校こう来こられないらしいよ」

「頭ず蓋がい骨こつ？　それ、やばくない？」

「運うん悪わるすぎだよね。よりによってあのタイミングで表ひょう彰しょうとかさ」

「賞しょうなんか取とらなければよかったのに」──






　ハッと気きづくと、私わたしは生せい徒とたちが流ながれていく渡わたり廊ろう下かの真まん中なかで、ぼう然ぜんと立たちつくしていた。

　レイラ先せん輩ぱいの背せ中なかが、体たい育いく館かんの中なかに消きえていくのが見みえる。

（どっ、どうしよう……！　このままじゃ、あの人ひと……！）

　脚あしが、ガクガクとふるえた。

　体たい育いく館かんじゅうにひびきわたる悲ひ鳴めいに、流ながれる血ち……。

　思おもいだすだけで、背せ筋すじがぞっと冷つめたくなる。

（……だめ。忘わすれなきゃ……！）

　私わたしは今いま見みたことを頭あたまから消けし去さるように、ぎゅっと目めをつむった。

（何なにもしないって、決きめたんだから。運うん命めいなんだから、ねじまげちゃいけないって……）

　そんな思おもいとはうらはらに、私わたしの耳みみには、レイラ先せん輩ぱいの軽かろやかな明あかるい声こえが残のこっていた。

『天てん使しがすぐそばで見みてくれてるっていうメッセージなんだって！』

『朝あさから幸さい先さきいいねえ！』

　そう言いって見みせた、気き持もちのいい笑え顔がお……。

　だんだんと、心しん臓ぞうのドキドキが激はげしくなってくる。

（だめ。忘わすれろ。忘わすれるんだ……！　私わたしにできることなんか、何なにもない。何なにもないんだからっ……！）

　棒ぼうみたいに硬かたくなった足あしを、なんとか持もちあげて前まえに出だす。そうして、他ほかの子こたちにまぎれるように体たい育いく館かんの中なかへと入はいった、そのとき。




　ジリリリリリリ──！




　とつぜん、けたたましい音おとが鳴なりひびいた。

「何なにこれ？」

「火か事じ？」

　周まわりの子こたちが、いっせいにざわめきだす。

　そうだ。これは、火か災さい警けい報ほう器きの音おと。

　廊ろう下かとか特とく別べつ教きょう室しつに設せっ置ちされている、消しょう火か栓せん。そこにあるボタンを押おすと鳴なる、警けい報ほうの音おとだ。

「何なんだ!?　だれか押おしたのか！」

　私わたしのクラスの担たん任にんで、体たい育いくの教きょう師しでもある、勅て使し河が原わら先せん生せいの大おおきな声こえが聞きこえた。

　そっか……。たしか、体たい育いく館かんにも消しょう火か栓せんがあるんだっけ。

　私わたしは周しゅう囲いを見み回まわして、校こう庭てい側がわの壁かべに赤あかい消しょう火か栓せんを見みつけた。

　けれど、その周まわりにはだれもいない。

「落おちついて、その場ばから動うごかないで！」

　今こん度どは女おんなの先せん生せいの声こえが聞きこえる。と言いっても、ベルの音おとが大おおきすぎて、かき消けされそう。

　体たい育いく館かんの前まえの方ほうにいた先せん生せいたちは、あわてたように何なにか話はなし合あっている。

　そのうち、勅て使し河が原わら先せん生せいが、体たい育いく館かんから飛とびだしていった。

「ほんとに火か事じかもよ？」

「まさか。どっから火ひが出でるってんだよ」

　すぐ近ちかくの男だん子したちが、興こう奮ふんぎみに言いった。

　しばらくすると、警けい報ほうは止とまった。フキゲンな顔かおの勅て使し河が原わら先せん生せいが、生せい徒とをにらみつけるようにしながら体たい育いく館かんにもどってくる。

「朝あさから面めん倒どうごと起おこすな！」

　やっぱり、イタズラだったみたい。これは後あとで、先せん生せいの「やった生せい徒とは正しょう直じきに名な乗のり出でなさい」活かつ動どうが始はじまるかも。

　周まわりの子こたちは、まだこの事じ件けんから完かん全ぜんにぬけでることができないようだった。不ふ安あんげにその場ばを動うごかなかったり、様よう子すを探さぐろうときょろきょろしていたり。

　なかなか整せい列れつしようとしないみんなに向むかって、「早はやくならびなさい！」と先せん生せいたちが声こえをあげている。

（これは、朝ちょう礼れいの開かい始しがおくれるかも……？）

　そのとき、はっとした。

　もしかして……いや、まさか、そんなこと……。

　頭あたまに浮うかんだとっぴな考かんがえを、必ひっ死しに打うち消けそうとする。

（でも……もしかしたら、このままいけば……）

　数すう分ふん後ご、ようやく整せい列れつが終おわって、朝ちょう礼れいが始はじまった。

　壇だん上じょうに立たった校こう長ちょう先せん生せいが、さっきの非ひ常じょうベルについて話はなしはじめる。

　その声こえをぼんやりと聞ききながら、私わたしは照しょう明めいを見み上あげた。

　ワイヤーでつるされたレールに、たくさんの照しょう明めいがならんでいる。ワイヤーは、ここから見みるぶんには、何なんの問もん題だいもないみたいだった。

　ドキドキドキドキ……

　胸むねの鼓こ動どうが、だんだんと激はげしくなってくる。

　さっきのサキヨミで聞きいた大おおきな悲ひ鳴めいが、頭あたまからはなれない。

（どうか……どうか……！　私わたしの思おもった通とおりに、なりますように……！）

　心こころの中なかで強つよく祈いのった、そのとき。

　サキヨミで見みた映えい像ぞうが、目めの前まえでくりかえされた。

　ワイヤーが切きれて、照しょう明めいが落おちる……！

（危あぶないっ……！）




　ガッシャァァァン──！




　大おおきな落らっ下か音おんの後あとで、きゃあっと悲ひ鳴めいがひびいた。

　だけどそれは、サキヨミの中なかの悲ひ鳴めいとは比くらべものにならないくらい、小ちいさいものだった。

「なんだ！」

「大だい丈じょう夫ぶですか、校こう長ちょう先せん生せい！」

　先せん生せいたちが、あわてふためいている。校こう長ちょう先せん生せいは、目めの前まえで起おきたことに、ただただぼう然ぜんとしているようだった。

（やっぱり……！）

　そう。サキヨミは、現げん実じつにはならなかった。

　照しょう明めいの下したには、だれもいない。

　レイラ先せん輩ぱいは、助たすかったんだ──！
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　その日ひの放ほう課か後ご。

　今日きょうから始はじまった部ぶ活かつの体たい験けん入にゅう部ぶに急いそぐ子こたちを横よこ目めに見みながら、私わたしはひとり、教きょう室しつでぼうっと考かんがえごとにふけっていた。

（だれかが、非ひ常じょうベルを押おした……）

　あの後あと、朝ちょう礼れいは中ちゅう断だんとなり、そのまま終おわってしまった。レイラ先せん輩ぱいの表ひょう彰しょうは、次じ回かいに持もち越こしになったみたい。

　勅て使し河が原わら先せん生せいによると、押おされたのは三階かい端はしの廊ろう下かに設せっ置ちされている非ひ常じょうベルだった、ってことなんだけど……。

（いったい、何なんのために？）

　非ひ常じょうベルと、大おお型がた照しょう明めいの落らっ下か。

　この二つの事じ件けんには……何なにか、つながりがあるんじゃないかな。

（だれかがレイラ先せん輩ぱいを助たすけるために、わざと非ひ常じょうベルを押おして、朝ちょう礼れいの開かい始しをおくらせた……？）

　でもそのためには、レイラ先せん輩ぱいが大おお型がた照しょう明めいの下した敷じきになってしまうってことを、前まえもって知しっていなきゃいけない。私わたしが、あのサキヨミを見みたように。

（……そんなこと、ありえないか）

　ふうっと息いきをついたそのとき、後うしろからぽんと肩かたをたたかれた。

　いきなりだったから、びくっと体からだがふるえる。

「如月きさらぎさん！」

　ゆっくりとふりかえり、ちらっと顔かおを見みる。

　そこにいたのは、クラスメイトの沢さわ辺べ夕ゆ実みさんだった。
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「……な、何なに？」

　相あい手てがだれかを確かく認にんした私わたしは、すぐに視し線せんをはずしながら答こたえた。

「如月きさらぎさん、ひとり？　それとも、だれかと約やく束そくしてたりとかする？」

（……約やく束そく？）

「べつに、してないけど……」

「そっか、よかった！」

　視し線せんをはずしたままの私わたしを気きにする様よう子すもなく、沢さわ辺べさんは続つづけた。

「今日きょうから体たい験けん入にゅう部ぶが始はじまったじゃない？　如月きさらぎさん、どこに行いくつもりなのかなって」

　そっか、約やく束そくって、だれかと体たい験けん入にゅう部ぶにいっしょに行いく約やく束そく……ってことか。

　私わたしは沢さわ辺べさんのおなかのあたりを見みながら、あらかじめ決きめていたことを告つげた。

「私わたし、部ぶ活かつには入はいるつもりなくって……」

「え、そうなの？　なんで？」

（なんでって言いわれても……）

　人ひとの顔かおを見みることで、よけいなサキヨミを見みたくないから……なんて、言いえるわけない。

「えっと……私わたし、運うん動どうとか、得とく意いじゃないし」

　もぞもぞと両りょう手てを組くみながらそう言いうと、沢さわ辺べさんは「そうなんだ！」とうれしそうに言いった。

「私わたしといっしょ！　私わたしも小しょう学がっ校こうのときから、体たい育いくはぜんぜんだめで。ボールにきらわれてるみたいなんだよねぇ」

　沢さわ辺べさんはそこで言こと葉ばを切きると、にこっと笑わらったみたいだった。視し界かいの端はしに、少すこしだけ口くち元もとが見みえたんだ。

「ね、如月きさらぎさん。せっかくだから、私わたしといっしょに、美び術じゅつ部ぶ行いってみない？」

「え……美び術じゅつ部ぶ？」

「そう！　去きょ年ねん文ぶん化か祭さいに来きたとき、すっごくきれいな絵えが飾かざってあってね。それからずっと、気きになってたんだ」

「で、でも私わたし、絵えとか描かけないし」

「べつにすごい油あぶら絵えとか描かかなくったっていいんだよ。イラストとか漫まん画がを描かいててもいいような、ゆるい部ぶなんだって」

「だけど……」

　うまい断ことわり文もん句くが見みつからなくて、言こと葉ばにつまる。

　そもそも、なんで私わたしなのかな……。他ほかの人ひとを誘さそったほうが、いいと思おもうんだけど……。

　私わたしのその気き持もちが伝つたわったのか、沢さわ辺べさんはエヘヘと恥はずかしそうに笑わらった。

「私わたし、入にゅう学がくしてからあんまりクラスになじめなくって、まだ仲なかのいい友とも達だちもいなくて……。体たい験けん入にゅう部ぶ、ひとりで行いく勇ゆう気きがなかったの。そしたら如月きさらぎさんがひとりでいたから、いっしょにどうかなって。実じつは私わたし、前まえから如月きさらぎさんのことが気きになってたんだ」

「え……私わたし？」

「うん。なんだかちょっと、さびしそうに見みえて……私わたしと似にてるかもって、思おもったの」

　はっとした。さびしそう、という言こと葉ばが胸むねに突つき刺ささって、ずきんとひびく。

（似にてる……？　私わたしと、沢さわ辺べさんが……？）

　気きがつくと私わたしは、沢さわ辺べさんの顔かおをまっすぐ見みつめていた。

　くりっとした丸まるい目めの上うえで、短みじかい前まえ髪がみのおでこがつるりと光ひかっている。両りょうサイドに作つくられた輪わっか三みつ編あみには、かわいいさくらんぼの髪かみ飾かざり。

　……よかった。サキヨミは、見みえない。

　サキヨミさえなければ、人ひとの顔かおを見みることも怖こわくなくなるのに──。

「やっと、目めが合あったね」

　沢さわ辺べさんはそう言いうと、目めを細ほそめてにっこり笑わらった。
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　気きづけば、三階かいの西せい端たんにある美び術じゅつ室しつの目めの前まえだった。

　結けっ局きょく、体たい験けん入にゅう部ぶに付つき合あうことになってしまった。沢さわ辺べさんのうれしそうな顔かおを前まえにしたら、なんだか断ことわれなくなっちゃったんだ。

　──けれど、美び術じゅつ室しつのドアの前まえで、沢さわ辺べさんはぎこちなくふりかえった。

「いざ入はいるとなると、緊きん張ちょうするね？」

「……じゃあ、今日きょうはやめておく？」

「い、いや、やめない！　いっしょに行いこう、如月きさらぎさん！」

　そうして沢さわ辺べさんの手てが伸のびたとき、ドアはがらりとひとりでに開あいた。

「君きみたち、体たい験けん入にゅう部ぶかな？」

　開あいたドアのむこうに立たっていたのは、背せの高たかいひとりの男だん子し。

　ちらりと顔かおを見みる。色いろ白じろで、上じょう品ひんな顔かお立だち。黒くろぶちメガネをしているせいか、すごく賢かしこそうに見みえる。

「は、はい！　よ、よろしくお願ねがいします！」

　沢さわ辺べさんがふかぶかと頭あたまを下さげたから、私わたしもあわててそれにならった。

「来きてくれてうれしいよ。おれは副ふく部ぶ長ちょうの叶かな井いヒサシ。よろしく」

　そう言いって、白しろい歯はを見みせる叶かな井い先せん輩ぱい。その首くび元もとのネクタイは、青あお。ということは、二年ねん生せいだ。

　そのとき、美び術じゅつ室しつの中なかから大おお声ごえがひびいた。

「ひー君くん、一年ねん生せい来きたのっ!?」

「どうどう。落おちついてください、部ぶ長ちょう」

「落おちついてなんていられますかああっ！」

　だばだばと近ちかづいてくる、やたらと明あかるい声こえ。

（あれ？　この声こえ、どこかで……？）

　叶かな井い先せん輩ぱいの肩かた越ごしに、美び術じゅつ室しつの中なかをのぞく。そこにはふわふわの天てん然ねんパーマをゆらす女じょ子しがいた。両りょう手てを大おおきく広ひろげ、ドーン！　と叶かな井い先せん輩ぱいを横よこへ押おしのける。

「美び術じゅつ部ぶへようこそ！　私わたしが部ぶ長ちょうの瀬せ戸とレイラでーす！」

[image: ]







[image: ４　占い男子]




　その瞬しゅん間かん、私わたしは息いきをのんだ。

（れ、レイラ先せん輩ぱいっ……!?）

　ぼう然ぜんとして、思おもわずじっとその顔かおを見みつめてしまう。大だい丈じょう夫ぶ、もうサキヨミは見みえないみたい。

　白しろい肌はだに、うすいソバカス。子こ犬いぬのような人ひとなつっこそうな目めは、長ながいまつ毛げにふちどられている。その笑え顔がおは、今朝けさ見みたものと同おなじように輝かがやいていた。

（この人ひと、美び術じゅつ部ぶの部ぶ長ちょうだったんだ……！）

「部ぶ長ちょう！　乱らん暴ぼうはやめてください！」

　叶かな井い先せん輩ぱいが、ずり落おちたメガネを押おさえる。と、そのとなりに立たつレイラ先せん輩ぱいは、私わたしを見みて目めを丸まるくした。

「あーっ!?　あなた、今朝けさの！」

　そうしてびしっと私わたしを指ゆびさす。叶かな井い先せん輩ぱいが「？」という顔かおで私わたしとレイラ先せん輩ぱいを交こう互ごに見みた。

「部ぶ長ちょう、彼かの女じょをご存ぞんじなんですか？」

「知しってるも何なにもっ！」

　レイラ先せん輩ぱいはいっそう声こえを張はりあげる。

「あたしの命いのちの恩おん人じんだよっ！」

（……へっ!?）

　ぽかんとしている私わたしのそばで、レイラ先せん輩ぱいは興こう奮ふんぎみに腕うでを上じょう下げさせた。

「あたし、今朝けさの朝ちょう礼れいで表ひょう彰しょうされる予よ定ていだったんだよ！」

　それは、知しってるけど……どうして私わたしが恩おん人じんになるの？　まさか、私わたしがサキヨミを見みたことを知しってるとか……？

　ううん、ないない！

　それにそもそも、私わたしは何なにもしていないんだから。恩おん人じんになんか、なるわけないんだ。

「今朝けさあたし、この子この背せ中なかについてた小ちいさな羽は根ねを取とってあげたの」

　レイラ先せん輩ぱいは、胸むねを張はって続つづけた。

「そのとき、この子この守しゅ護ご天てん使しとあたしの間あいだに特とく別べつなつながりが生うまれたんだよ！　そのおかげで、あたしは照しょう明めいが落おちてきたときに巻まきこまれなくてすんだの！　つまり、あたしはこの子この守しゅ護ご天てん使しによって守まもられた、ってわけ！」

「……はい？」

　守しゅ護ご、天てん使し？

　……なっ、何なんですか、それ？

「部ぶ長ちょう、そのへんにしておいたほうがいいですよ。明あきらかに引ひいてますよ、その子こたち」

「なんでよっ！　ひー君くんだって、超ちょう能のう力りょく信しんじるって言いったくせに！」

「完かん全ぜんに否ひ定ていはしないと言いっただけで、信しんじるとは言いっていませんよ。それに超ちょう能のう力りょくと天てん使しは別べつ物ものでしょう。宇う宙ちゅう人じんや幽ゆう霊れい、未み確かく認にん生せい物ぶつまで幅はば広ひろく信しんじている部ぶ長ちょうといっしょにしないでください」

「もー、かわいくないんだから、ひー君くんは！」

「べつにかわいさを目め指ざしてはいませんから。それにそういった非ひ科か学がく的てきな話はなしには、興きょう味みもありません」

「でも雪ゆきうさのファンなんでしょ？　知しってるんだから！」

（雪ゆきうさ？）

　その言こと葉ばに、ぴくりと私わたしの耳みみが反はん応のうした。どこかで聞きいた気きがするけど、何なんだっただろう。

「ち、違ちがいますよ！　話わ題だいになっているから時ときおり見みているだけであって、べつにファンなどではっ……！」

「雪ゆきうさって、あの雪ゆきうさですか？　動どう画が配はい信しん者しゃの？」

　叶かな井い先せん輩ぱいの言こと葉ばをさえぎるように、沢さわ辺べさんが身みを乗のり出だす。

「そうそう！　有ゆう名めいだから、さすがに知しってるよね。ええっと……」

「沢さわ辺べです。沢さわ辺べ夕ゆ実み」

「沢さわ辺べさんね。あなたは？」

「き、如月きさらぎ、美み羽うです」

　レイラ先せん輩ぱいの大おおきな目めに見みつめられ、迷まよう間まもなく答こたえてしまう。

「如月きさらぎさんに、沢さわ辺べさん。二人ふたりとも、よろしく！」

　そうしてレイラ先せん輩ぱいは右みぎ手てで沢さわ辺べさん、左ひだり手てで私わたしの手てをにぎった。

「私わたしも雪ゆきうさのファンなんです。如月きさらぎさん、見みたことある？　『雪ゆきうさの未み来らいチャンネル』」

　沢さわ辺べさんがくるりと私わたしに向むきなおった。

（動どう画が、かあ……）

　まわりの子こたちの多おおくが動どう画がサイトに夢む中ちゅうになっていることは、さすがに私わたしでも知しっていた。そこに動どう画がを投とう稿こうしている人ひとの中なかには、多おおくのファンをかかえるタレントみたいな人ひとがいるらしいってことも知しっている。

　けれど、「雪ゆきうさ」のことは知しらなかった。私わたしはふるふると首くびをふる。

「そういうサイト、見みたことないんだ。その雪ゆきうさって、動どう画が配はい信しん者しゃなの？」

「そう。チャンネル登とう録ろく者しゃ数すう三十万まん人にん超ごえの人にん気き配はい信しん者しゃだ。占うらない系けい配はい信しん者しゃの登とう録ろく者しゃ数すうとしては、日に本ほんで一いち番ばんだ」

　私わたしの質しつ問もんに答こたえたのは、沢さわ辺べさんではなく叶かな井い先せん輩ぱいだった。

「彼かの女じょがするのは、占うらないだけではない。過か去こに一度ど、記き録ろく的てきな大おお雪ゆきが降ふることを前ぜん日じつに予よ言げんしている。まあネットでしか話わ題だいにならなかったが……結けっ果か的てきにそれが、チャンネル登とう録ろく者しゃ数すうを爆ばく発はつ的てきに増ふやすきっかけとなったんだ」

「大おお雪ゆき？」

「そう。去きょ年ねんの年ねん末まつ、すごい大おお雪ゆきが降ふったでしょ？　『積つもる可か能のう性せいは少すくない』って予よ報ほうだったから、みんな油ゆ断だんしてたじゃない。でも雪ゆきうさは前まえの日ひから『ひざまで埋うまるくらいの雪ゆきになる』って言いってたんだよ。すごいでしょ？」

　沢さわ辺べさんが、自じ分ぶんのことのように胸むねを張はる。

「でも……それ、占うらないなの？　天てん気き予よ報ほうの才さい能のうがあるだけなんじゃ……」

「雪ゆきうさが予よ言げんしたのは、大おお雪ゆきが降ふることだけではないんだ。市し民みん体たい育いく館かんの屋や根ねが雪ゆきの重おもみでゆがみ、くずれ落おちるという事じ故こがあっただろう。雪ゆきうさはそのことまでぴたりと予よ言げんしたんだ」

（へえ……！）

　叶かな井い先せん輩ぱいの言こと葉ばに、思おもわず眉まゆが上あがる。

　なるほど。「雪ゆきうさ」って、どうやら本ほん当とうに、すごい人ひとみたい。

　となりの市しの体たい育いく館かんの事じ故このことは、新しん聞ぶんに載のってたから覚おぼえてる。たしか屋や根ねが落おちたのは朝あさ早はやい時じ間かんだったから、だれも怪け我がしなかったんだよね。

　体たい育いく館かんのとなりに住すんでる人ひとがインタビューされてたけど、「ものすごい音おとがして飛とび起おきた。この世よの終おわりかと思おもった」って書かいてあったっけ。

（……あっ！）

　──思おもいだした。

　今朝けさ、渡わたり廊ろう下かにいた子こたちのおしゃべり。そこで「雪ゆきうさ」のことを──「雪ゆきうさ」がこの近きん所じょに住すんでるかもって話はなしを聞きいたんだった。

（もしかして……）

　今朝けさレイラ先せん輩ぱいを助たすけたのって……その、雪ゆきうさ、って人ひとがやったこと……だったりして。

　……いや、まさかね。

「せっかくだから、これを機きに一いち度ど見みてみてはどうだ？　占うらないだけでなく、『今日きょうの一ひと言こと』や悩なやみ相そう談だんのコーナーも、なかなか興きょう味み深ぶかいものがあるぞ」

「ひー君くん、そうやって信しん者じゃ増ふやそうとしてるんでしょ。バレバレだから」

「人ひと聞ぎきの悪わるい。見けん聞ぶんを広ひろめるのは良よいことでしょう」

　そのとき、がらりとドアが開あく音おとがした。

「あ、タッキー！　おそかったじゃん」

「すみません。委い員いん会かいの仕し事ごとのことで、先せん生せいに呼よびとめられまして」

　ふりかえった私わたしは、正しょう面めんからまともにその顔かおを見みてしまった。

（しまった……！）

　けれど……大だい丈じょう夫ぶ。サキヨミは見みえないみたい。

「体たい験けん入にゅう部ぶですか？」

　タッキーと呼よばれたその男だん子しは、そう言いって沢さわ辺べさんと私わたしをながめた。真ま新あたらしい制せい服ふくに、緑みどりのネクタイ。一年ねん生せいだ。

　通とおった鼻はな筋すじに、細ほそいあご。長ながい前まえ髪がみは、目めのすぐ上うえまでかかっている。

「そう！　如月きさらぎ美み羽うちゃんに、沢さわ辺べ夕ゆ実みちゃん。この子こはもう入にゅう部ぶしてくれた一年ねん生せい、瀧たき島しま幸ゆき都と君くんだよ」

「一年ねんＢ組ぐみの瀧たき島しまです。よろしく」

　慣なれた動どう作さでそばの机つくえにカバンを置おくと、そう言いって小ちいさく頭あたまを下さげた。

「君きみたち、Ａ組ぐみ？」

「うん。二人ふたりともＡ組ぐみだよ」

「ふーん」

　そうしてあごに手てを当あてると、瀧たき島しま君くんはじっと私わたしの顔かおを見みつめてきた。

（……何なに？　こんなに、じろじろと……）

　鋭するどい視し線せんから逃のがれるように顔かおをそらした、その瞬しゅん間かん。

　長ながい前まえ髪がみの下したの茶ちゃ色いろい目めが、一いっ瞬しゅんきらりと光ひかったように見みえた。

「あ、タッキー、お得とく意いのアレだね？」

「いきなり怖こわがらすな、瀧たき島しま。入にゅう部ぶしてもらえなかったら、おまえの責せき任にんだぞ」

　部ぶ長ちょうと副ふく部ぶ長ちょうの言こと葉ばに、瀧たき島しま君くんは苦にが笑わらいをした。

「すみません。つい、クセで」

「あのね、タッキーも占うらないができるんだよ！」

　レイラ先せん輩ぱいが言いうと、叶かな井い先せん輩ぱいがメガネを指ゆびで押おし上あげた。

「雪ゆきうさほどではないがな。一いっ見けんの価か値ちはあると思おもうぞ」

「また雪ゆきうさですか？　叶かな井い先せん輩ぱいの雪ゆきうさ愛あいは、相あい変かわらずですね」

「うるさい」

「あ、私わたし、クラスの女じょ子しが言いってたの聞きいたことがあります！　Ｂ組ぐみの瀧たき島しま君くんは、占うらないが得とく意いでよく当あたるって」

　沢さわ辺べさんがぽんと手てをたたく。

「しかも、一年ねん男だん子しの中なかでは五本ほんの指ゆびに入はいるかっこよさ、とも言いわれてましたよ！　瀧たき島しま君くん、こっちに引ひっ越こしてきたばっかりで、同おなじ小しょう学がっ校こうの子こがひとりもいないんだよね？　だから、よけい目め立だつみたいです」

「なるほど。入にゅう学がく早そう々そう、女じょ子しの人にん気き者ものとは……なかなかやるじゃないか、瀧たき島しま」

「べつに、そんなんじゃないですよ」

「じゃあさ、せっかくだから、この二人ふたりを占うらなってみてよ！」

　レイラ先せん輩ぱいが、沢さわ辺べさんと私わたしを指ゆびさす。すると、沢さわ辺べさんが手てをたたいて飛とびあがった。

「やった！　お願ねがい、瀧たき島しま君くん！」

「そうだな。見みてみようか」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、静しずかに近ちかづいてきた。そうして、私わたしと沢さわ辺べさんの顔かおを交こう互ごに見みつめはじめる。
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（なっ、何なに……？）

「タッキーの占うらないはねえ、こうやって顔かおをじっと見みつめることから始はじまるんだよ！」

「顔かおを見みるだけで、占うらないができるの？」

　沢さわ辺べさんがおどろくと、瀧たき島しま君くんはフッと笑わらった。

「というより、見みえるんだよ。──その人ひとの、未み来らいがね」

　その言こと葉ばに、思おもわずドキッとする。

　──顔かおを見みると、未み来らいが見みえる。

（それって、「サキヨミ」と同おなじなんじゃ……!?）

　そう思おもったところで、あわててその考かんがえを打うち消けす。

　未み来らいが見みえるなんて、そんなの冗じょう談だんに決きまってる。

　そもそも、瀧たき島しま君くんがやってるのは「占うらない」なんだから。サキヨミは、占うらないとは違ちがうもんね。

　瀧たき島しま君くんは、じいっと私わたしの顔かおを見みつめている。前まえ髪がみが長ながめなせいか、その表ひょう情じょうからはうまく感かん情じょうが読よみ取とれない。

　サキヨミが見みえないからよかったけど……こんなに顔かおが近ちかいと、さすがに緊きん張ちょうしてくるよ。

「うん、見みえた」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、口くち元もとに自じ信しんありげな笑えみを浮うかべた。

「君きみたちは明日あした、まちがいなく美び術じゅつ部ぶに入にゅう部ぶする」

（……へっ？）

　……何なに、それ。

　ぽかんと口くちをあけた私わたしのとなりで、沢さわ辺べさんが「えええええっ!?」と大おお声ごえをあげた。

「ほ、ほんとに!?　すごい！　ね、如月きさらぎさん、すごいね！　私わたしたち、入にゅう部ぶするんだって！」

　そうして私わたしの手てをとってブンブンとふる。

　いやいや、素す直なおすぎる！　今いまのは占うらないっていうより、単たんなる瀧たき島しま君くんの希き望ぼうでしょうが！

「わーい、やったー！　新しん入にゅう部ぶ員いん、確かく保ほ！」

　レイラ先せん輩ぱいが両りょう手てを上あげる。

「瀧たき島しまの占うらないは、なかなかどうして当あたるからな。二人ふたりも入にゅう部ぶするとは、喜よろこばしい限かぎりだ」

　叶かな井い先せん輩ぱいが満まん足ぞくげにうなずく。いやいや、ちょっとっ！

「ま、待まってください！　私わたし、入にゅう部ぶするなんて一ひと言ことも……！」

「でも……瀧たき島しま君くんの占うらないでは、入にゅう部ぶするって」

「そんなの、テキトーに言いってるだけに決きまってるじゃない！」

　自じ分ぶんでもびっくりするほど、大おおきな声こえが出でた。沢さわ辺べさんの表ひょう情じょうが、ぴたっと止とまる。

「どうして、そう思おもうんだ？」

　瀧たき島しま君くんがおだやかに言いう。

（どうしてって……）

　私わたしは、みんなの視し線せんから逃にげるようにうつむいた。

「だって……人ひとの顔かおを見みて未み来らいが見みえるって言いうなら、見みたくないものだって見みえちゃう……ってことでしょう？　それなのに、そんなに堂どう々どうと人ひとの顔かおを見みつめられるなんて……おかしいよ」

　──しまった……。

　なんで、こんなこと言いっちゃったんだろう。

　べつに、こんなことを言いいたかったわけじゃない。言いったって意い味みがないし、これじゃあ、瀧たき島しま君くんがイヤな気き持もちになるだけなのに。

　シーンとした空くう気きが、美び術じゅつ室しつを包つつむ。

（あああ、やっちゃった……気きまずい……！）

　私わたしはうつむいたまま、固かたまるしかなかった。

「……なるほど」

　しばらくして、叶かな井い先せん輩ぱいが静しずかに口くちを開ひらいた。

「たしかに……如月きさらぎさんの言いう通とおりだな」

（え……！）

　意い外がいな言こと葉ばにおどろいていると、レイラ先せん輩ぱいもウンウンとうなずいた。

「そうだねえ。そんなふうに考かんがえたこと、なかったよ。ねえタッキー、そういうのも見みえたりするの？　転ころんでドロまみれになるとか、アイス食たべ過すぎておなか壊こわすとか」

　それを聞きいた瀧たき島しま君くんは、ふきだした。

「なんですか、それ。レイラ先せん輩ぱいの考かんがえる災さい難なんレベル、低ひくすぎですよ」

「でも、どうなの？　怖こわい場ば面めんとか、見みえちゃったりするの？」

「ええ。しょっちゅうですよ」

　そう答こたえた瀧たき島しま君くんの声こえは、やけにあっさりとしていた。

「それ、つらくないの？」

　沢さわ辺べさんが、こわばった声こえでたずねる。

「大だい丈じょう夫ぶ。運うん命めいは、変かえられるから」

　──ドクン

　瀧たき島しま君くんの力ちから強づよい言こと葉ばに、心しん臓ぞうが波なみ打うった。

　思おもわず顔かおを上あげると、瀧たき島しま君くんとばっちり目めが合あってしまって。

　きれいな茶ちゃ色いろい瞳ひとみが、射いぬくように私わたしの目めをとらえていた。その視し線せんの強つよさに、身みがすくみそうになる。

「ということで、明日あしたからよろしく。沢さわ辺べさんに、如月きさらぎさん」

　瀧たき島しま君くんはゆっくりとそう言いうと、口くち元もとに不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。







[image: ５　ユキちゃん]




「はああ～～……」

　机つくえにほおづえをついて、深ふかいため息いきをつく。

　目めの前まえに置おかれた英えい語ごの課か題だいプリントは、まだ手てつかずのままだ。

　帰き宅たく後ご。私わたしは自じ分ぶんの部へ屋やでひとり、瀧たき島しま君くんの視し線せんや言こと葉ばを思おもいかえしていた。

（本ほん当とうに、未み来らいが見みえるのかな……いや、そんなわけ、ないよね）

　瀧たき島しま君くんは、「顔かおを見みると未み来らいが見みえる」って言いった。その占うらないはよく当あたるらしいって、沢さわ辺べさんも言いってたけど……。

　やっぱり、信しんじられないや。私わたしみたいに、見みたくもない未み来らいを見みてしまう力ちからが瀧たき島しま君くんにもあるんだとしたら、あんなに堂どう々どうとしていられるのは、どう考かんがえたっておかしい。

（でも……）

『運うん命めいは、変かえられる』

　学がっ校こうから帰かえる間あいだも、家いえに着ついた後あとも、その言こと葉ばが頭あたまの中なかでぐるぐる回まわり続つづけてる。

　運うん命めいは、変かえられる……たしかに、そうかもしれない。

　でも、いい方ほう向こうに変かわるとは限かぎらない。もっと悪わるくなってしまうことだってある。

　ううん、むしろ悪わるい運うん命めいは、どうあがいたところで、いいものになんて……絶ぜっ対たい、変かえられないんじゃないかな。

　はぁぁ……。

　今朝けさの夢ゆめのことを思おもいだして、またひとつ、ため息いきが出でる。

　夢ゆめで見みたのは、「あの事じ故こ」の一いち場ば面めん。そこには、いつも──「ユキちゃん」がいる。

　私わたしのサキヨミの力ちからのことは、だれにも話はなしたことがない、って言いったけど……。

　実じつは、ひとりだけいるの。

　それが、ユキちゃん。小ちいさい頃ころ一いち番ばん仲なかよしだった、私わたしの大だい事じな友とも達だちなんだ。
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　──あれは、私わたしが四歳さいのときのこと。

「あ、あのひと、ハコをおとしちゃう」

　幼よう稚ち園えんの園えん庭ていにいた私わたしは、塀へいの向むこう側がわを見みて言いった。そこには、大おおきな木き箱ばこを抱かかえた女おんなの人ひと。

「え？」

　となりで地じ面めんに絵えを描かいていたユキちゃんが、ゆっくり顔かおを上あげて女おんなの人ひとを見みた。

「ほら、あのおっきなハコ。あれ、おとしちゃうよ」

　私わたしは、女おんなの人ひとが箱はこを落おとしてしまうというサキヨミを見みたところだったんだ。

　当あたり前まえだけど、ユキちゃんは意い味みがわからないみたいで、きょとんとしたままだった。

「……ユキちゃんには、みえないの？」

　私わたしはおそるおそる、そう聞きいた。このときの私わたしはまだ、サキヨミが見みえるのが自じ分ぶんだけだって、わかっていなかった。

「なにが？」

　ユキちゃんが首くびをかしげた、そのとき。女おんなの人ひとの手てから箱はこがすべり落おち、がしゃん、と何なにかが割われる音おとがあたりにひびいた。

　目めを丸まるくしたユキちゃんが、私わたしを見みつめた。その唇くちびるが、少すこしだけふるえていた。

「……どうして、わかったの？」

　その顔かおを見みて、ようやくわかったんだ。

　サキヨミは、他ほかの人ひとには見みえない。私わたしにしか見みえないものなんだ──って。




「あの事じ故こ」につながるサキヨミを見みたのは、それからしばらく経たった頃ころのことだった。

　家いえでシュウとテレビを見みていたとき。ふとシュウの顔かおを見みたら、ノイズが走はしったんだ。







──公こう園えんのジャングルジム。そのてっぺんから、落おちるシュウ。頭あたまから流ながれる、たくさんの血ち。

　病びょう院いんでお医い者しゃさんらしい白はく衣いの男おとこの人ひとが、お母かあさんと話はなしをしている。

「傷きずは、だんだんとうすくなっていくでしょう」

「でも、一いっ生しょう残のこるんですよね？」

「その可か能のう性せいはありますが、髪かみの毛けで隠かくれる位い置ちですし」

「そういう問もん題だいじゃないでしょう！」

　お母かあさんはそう言いうと、両りょう手てを顔かおに押おし当あてて泣ないた。頭あたまに包ほう帯たいを巻まいたシュウは、「ママ、なかないで」と自じ分ぶんも泣なきそうな顔かおで言いった。──







　それを見みて、すぐに私わたしは「ぜったいにおうちからでちゃだめだよ」とシュウに強つよく言いった。シュウが落おちる音おと、血ちや病びょう院いん、お母かあさんの泣なき声ごえ。その全ぜん部ぶが、すごくすごく、怖こわかった。

　三歳さいのシュウは、私わたしの言いったことがわかっているのかいないのか、ニコニコしながら「うん」とうなずいた。

　私わたしは、安あん心しんしてしまったんだ。だから寝ねて起おきて次つぎの日ひになったら、シュウのサキヨミのことは、すっかり忘わすれてしまっていた。

　シュウのサキヨミを見みた次つぎの日ひ。シュウは朝あさから熱ねつを出だして、幼よう稚ち園えんを休やすんでいた。

　その日ひ、ユキちゃんが家いえに遊あそびにきた。シュウは和わ室しつに布ふ団とんを敷しいて寝ねていて、お母かあさんはその横よこで、体たい温おん計けいを持もったままうつらうつらしていた。

　起おこしちゃいけないと思おもった私わたしは、ユキちゃんといっしょにとなりの公こう園えんに向むかった。

　ブランコ、鉄てつ棒ぼう、シーソーと、順じゅん番ばんに遊あそんでいって。

　シュウの声こえがしたのは、ジャングルジムのてっぺんに登のぼったときのことだった。

「おねえちゃん」

　あわてて声こえのしたほうを見みると、シュウが、ひとりでよたよたとジャングルジムを登のぼってくる。

　その瞬しゅん間かん、サキヨミの映えい像ぞうがよみがえった。

「シュウ、だめ！　とまって！」

　私わたしがさけんでも、シュウは止とまらなかった。

　サキヨミで見みた怖こわい光こう景けいが、次つぎ々つぎに頭あたまの中なかによみがえる。

「シュウ！　おねがい！」

　私わたしの声こえは、ほとんど悲ひ鳴めいのようになっていた。それを聞きいたユキちゃんが、シュウのほうへと手てを伸のばした。

「シュウくん、だめだよ！」

　ユキちゃんは、シュウを止とめようとしたんだろう。ところが自じ分ぶんに向むかってつきだされた手てのひらを見みて、シュウはおどろいてバランスをくずしてしまった。

「いやっ！　シュウっ！」

　私わたしはとっさに両りょう手てでシュウの体からだをつかんだ。

　ユキちゃんの手てを、押おしのけながら。

「ユキちゃん！　あぶない！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、ゴーンと鐘かねのような音おとが頭あたまの中なかにひびいた。

　その音おとは、ユキちゃんが地じ面めんに落おちた音おとだったんだろうか。

　それとも──、取とり返かえしのつかないことをしてしまった、私わたし自じ身しんのショックの音おとだったんだろうか……。
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　数すう日じつ後ご。頭あたまに包ほう帯たいを巻まいたユキちゃんと、道みち端ばたで会あった。

　ユキちゃんは、それまでと何なにも変かわらない笑え顔がおを私わたしに向むけた。

「ユキちゃん……」

　ごめん。ごめんね。ごめんなさい。

　ユキちゃんに会あったときに言いうために、何なん度ども何なん度ども練れん習しゅうしたはずの言こと葉ばが、なぜかノドがグッと閉とじてしまったように、つかえて出でてこなかった。

「キズ、だんだんうすくなるんだって。かみのけでかくれるとこだし、よかったって、ママもいってた」

　そう言いって、ユキちゃんは眉まゆの上うえに手てを当あてた。

　私わたしはすごく怖こわくて、後うしろめたくて、ついに最さい後ごまで、「ごめん」って言いえなかった。

　それからしばらくして、ユキちゃんは引ひっ越こしてしまった。お父とうさんの仕し事ごとの都つ合ごうらしい。

　最さい後ごに会あったとき、ユキちゃんは手て作づくりの「お守まもり」を私わたしにくれたんだ。

　それは、一枚まいの羽はねの絵えが描かかれたプラ板ばんだった。上うえに開あけられた穴あなに、ボールチェーンが通とおしてある。

　絵えを描かいた後あとで半はん分ぶんに切きったんだ、とユキちゃんは言いった。

「こんどあうときにくっつけて、ひとつにあわせようね。やくそくだよ」

　もう一枚まいの羽はねが描かかれたプラ板ばんを私わたしに見みせながらそう言いった、ユキちゃんの笑え顔がお。

　今いまでも思おもいだすたびに、胸むねがずきんと痛いたむ。

　私わたしのせいで、一いっ生しょう消きえない傷きずをユキちゃんに負おわせてしまったこと。

　そして、とうとう謝あやまれないまま、お別わかれしてしまったこと。

「こんど」なんて来こなかったし、きっとこれからも来こないこと。

　もちろん、私わたしだってユキちゃんに怪け我がをさせたかったわけじゃない。

　あれは事じ故こだった。どうしようもなかった。ああしていなければ、シュウが傷きずを負おっていたんだから。

　でも……。でも、今いまでも私わたしは、「あれでよかったのかな」って、ときどき考かんがえてしまう。

　私わたしがしたことは、まちがっていたのかもしれない──。

　だけど、何なにが正ただしかったのかなんて、どんなに考かんがえたところで、私わたしにはわからない。

　だれかが怪け我がをしなければならない「運うん命めい」……だったのかもしれないんだから。
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　私わたしはそっと机つくえの引ひき出だしを開あけ、その奥おくにしまいこんでいたプラ板ばんのお守まもりを取とりだした。

　本ほん当とうは、目めにつくところに飾かざりたいって気き持もちもあるけれど……思おもいだしてしまうのがつらいから、どうしてもできないでいる。

　もう片かた方ほうの羽はねを持もつユキちゃんは、今いまどこにいて、どんな中ちゅう学がく生せいになっているんだろう。

　サキヨミのことや、人ひとの顔かおを見みられない今いまの私わたし、そして私わたしのせいで怪け我がをしたことを知しったら、どう思おもうかな……。

　今日きょう出で会あった人ひとたち──沢さわ辺べさんや叶かな井い先せん輩ぱい、瀧たき島しま君くんにレイラ先せん輩ぱいの顔かおがよぎる。

　私わたしは結けっ局きょく、ほとんどまともにその顔かおを見みることができなかった。

（やっぱり……部ぶ活かつに入はいるのは、やめよう）

　そもそも私わたしには、美び術じゅつ部ぶに入にゅう部ぶする資し格かくなんてないんだ。部ぶ長ちょうであるレイラ先せん輩ぱいの運うん命めいを知しりながら、助たすけるどころか、何なにもしようとしなかったんだから。

　今日きょうの部ぶ活かつでは何なにも見みえなかったから、まだいいよ。でも、この先さきみんなと仲なかよくなって、またあれくらいひどい内ない容ようのサキヨミが見みえてしまったら……私わたしは、いったいどうする？

　さいわい、まだ体たい験けん入にゅう部ぶに行いっただけで、正せい式しきな届とどけは出だしてない。

　明日あしたは沢さわ辺べさんに声こえをかけられる前まえに、急いそいで帰かえっちゃえばいいか──。

　私わたしはお守まもりをしまおうと引ひき出だしを開あけた。

（……ん？　これって……）

　ふと気きになって、プラ板ばんをじっと見みつめる。そこに描かかれた羽はねは、黒くろい線せんでふちどられ、ていねいに白しろくぬられていた。
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（これ……羽はねじゃないのかも……）

　──そうだ。このプラ板ばんをくれたとき、ユキちゃんは「羽はねの絵え」だとは一ひと言ことも言いわなかった。

　私わたしが勝かっ手てに羽はねだと思おもってただけで、もしかしたら別べつの何なにかを描かいたものなのかもしれない。

　何なんだろう。何なにか、ひっかかる。

　頭あたまの中なかがモヤモヤした。何なにか、すごく大だい事じなことを忘わすれているような──……。




　──ピンポーン




「うわっ!?」

　とつぜんの音おとに、びっくりして飛とび上あがる。インターホンが鳴なった音おとだ。

　あわててプラ板ばんを引ひき出だしにしまい、リビングに向むかう。

　モニターをのぞくと、そこに映うつっていたのは……ひとりの美び少しょう女じょ。

（だれ……？）

　初はじめて見みる女おんなの子こを前まえに、私わたしは首くびをかしげた。

　白しろい肌はだに、大おおきな目め。腰こしまで伸のびた髪かみもつやつやしてるし、まるで人にん形ぎょうみたいなかわいさだ。

「はい」

　通つう話わボタンを押おして言いうと、不ふ安あんそうだった女おんなの子この顔かおが、ぱっと明あかるくなった。
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「あの、如月きさらぎさんのお宅たくですか？」

「そうですけど……」

「私わたし、高たか梨なし夏なつ葉はといいます。シュウ君くんのクラスメイトです」

　なるほど、シュウのクラスメイトなんだ。ってことは、小しょう六だね。

　それにしてはずいぶん大人おとなっぽいし、しっかりしてる感かんじがする。

「あの、シュウ君くん、いますか？」

「ええと、まだ帰かえってないみたいなんだけど」

　言いいながら、うす暗ぐらいリビングをふりかえる。シュウは、いつもならこの時じ間かんは、たいていソファに寝ねころがってゲームをしている。

「そうですか……。じゃあ、また明日あした来きます。すみませんでした」

　そう言いうとちょこんと頭あたまを下さげ、画が面めんから消きえてしまった。

（何なんの用ようだったんだろう。やけに深しん刻こくそうな顔かおしてたけど……）

　もしかして、シュウに告こく白はく……とか？

　さすがにそれはないか、と首くびをふってすぐに、案あん外がいそうでもないのかも、と思おもいなおす。

　昔むかしは「おねえちゃん、おねえちゃん」と言いってちょこまかと私わたしの後あとをついてきた、かわいいシュウ。今いまじゃ「美み羽う」と呼よび捨すてなうえに、態たい度ども言こと葉ばづかいも最さい悪あく。すっかり生なま意い気きになってしまった。

　けど、その中なか身みに似に合あわず、シュウは整ととのった顔かお立だちの少しょう年ねんに育そだった。前まえにお母かあさんに聞きいた話はなしでは、学がっ校こうではなかなかモテているらしい。

　さっきの子こも、わざわざ家いえまで来くるくらいだし、もしかしたらシュウのことが好すきなのかも。

　地じ味みな私わたしとは違ちがって、シュウは華はなやかな学がっ校こう生せい活かつを楽たのしんでいるみたい。

（まあ、私わたしには関かん係けいないか……）

　そんなことより、そろそろ課か題だいをやらないと。

　何なん度ど目めかわからないため息いきをついてから、私わたしは部へ屋やへともどった。
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　次つぎの日ひの放ほう課か後ご。

　ホームルームが終おわると、私わたしはすぐに教きょう室しつを飛とびだした。

　後うしろから沢さわ辺べさんの呼よぶ声こえがしたけれど、ふりかえらずに走はしる。

　本ほん当とうはこんなの、逃にげるみたいでイヤだったけど……しかたがない。

　私わたしは、美び術じゅつ部ぶには入はいれない。

　レイラ先せん輩ぱいも叶かな井い先せん輩ぱいもいい人ひとそうだし、入はいったら楽たのしそう、ともちょっと思おもったけれど……。

　これまでと同おなじように、だれとも関かかわらず、人ひとの顔かおも見みず、ひとりでひっそりと過すごしていく。そう決きめたんだ。

　沢さわ辺べさんとも、距きょ離りを置おこう。このままズルズル友とも達だちを続つづけちゃうのは、よくない……よね。

　ふと、沢さわ辺べさんの笑え顔がおが頭あたまに浮うかんだ。

　ひとりでいたところに声こえをかけてくれて、せっかく体たい験けん入にゅう部ぶにも誘さそってくれたのに……私わたしが入にゅう部ぶしないって知しったら、沢さわ辺べさんはガッカリするかもしれない。

（でも、しょうがないよ。それが私わたしにとって、一いち番ばんいい方ほう法ほうなんだから……）

「どこ行いくの？」

「わっ!?」

　急きゅうに後うしろから肩かたをつかまれる。ふりかえると、そこには見み覚おぼえのある顔かおがあった。

「た、瀧たき島しま君くん……？」

「あ、名な前まえ覚おぼえてくれたんだ。光こう栄えいだな」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんはニコリと笑わらった。あわてて目めをそらし、逃にげるようにあとずさる。

「私わたし、もう帰かえるから……！」

「あれ、美び術じゅつ部ぶは？　行いかないの？」

「……申もうし訳わけないけど、部ぶ活かつには入はいらないって決きめたの。それじゃあ！」

　そう言いって、目めの前まえの階かい段だんを下おりようとしたとき。

　たくさんの生せい徒とたちがダンゴみたいに固かたまってる中なかで、ひとりの女じょ子しの笑え顔がおが、私わたしの目めに飛とびこんできた。

（あっ、まずい……！）

　でも、もうおそかった。

　じじじ、という耳みみ障ざわりなノイズ。

　見みたくないっていう気き持もちを無む視しするように、サキヨミが始はじまっちゃったんだ。





──帰き宅たく途と中ちゅう、空そら模も様ようが急きゅう変へんし、とつぜんの豪ごう雨うに見み舞まわれる。教きょう室しつに置おき傘がさがあったのに、学がっ校こうを出でるときは晴はれていたから置おいてきてしまっている。

　カバンの中なかには、グループの子こたちとやっている交こう換かん日にっ記きのノートが入はいっていた。

　そこにびっしりと描かかれているのは、「もち米ごめ子こちゃん」というオリジナルキャラクターを主しゅ人じん公こうにした四コマ漫まん画が。グループ全ぜん員いんによるリレー漫まん画が形けい式しきで、何なんページにもわたって話はなしが続つづいていた。

「どうしよう……！」

　帰き宅たくしてからびしょぬれになったカバンを開あけ、ノートを広ひろげてがく然ぜんとする。水すい性せいペンを使つかっていたせいでインクがにじみ、中なかの漫まん画がは無む残ざんな状じょう態たいになってしまっていた。

　翌よく日じつ、ノートをグループの子こたちに見みせる。

「ひどい。何なにこれ」

「あーあ。これじゃもう、直なおせないね」

「せっかくおもしろくなってきたとこだったのに、なんかもう、しらけちゃった」
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　これをきっかけに、グループのメンバーはばらばらになり、ノートをぬらした女じょ子しはひとりで過すごすようになる。やがて学がっ校こうを休やすみがちになり、そのうち完かん全ぜんな不ふ登とう校こうとなる。──






　サキヨミが終おわって、目めの前まえに廊ろう下かの風ふう景けいがもどってきた。

　サキヨミが見みえた子こは、他ほかの三人にんの女じょ子しと何なにかをしゃべって笑わらい合あっている。サキヨミに出でてきた、交こう換かん日にっ記きをしているグループみたいだ。

「もしかして……見みたのか？」

「え？」

　ふりかえると、瀧たき島しま君くんがじっと私わたしの顔かおを見みつめていた。

「み、見みたって、何なにを？」

　そう答こたえた私わたしの声こえは、ふるえていた。

　すると瀧たき島しま君くんはにやりと笑わらい、小ちいさくうなずいた。

「やっぱりな。見みえたんだろう、今いま。あの子この運うん命めいが」

（えっ……！）

　どきん、と心しん臓ぞうがはねあがるようだった。

　いったい、何なにを言いってるんだろう。まさか、サキヨミのことを……？

「……う、運うん命めい？　何なんのこと？」

　ドキドキを隠かくすように、胸むねに手てを当あてながら言いう。

「どうする？　僕ぼくが代かわりに助たすけようか」

「……え？」

（『助たすける』……？）

　私わたしはサキヨミを見みてしまうかもしれない危き険けんも忘わすれて、瀧たき島しま君くんの顔かおをまじまじと見みつめた。

　まさか……瀧たき島しま君くん、あのサキヨミの内ない容ようを知しってるの……？

　……いや、ないない。そんなこと、あるわけないよね。

「な、何なに言いってるの？　意い味みがわからないんだけど」

　私わたしの言こと葉ばに、瀧たき島しま君くんはニッと目めを細ほそめた。

「じゃ、勝かっ手てにやらせてもらうよ。ただし、これを見みせるには条じょう件けんがある」

「条じょう件けん？」

　どういうこと、と問とおうとする間まもなく、瀧たき島しま君くんは私わたしの耳みみに口くちをよせ、そっとささやいた。

「美び術じゅつ部ぶに入にゅう部ぶすること。いいね」

（……えええっ!?）

「ちょ、ちょっと待まっ……！」

　私わたしが答こたえ終おわるのも待またず、瀧たき島しま君くんはくるりと背せを向むけた。

　その視し線せんの先さきには、サキヨミの女じょ子しをふくめたグループ。私わたしたちのそばを通とおりすぎ、階かい段だんを下おりるところだった。

「あー、忘わすれてた！　今日きょう雨あめ降ふるって言いってたんだ！」

　それは廊ろう下か中じゅうにひびきわたる声こえだった。おどろいて固かたまる私わたしにかまわず、瀧たき島しま君くんは続つづける。

「ほら、置おき傘がさ取とりにいくぞ！　またノートびしょぬれになったら面めん倒どうだから！」

　そう言いいながら私わたしの腕うでをつかみ、教きょう室しつのほうへと引ひっぱっていった。

「なっ、何なにするの！」

「いいから、こっち」

　小こ声ごえでぼそりとそう言いった瀧たき島しま君くんは、急きゅうに止とまったかと思おもうと窓まどぎわに体からだをよせ、外そとを見みる格かっ好こうになった。引ひっぱられていた私わたしも、同おなじ体たい勢せいになる。

「たしかに、雨あめなんか降ふりそうにない空そらだな。降ふることは決きまってるんだけど……」

　瀧たき島しま君くんは、ひとりごとのように言いった。それを聞きいたとたん、体からだがぶるりとふるえた。

（……なんでこの人ひとは、雨あめが降ふることを……しかも今日きょう降ふるってことを、知しってるの？）

　ドキドキと、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが激はげしくなっていく。まさか。でも。そんな。




　──人ひとの顔かおを見みると、未み来らいが見みえる。




　昨日きのうの美び術じゅつ部ぶでのやりとりを思おもいだし、思おもわず首くびをふる。そんな。そんなはずない。

　未み来らいが見みえる人にん間げんなんて──私わたしの他ほかに、いるわけないんだ。

　そのとき、背はい後ごを女じょ子しグループが通とおりすぎていくのがわかった。サキヨミが見みえた女じょ子しの声こえが聞きこえてくる。

「ぬれちゃったら大たい変へんだよね」

「うちらの宝たから物ものだしね」

　そう言いって笑わらう声こえに、そっとふりかえる。女じょ子しグループは、吸すいこまれるように教きょう室しつに入はいっていくところだった。

「これでもう大だい丈じょう夫ぶだ。あの子こも、もち米ごめ子こちゃんも」

「え……！」

　瀧たき島しま君くんは、私わたしを見みて満まん足ぞくげに笑わらった。

　もち米ごめ子こちゃん……それは、あのサキヨミの内ない容ようを知しらないと、絶ぜっ対たいに出でてこない言こと葉ば。

（やっぱり、瀧たき島しま君くんは……あのサキヨミの内ない容ようを、知しっている……？）

　ぼう然ぜんとしている私わたしの横よこを、置おき傘がさを手てにした女じょ子しグループが通とおりすぎていった。

「言いっただろう。『運うん命めいは変かえられる』って」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、勝かちほこったような笑えみを浮うかべた。

　私わたしはその顔かおを真ま正しょう面めんからじっと見みて、ゆっくり口くちを開ひらく。

「あなたは……何なんなの？」

「何なにって、君きみと同おなじだよ」

　そう言いって、長ながい前まえ髪がみの下したの目めをすっと細ほそめた。

「未み来らいが、見みえるんだ」
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「あー！　如月きさらぎさん、こんなところに！　って、瀧たき島しま君くんもいっしょじゃん！」

　窓まどぎわに立たつ瀧たき島しま君くんと私わたしのもとに、沢さわ辺べさんが駆かけよってきた。

「沢さわ辺べさん、ちょうどよかった。今いま、如月きさらぎさんといっしょに部ぶ活かつに行いくところだったんだ」

「え、そうなの!?　それじゃあ、入にゅう部ぶするって決きめてくれたんだね！」

　沢さわ辺べさんは、私わたしの制せい服ふくのソデをぎゅっとつかんだ。

「よかったぁ。もしかして美び術じゅつ部ぶに入はいるのがイヤになっちゃったんじゃないかなって、ちょっと心しん配ぱいしてたんだ。うれしいよ。ありがとう！」

　そう言いうと、沢さわ辺べさんはパァッと明あかるい笑え顔がおになった。

「ご、ごめん、沢さわ辺べさん。私わたし、美び術じゅつ部ぶには……」

「あれ、如月きさらぎさん。さっきの話はなし、忘わすれたわけじゃないよね？」

　瀧たき島しま君くんが声こえを落おとして私わたしの耳みみ元もとでささやく。その冷つめたいひびきに、思おもわず背せ筋すじがぞくりとする。

「え、ええと、それは……」

「さあ、行いこう。僕ぼくらの部ぶ室しつに」

　瀧たき島しま君くんの目めがきらりと光ひかった。その視し線せんにからめとられたように、体からだがぴしりと固かたまる。

　気きづけば私わたしは、「ハイ……」と力ちからなく答こたえていた。
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「じゃあ、改あらためてよろしく、美み羽うちゃん、夕ゆ実みちゃん！」

　レイラ先せん輩ぱいはそう言いうと、ガバッと私わたしと沢さわ辺べさんをだきしめた。

　美び術じゅつ室しつに連つれてこられた私わたしは、沢さわ辺べさんといっしょに美び術じゅつ部ぶへの入にゅう部ぶ届とどけを書かくはめになってしまった。

　うれしそうな叶かな井い先せん輩ぱいのとなりで、満まん足ぞくそうな笑えみを浮うかべる瀧たき島しま君くん。サキヨミが見みえないのをいいことに、私わたしはその顔かおを思おもわずにらみつけてしまった。

（さっきのこと……ちゃんとたしかめなくちゃ）

　そう、まずはそれ！

　──君きみと同おなじだよ。未み来らいが、見みえるんだ。

　瀧たき島しま君くんは、そう言いった。

　信しんじられないけど、瀧たき島しま君くんにも私わたしと同おなじように、サキヨミの力ちからがある……ってことなのかな。

　もしそうだとしたら、どうする？　私わたしも素す直なおに打うちあける？

　でも、サキヨミについて話はなすってことは……私わたしがこれまで、サキヨミを見みても何なにもしてこなかったことも、いっしょに知しられてしまうってことになるのかも。

　それを知しったら、瀧たき島しま君くん、どんな顔かおするのかな……。

「あのさ、私わたしもこれを機きに、美み羽うちゃんって呼よんでもいいかな？」

「へっ？」

　とつぜんの沢さわ辺べさんの言こと葉ばに、マヌケな声こえが出でる。

「私わたしのことも名な前まえで呼よんでほしいな。いいかな、美み羽うちゃん？」

　──美み羽うちゃん。

　そんなふうに呼よばれたのは、すごく久ひさしぶりな気きがした。

　私わたしはくすぐったい気き持もちになりながらも、「うん」とうなずいた。

「よろしく。……夕ゆ実みちゃん」

　そう言いうと、沢さわ辺べさん──夕ゆ実みちゃんは、うれしそうにほほえんだ。

　その様よう子すを満まん足ぞくげにながめていた瀧たき島しま君くんが、ふとレイラ先せん輩ぱいのほうをふりかえる。

「そういえば、叶かな井い先せん輩ぱいは二年ねん生せいで副ふく部ぶ長ちょうなんですよね。もしかして、三年ねん生せいってレイラ先せん輩ぱいだけなんですか？」

「そうなの！　昔むかしはもっといたんだけど、いろいろあって、みんなやめちゃったんだよねえ」

「部ぶ員いんはこれで全ぜん部ぶだ」

　叶かな井い先せん輩ぱいが鋭するどい口く調ちょうで言いうと、瀧たき島しま君くんがあれっと首くびをかしげた。

「もうひとり、二年ねん生せい部ぶ員いんがいると聞きいてましたが」

「幽ゆう霊れい部ぶ員いんは、いないのと同おなじだろう」

「……ひー君くんは、相あい変かわらずチバ君くんに厳きびしいね」

　レイラ先せん輩ぱいがぼそりと言いう。

　どうやら美び術じゅつ部ぶには、チバっていう名な前まえの二年ねん生せい部ぶ員いんがいるみたいだ。

「自じ分ぶんから出でていったんですから、放ほうっておけばいいんです。部ぶ長ちょうも、昼ひる休やすみのたびにヤツに会あいにいくの、もうやめたらどうです？」

「あたしは部ぶ長ちょうとして、もう一いち度どみんなで楽たのしくできたらいいなあって思おもってるだけだよ。ひー君くんこそ、チバ君くんともっとちゃんと話はなせば……」

「話はなしたところで通つうじる相あい手てではないということは、部ぶ長ちょうが一いち番ばんよくご存ぞんじでしょう」

「だからって……！」

「ま、まあまあ！　お二人ふたりとも、落おちついてください！」

　夕ゆ実みちゃんがあわててなだめる。

「あああ、ごめんね夕ゆ実みちゃん、気きをつかわせちゃって。まったく、ひー君くんはガンコで困こまるよ」

「そんなことより、部ぶ長ちょう。そのひー君くんっていうの、今こん年ねん度どからやめてくれるって約やく束そくでしたよね？」

「え？　そうだっけ？　忘わすれちゃったなぁ」

　レイラ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、叶かな井い先せん輩ぱいがあきれたようにため息いきをつく。

「さてさて、仕し切きり直なおそう！　改あらためて、美び術じゅつ部ぶについて説せつ明めいするね！」

　言いうなりレイラ先せん輩ぱいは黒こく板ばんの前まえに立たち、手てをチョキにしてつきだした。

「美び術じゅつ部ぶの活かつ動どうは週しゅう二ふつ日か、火か曜ようと金きん曜よう！　それ以い外がいは来きても来こなくても自じ由ゆう！　顧こ問もんが見みに来くることもないし、好すきなことしててオッケーの自じ由ゆうな部ぶ！　それが美び術じゅつ部ぶ！」

「誤ご解かいをまねくような言いい方かたはよしてください！　文ぶん化か祭さいでの作さく品ひん展てん示じ、ポスター制せい作さく、市しの美び術じゅつ展てんへの参さん加か、写しゃ生せい大たい会かい、美び術じゅつ館かん見けん学がく……、活かつ動どう計けい画かくは山やま盛もりじゃないですか！」

「ええ……ひー君くん、それ、全ぜん部ぶやるつもりなの？」

「当とう然ぜんですよ。おれが副ふく部ぶ長ちょうである限かぎり、しっかりとした活かつ動どう実じっ績せきを作つくらせてもらいます」

「でもでも、部ぶの基き本ほん方ほう針しんは『楽たのしくやること』にしたの、忘わすれてないよね？」

　叶かな井い先せん輩ぱいがぐっと言こと葉ばをつまらせたのを見みて、レイラ先せん輩ぱいがにやりと笑わらった。

「ということで、今日きょうは明日あしたの親しん睦ぼく会かいについて話はなし合あうよ！　ひー君くん、書しょ記きね！」

「親しん睦ぼく会かい？」

「そう！　なんと明日あしたの土ど曜よう、川かわ北きた公こう園えんで写しゃ生せい大たい会かいが開かい催さいされるのです！　美び術じゅつ部ぶとして、これは絶ぜっ対たい行いかなきゃだよね！」

　川かわ北きた公こう園えんっていうのは、市し内ないにある、一いち番ばん大おおきな公こう園えんのこと。

　何なん度どか、家か族ぞくでお花はな見みに行いったことがあったっけ。でももう、最さい近きんは何なん年ねんも行いっていない。

　人ひとがたくさんいるところに行いくのを、私わたしがいやがったせいだ。

　その理り由ゆうは、もちろん……サキヨミを、見みたくなかったから。

「と、いうわけで、それにかこつけて、川かわ北きた公こう園えんにて第だい一回かい親しん睦ぼく会かいを行おこないます！」

　レイラ先せん輩ぱいは、人ひと差さし指ゆびを立たてた手てを高たかく上あげた。

「第だい一回かい、というのがひっかかるんですが……」

　黒こく板ばんの前まえで、チョークを持もったまま叶かな井い先せん輩ぱいがふりかえる。レイラ先せん輩ぱいはかまわず続つづけた。

「写しゃ生せい大たい会かいは、午ご前ぜん十時じから正しょう午ごまで！　ということで、公こう園えんの正せい門もん前まえに九時じ半はん集しゅう合ごうね！」

「その前まえに、参さん加かの可か否ひを確かく認にんしたほうがいいのでは？」

「あ、そうか。みんな、明日あした空あいてる？」

　レイラ先せん輩ぱいの問といかけに、私わたしたちは一いち様ようにうなずく。あまりの勢いきおいに、とまどう暇ひまもない。

「じゃ、待まち合あわせのために連れん絡らく先さき交こう換かんしとこう！　みんなスマホは持もってる？」

　この言こと葉ばに、全ぜん員いんがスマホを取とりだした。本ほん当とうはスマホの持もちこみは校こう則そくで禁きん止しされているけれど、実じっ際さいのところは黙もく認にんされていて、持もってきている生せい徒とがほとんどだった。

　私わたしも、春はる休やすみに買かってもらったばっかりなんだけど……たまにネットで調しらべものをする以い外がい、ほとんど使つかってなかったんだよね。そのせいか、操そう作さにちょっと手て間ま取どっちゃった。

　チャットアプリのＩＤを全ぜん員いんが交こう換かんし終おえると、叶かな井い先せん輩ぱいが口くちを開ひらいた。

「で、写しゃ生せい大たい会かいの後あとの予よ定ていは？　昼ちゅう食しょくはどうするんです？」

「もちろん公こう園えんで食たべるに決きまってるじゃん！　見み晴はらし台だいのそばにレストランあるでしょ？　あそこにしよう！」

　見み晴はらし台だいっていうのは、公こう園えんの一いっ角かくにある丘おかの名な前まえ。そこからは、市し内ないの風ふう景けいを見みわたすことができるんだ。

「しかし、あそこは南なん京きん錠じょうだらけで、あまり景けい観かんがよくないと思おもうのですが……」

「ああ、それ知しってます！　カップルでやるやつですよね？」

　夕ゆ実みちゃんが、目めをキラキラさせながら言いった。

「あのね、見み晴はらし台だいの金かな網あみに南なん京きん錠じょうをかけたカップルは、永えい遠えんの絆きずなで結むすばれるっていう伝でん説せつがあるんだよ。美み羽うちゃん、知しってた？」

「へえ……知しらなかった。初はじめて聞きいたよ」

「私わたし、彼かれ氏し作つくったらあそこでデートするって決きめてるの！　いつになるか、わからないけどね」

「なるほど、沢さわ辺べさんのあこがれの場ば所しょということか」

「え、えへへ、まあ……。叶かな井い先せん輩ぱいは、彼かの女じょいないんですか？」

「いないし、作つくる予よ定ていもないな」

「ひー君くん、けっこうかっこいいのにねえ。もったいない」

「……からかわないでください」

　叶かな井い先せん輩ぱいはそう言いうと、くるりと背せを向むけ黒こく板ばんのほうへと向むきなおった。

「で……昼ちゅう食しょく後ごはどんな予よ定ていなんです？」

「もちろん、日ひが暮くれるまで遊あそぶんだよ！」

「しかし、明日あしたの午ご後ごは雨あめの予よ報ほうですが……」

「雨あめが降ふってくる前まえに遊あそびつくせばいいの！　足あしこぎボートでしょ、アスレチックでしょ、レンタサイクルにバドミントンに～、グリコ大たい会かい！」

　そのとき、私わたしのとなりにいた夕ゆ実みちゃんがくすりと笑わらった。

「レイラ先せん輩ぱいって、おもしろい人ひとだよね。私わたし、大だい好すき」

　たしかに。おもしろくて、明あかるくて、ステキで……太たい陽ようみたいな人ひとだ。

　瞬しゅん間かん、ずきんと胸むねが痛いたむ。昨日きのう見みたサキヨミの内ない容ようが、頭あたまの中なかによみがえった。

（もし、あれが実じつ現げんしていたら……）

　照しょう明めいの下したにはさまれたレイラ先せん輩ぱいの体からだ。流ながれる血ち……。

　頭あたまがくらくらしてくる。もしあれが現げん実じつに起おこってしまっていたら、今いま頃ごろ先せん輩ぱいは……。

「……で、負まけた人ひとがアイスをおごるの！　あれ……美み羽うちゃん、どした？」

　レイラ先せん輩ぱいが言いった。

「み、美み羽うちゃん!?　顔かお色いろ悪わるいよ、大だい丈じょう夫ぶ!?」
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　夕ゆ実みちゃんが顔かおをのぞきこんでくる。私わたしはその顔かおを、まっすぐに見みることができない。

「ご、ごめん。なんでも、ないから」

　出でてくる言こと葉ばも、ふるえていた。

「大だい丈じょう夫ぶか？　保ほ健けん室しつに行いって、休やすんだらどうだ」

　叶かな井い先せん輩ぱいの言こと葉ばに、私わたしは力ちからなく首くびをふった。

「大だい丈じょう夫ぶです、たいしたことないので……。あの、すみません。私わたし、今日きょうは帰かえります」

　そう言いって立たち上あがったとき、瀧たき島しま君くんが近ちかづいてくるのが見みえた。

「如月きさらぎさん、家いえはどこ？」

「え……幸さいわい町ちょうだけど……」

「いっしょだ。家いえまで送おくってくよ」

　瀧たき島しま君くんは、さりげない動うごきで私わたしの手てを取とった。

　ひんやりスベスベの彼かれの手てが、ちょっと汗あせばんだ私わたしの手てに重かさなる。

「だ、大だい丈じょう夫ぶ。ひとりで帰かえれるから……！」

　あわてて手てを引ひきぬこうとしたけど、瀧たき島しま君くんはグッと強つよくにぎってきて、離はなそうとしない。

「途と中ちゅうで倒たおれられでもしたら、こっちが困こまる。送おくっていくよ」

「でも……」

　そのとき、夕ゆ実みちゃんがいきおいよく立たち上あがった。

「瀧たき島しま君くん、お願ねがい！　私わたしの家いえ、美み羽うちゃんちとは反はん対たい方ほう向こうだし、そうしてくれれば安あん心しんできるよ」

　そう言いって私わたしを見みた夕ゆ実みちゃんの顔かおは、心しん配ぱいそうにこわばっていた。

「あたしからも頼たのむよ、タッキー」

　レイラ先せん輩ぱいが言いう。さっきまでとは違ちがう、静しずかな口く調ちょう。

「美み羽うちゃんのこと、守まもってあげて」
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「ほんとに、大だい丈じょう夫ぶか」

　階かい段だんをゆっくりと下おりながら、瀧たき島しま君くんが声こえをかけてくる。

　どうして、こんなに動どう揺ようしちゃうんだろう。サキヨミを見みても、何なにも感かんじないようにしてきたはずなのに……。

　私わたしは、涙なみだが落おちそうになるのを必ひっ死しにこらえていた。

　レイラ先せん輩ぱいの、明あかるさや優やさしさ。

　それを見みるのが、どうしようもなくつらかった。

　彼かの女じょを助たすけられなかった自じ分ぶんの弱よわさが、なさけなくなってくる。

「──平へい気き。ほんとにひとりで帰かえれるから、もどっていいよ」

　私わたしは顔かおをそむけた。泣なきそうな顔かおを、瀧たき島しま君くんに見みられたくなかったから。

「……平へい気きじゃない」

　言いうなり、瀧たき島しま君くんは私わたしの正しょう面めんに回まわりこんだ。そうして、じっと私わたしの顔かおをのぞきこむ。

「思おもいだしたんだろ。レイラ先せん輩ぱいがたどるはずだった、運うん命めいのことを」

「……！」

（なっ……なんで、そのことを……!?）

　すぐ目めの前まえにある瀧たき島しま君くんの顔かおを、おそるおそる見みつめる。階かい段だんがうす暗ぐらいせいで、その表ひょう情じょうはよくわからなかった。

　レイラ先せん輩ぱいの、運うん命めい……それはつまり、「照しょう明めいの下した敷じきになるはずだった」という、私わたしが昨日きのう見みたサキヨミの内ない容ようのこと。

　私わたしの他ほかに知しってる人ひとがいるはずがない、「実じつ現げんしなかった未み来らい」のことだ。

（もしかして……）

「瀧たき島しま君くんは……あれを、知しってたの？」

「ああ」

　ふるえる声こえでたずねた私わたしに、瀧たき島しま君くんは静しずかにうなずいた。

「そ、それじゃあ、あのとき、非ひ常じょうベルを鳴ならしたのって……！」

「あ、その先さきは言いわないで。だれが聞きいてるかわからないからね。二人ふたりきりで話はなせる場ば所しょに行いこう」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、階かい段だんを下おりだした。私わたしに合あわせるように、ゆっくりと。

　昇しょう降こう口ぐちに着つくと、湿しめった空くう気きが流ながれこんでくるのを感かんじた。

（あ、雨あめだ……）

　勢いきおいよく、滝たきのように地じ面めんをたたく雨あめ。

　それを見みた私わたしは、もち米ごめ子こちゃんのサキヨミを思おもいだしていた。瀧たき島しま君くんが言いったように、あれは今日きょう起おこることだったんだ。

　そのうえ瀧たき島しま君くんは、レイラ先せん輩ぱいの運うん命めいのことまで知しってた。

　ってことはやっぱり、瀧たき島しま君くんって──……。

「如月きさらぎさん、傘かさ持もってきてないだろ」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、傘かさ立たてから大おおきな黒くろい傘かさを取とりだした。

「置おき傘がさ取とりにもどるの面めん倒どうだろうし、これでいっしょに行いこう」

（……えええっ!?）

　そ、それって、つまり……相あい合あい傘がさ……ってこと!?

「い、いいよ。置おき傘がさ取とってくる」

「そんな弱よわ々よわしい声こえで言いわれてもな。まあ、いっしょに入はいるのがイヤだって言いうなら、僕ぼくが取とってくるけど。ロッカーにあるんだよね？」

「いや、いいよ、私わたしが行いく」

「だめだ。君きみが行いくと、階かい段だんでつまずいて転ころぶことになる」

「え？」

　瀧たき島しま君くんはふっと小ちいさく笑わらった。

「そうか。自じ分ぶんのことは、見みえないんだな。君きみも、僕ぼくも」
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　勢いきおいが弱よわまった雨あめの中なか、私わたしと瀧たき島しま君くんは、同おなじ傘かさの下したにいた。わざわざ私わたしの置おき傘がさを取とりに行いってもらうのが、なんだか申もうし訳わけなかったんだ。

（こんなとこだれかに見みられたら、何なにを言いわれるか！　あ、でも、大だい丈じょう夫ぶか。私わたし、クラスでも顔かおと名な前まえ、認にん識しきされてないだろうし……）

　ちらりと瀧たき島しま君くんを見みる。きれいな横よこ顔がお。夕ゆ実みちゃんが言いっていたように、女じょ子しに人にん気きがあるっていうのもうなずける。

　勝かっ手てにドキドキしている私わたしとは違ちがって、瀧たき島しま君くんは落おちついていて、余よ裕ゆうがあるみたいだった。

「如月きさらぎさんは、いつからなの？　未み来らいが見みえるようになったの」

　私わたしの視し線せんを感かんじたのか、瀧たき島しま君くんが静しずかに聞きいてきた。どくん、と心しん臓ぞうがはねる。

（どうしよう……話はなしても、平へい気きなのかな）

　私わたしは、迷まよっていた。今いままでユキちゃん以い外がいだれにも話はなしたことのない、サキヨミのことを話はなすかどうか。

　瀧たき島しま君くんなら、どんなことを言いっても受うけ止とめてくれるかもしれない。そんな期き待たいも、少すこしだけあったけど……。

　……やっぱり、勇ゆう気きが出でないよ。

　サキヨミを無む視ししてきたことを話はなしたら、瀧たき島しま君くんにどう思おもわれるのか──それを思おもうと、怖こわくなってしまう。

　だまったままの私わたしを見みて、瀧たき島しま君くんがちょっと首くびをかしげた。

「まだ、信しん用ようしてくれてないのかな」

「そ、そういうわけじゃ……」

「いいよ。それじゃ、僕ぼくから話はなそう」

　瀧たき島しま君くんは、傘かさを持もっていないほうの手てで、長ながい前まえ髪がみをとかした。

「僕ぼくは、小ちいさいときにちょっとした事じ故こにあったんだ。そのときからだよ。人ひとの顔かおを見みると、その人ひとにこれから起おこるできごとが見みえるようになった。それも、悪わるいことだけが」

（やっぱり……！）

　胸むねの鼓こ動どうが、どんどん激はげしくなっていく。

　瀧たき島しま君くんも、「見みえる」んだ。私わたしと同おなじように、人ひとの未み来らいが……！

「それは、ノイズから始はじまる。その後あとで、未み来らいの映えい像ぞうが頭あたまの中なかに流ながれ込こんでくるんだ。まるでそのできごとが目めの前まえで起おこっているような、すごくリアルな映えい像ぞうが」

（……私わたしと、同おなじだ……）

　ふるえるこぶしを、ぎゅっとにぎりしめる。

　瀧たき島しま君くんは、静しずかな調ちょう子しで続つづけた。

「そして、映えい像ぞうを見みた翌よく日じつ、それが現げん実じつになるんだ」

　なるほど、翌よく日じつ現げん実じつに……。

　って、え？

「翌よく日じつ？」

「そう。今いままでの経けい験けんでは、見みた内ない容ようは、必かならず次つぎの日ひに現げん実じつになった」

（次つぎの日ひに……）

　そっか。もち米ごめ子こちゃんのサキヨミ、それを瀧たき島しま君くんは、「昨日きのう」見みてたんだ。

　だから、次つぎの日ひ──つまり今日きょう、雨あめが降ふることを知しってた……ってことだね。

「如月きさらぎさんは、違ちがうのかな？」

「うん、私わたしはいろいろで、すぐ現げん実じつになることもあれば、三みっ日か後ごとかのことも……」

　そこまで言いって、ハッとした。

　これじゃあ、私わたしも瀧たき島しま君くんと同おなじく未み来らいが見みえるって言いってるのと同おなじじゃない……！

「やっと心こころを開ひらいてくれたね」

　瀧たき島しま君くんはそう言いってほほえんだ。私わたしはあわてて口くちを閉とじる。といっても、今いまさらおそいけど。

「うれしいよ。ずっと、同おなじ力ちからを持もつ人ひとを探さがしてたから」

（探さがしてた……か）

　私わたしは……同おなじ力ちからを持もつ人ひとがどこかにいるなんてこと、考かんがえもしなかった。

　しかもまさか、こんなに近ちかくにいるなんて。

「……瀧たき島しま君くんは、どうして私わたしが同おなじ力ちからを持もってるってことがわかったの？」

「それは、知しっ…………いや、カン、かな」

「か、カン!?」

「ほら、昨日きのう言いってただろう。未み来らいが見みえるなら、見みたくないものだって見みてしまうはずだって。そのときに、もしかしたらって思おもったんだよ。まるで見みたくないものが見みえてしまって、困こまってるって言いいたげだったから」

　……そっか。昨日きのうの時じ点てんで、瀧たき島しま君くんは感かんづいてたんだ。

「──昨日きのう、非ひ常じょうベルを鳴ならしたのは、僕ぼくだよ」

（……！）

　とつぜんの言こと葉ばに、私わたしはハッと息いきをのんだ。

「前まえの日ひにレイラ先せん輩ぱいの未み来らいを見みて、どうにかしてそれが実じつ現げんしないよう計けい画かくを練ねったんだ。朝ちょう礼れいに向むかう生せい徒とが出ではらった後あとで、体たい育いく館かんから一いち番ばん遠とおい三階かいの端はしでベルを鳴ならした。その後あと、朝ちょう礼れいが終おわる頃ころに教きょう室しつに入はいって、遅ち刻こくしたフリをしたんだ。あれは、ちょっとした賭かけだったよ。成せい功こうする保ほ証しょうはどこにもないんだ。手てがふるえたよ」

　そう、だったんだ……。

　レイラ先せん輩ぱいは……瀧たき島しま君くんのおかげで、助たすかったんだ。

　瀧たき島しま君くんは、決きまっていたはずの運うん命めいを、自じ分ぶんの手てで変かえたんだ。勇ゆう気きをもって、行こう動どうして。

（……すごい……）

「如月きさらぎさんはさ、いつもうつむいてるよね」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんは私わたしを見みた。目めが合あってすぐに、私わたしはいつものクセで顔かおをそむける。

「ほら。そうやって、人ひとの顔かおを見みないようにしてる。だからレイラ先せん輩ぱいの未み来らいも、見みたのは直ちょく前ぜんだったんじゃないの？」

　──答こたえることが、できなかった。

　まさしく、その通とおり……だったから。

「直ちょく前ぜんだったなら、何なにもできなかったのはしょうがない。自じ分ぶんを責せめることはないよ」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばは、さっきからずっと静しずかで落おちついたまま、変かわらない。私わたしは、緊きん張ちょうとおどろきと怖こわさと……いろんな気き持もちがまざりあって、ビクビクしっぱなしなのに。

「瀧たき島しま君くんは……レイラ先せん輩ぱいを助たすけたみたいに、今いままでもずっと人ひと助だすけをしてきたの？」

「見みたこと全ぜん部ぶに対たいして動うごいているわけじゃないけどね。自じ分ぶんにできる限かぎりのことは、するようにしているよ」

　それを聞きいたとたん、胸むねがずんと重おもくなった。

　やっぱり瀧たき島しま君くんは、私わたしとは違ちがう。逃にげたりしないで、みんなの運うん命めいとちゃんと向むき合あってる。

「如月きさらぎさんは……そうじゃない、のかな」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばに、体からだがふるえた。

　一いち番ばん、聞きかれたくなかったことだ。でも、ここまで話はなしてしまったら……もう、ごまかせない。

「……うん。私わたしは……『サキヨミ』を見みても、何なにもしないって、決きめてるの」

「『サキヨミ』？」

　瀧たき島しま君くんが首くびをかしげる。

「あ、私わたしは、そう呼よんでいるの。人ひとの顔かおを見みると見みえる、その人ひとの未み来らいの映えい像ぞうのこと」

「なるほど、『サキヨミ』か。いいね、それ。そう呼よぶことにしよう」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、ひとつ大おおきくうなずいた。

　その横よこ顔がおを、私わたしはどこかまぶしい思おもいでながめる。

「如月きさらぎさん」

　とつぜん、瀧たき島しま君くんが私わたしに顔かおを向むけた。その真しん剣けんな表ひょう情じょうに、思おもわずどきりとする。

「今いますぐに、とは言いわない。でも、如月きさらぎさんにも協きょう力りょくしてほしいんだ」

「えっ……きょ、協きょう力りょく？」

「そう。サキヨミを使つかって情じょう報ほうを共きょう有ゆうして、僕ぼくと二人ふたりで、運うん命めいを変かえるんだ。二人ふたりで力ちからを合あわせれば、もっとたくさんの人ひとの運うん命めいを変かえられる。そうだろう？」

「でっ、でも……！」

　そんなこと、急きゅうに言いわれても……困こまるよ。

　たしかに、レイラ先せん輩ぱいを助たすけた瀧たき島しま君くんは、すごいと思おもう。

　だけど、毎まい回かいうまくいくわけじゃない。失しっ敗ぱいすることだって、あるはず。

　瀧たき島しま君くんは、怖こわくないのかな。もし失しっ敗ぱいしたらって、考かんがえたりしないのかな……。

「あんまり、乗のり気きじゃなさそうだね」

「……瀧たき島しま君くんは、どうしてそんなふうに考かんがえられるの？」

「そんなふうって？」

「その……積せっ極きょく的てきに人ひとの運うん命めいを変かえて、助たすけようっていうふうに。私わたしは、ムリ。……怖こわいもん」

　そう。私わたしは、瀧たき島しま君くんとは違ちがう。だれかの運うん命めいを背せ負おうことなんて、とてもできない。

「まあ、そうだよな。その気き持もちは、わかるよ」

　でも、と瀧たき島しま君くんは続つづける。

「僕ぼくは、サキヨミで見みた不ふ幸こうな未み来らいを、現げん実じつにしたくない。レイラ先せん輩ぱいがいなくなった学がっ校こうなんて、考かんがえたくもないからね」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、少すこしだけ遠とおい目めになった。

　不ふ幸こうな未み来らいを、現げん実じつにしたくない──……。

　もちろん私わたしだって、そう思おもってる。でも、気き持もちは同おなじなのに、どうして瀧たき島しま君くんと私わたしは、こんなにも違ちがうんだろう。

「これからも、たくさんの人ひとを助たすけたいんだ。できれば、如月きさらぎさんといっしょに」

　ずきん、と胸むねが鳴なった。

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばは、一ひと言こと一ひと言ことが力ちから強づよかった。その端はし々ばしから、「運うん命めいを変かえたい」というゆるぎない信しん念ねんが感かんじられる。

（でも……）

　やっぱり、私わたしは……瀧たき島しま君くんのようには、なれない。

「もちろん、答こたえを出だすのはすぐじゃなくていい。でも、考かんがえておいてほしい」

「た、瀧たき島しま君くん、私わたし……」

　ムリだよ、と言いいかけたところで、瀧たき島しま君くんはそれをさえぎるように立たちどまった。

「今日きょうは、よかった。ずっと、如月きさらぎさんと話はなしたいと思おもってたんだ」

「……えっ!?」

　ドキッとして、思おもわず瀧たき島しま君くんを見み上あげる。すると瀧たき島しま君くんは私わたしを見みてにっこり笑わらった。

「今いま、すごくほっとしてる。この、ちょっとやっかいな力ちからを持もってる人ひとが僕ぼくの他ほかにもいて、こうして出で会あうことができて……もう、ひとりじゃないんだって、思おもえたから」
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　そのくもりのない笑え顔がおが、私わたしの心こころをじんわりとあたためていくようだった。

（……なんで……）

　なんで瀧たき島しま君くんは、私わたしのことを責せめないんだろう。

　サキヨミを見みても何なにもしてこなかった、ひきょうで臆おく病びょうな私わたしのことを……。

　いつの間まにか、雨あめはやんでいた。瀧たき島しま君くんは傘かさを閉とじると、右みぎに入はいる路ろ地じに顔かおを向むけた。

「僕ぼくの家いえはこっちだけど、如月きさらぎさんは？」

「あ、私わたしは、あのマンションだから……」

　そう言いって、坂さかの下したに見みえるマンションを指ゆびさす。

「気き分ぶんはどう？　家いえまで送おくろうか？」

「ううん、もう大だい丈じょう夫ぶ。……傘かさ、入いれてくれてありがとう」

　瀧たき島しま君くんとここまでいっしょに傘かさの中なかに入はいってきたことが、なんだか急きゅうに恥はずかしくなった。

　今いままで二人ふたりで話はなしてたことも、その内ない容ようも、現げん実じつじゃなくて夢ゆめだったんじゃないか……そんなふうに思おもえてきて。

　けど、瀧たき島しま君くんは私わたしの顔かおをまっすぐにのぞきこんで、はっきりとした声こえで言いった。

「如月きさらぎさん。これは、運うん命めいなんだよ」

「えっ？」

　どきん、と心しん臓ぞうがはねた。

「運うん命めい」、という力ちから強づよい言こと葉ばが、深ふかく胸むねに突つき刺ささるみたいだった。

「僕ぼくたちの出で会あいは──運うん命めいなんだよ」

　私わたしを見みつめる、瀧たき島しま君くんの真しん剣けんなまなざし。

　その茶ちゃ色いろい瞳ひとみに吸すいこまれるようで、目めをそらすことができない。

「──だから、この気き持もちに応こたえてほしい」

「え!?　き、気き持もちって……」

「いい返へん事じを、待まってるよ」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、ぼう然ぜんと立たちつくす私わたしを残のこし、路ろ地じの先さきへと去さっていった。
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　坂さかを下くだりながら、私わたしはドキドキする胸むねを押おさえていた。

『この気き持もちに応こたえてほしい』──そう言いった瀧たき島しま君くんの真しん剣けんな表ひょう情じょうを思おもいだして、かぁぁっと顔かおが熱あつくなる。

　いや、べつにあれは、お付つき合あいするとか、そういう意い味みじゃないってことはわかってる。わかってるんだよ!?

「協きょう力りょくしていっしょに運うん命めいを変かえよう」っていう、マジメな提てい案あんなの。

　だから、こんなに取とりみだしたところで、なんの意い味みもないんだってば！

　それなのに……ドキドキは、ちっともおさまらない。

（この出で会あいが運うん命めいとか、カン違ちがいしそうなこと言いうから……っ！）

　私わたしは邪じゃ念ねんをふりはらうように、ブンブンと首くびをふった。

　ひとつ深しん呼こ吸きゅうをしてから、瀧たき島しま君くんに言いわれたことを思おもいだす。

　──サキヨミを使つかって、運うん命めいを変かえる。

　そんなこと……さんざんサキヨミを無む視ししてきたこの私わたしに、今いまさらできるのかな……。

　考かんがえだしたとたん、頭あたまの中なかに、ユキちゃんの記き憶おくがよみがえってきた。同どう時じに、胸むねが痛いたくなる。

（やっぱり……できないよ）

　私わたしは、瀧たき島しま君くんとは違ちがうんだ。サキヨミが怖こわくて人ひとの顔かおを堂どう々どうと見みることすらできない、弱よわい弱よわい人にん間げんなんだから。

　夕ゆ実みちゃん──沢さわ辺べさんともせっかく仲なかよくなれそうだったけれど、もう美び術じゅつ部ぶに行いくのはやめよう。

　流ながれで入にゅう部ぶしてしまったけれど、幽ゆう霊れい部ぶ員いんもいるって聞きいたし、所しょ属ぞくだけして顔かおを出ださなければいいんだ。そうすれば、これまでと何なにも変かわらない生せい活かつが待まっている。

　マンションに着つき、私わたしは重おもい足あしを引ひきずりながらエントランスに入はいった。

　入はいってすぐのところにある、オートロックの操そう作さ盤ばん。その前まえに、ひとりの女おんなの子こが立たっている。

（あれっ、この子こって……）

　腰こしまである長ながい髪かみに、人にん形ぎょうのような顔かお立だち。

　昨日きのう家いえに来きた、シュウのクラスメイト──夏なつ葉はちゃんだ。想そう像ぞうよりすらっとしてて、背せが高たかい。

「こんにちは。夏なつ葉はちゃん、だよね」

　声こえをかけると、夏なつ葉はちゃんはびっくりしたようにふりかえった。私わたしを見みて、不ふ思し議ぎそうな顔かおをしている。

　そっか。昨日きのうはインターホンごしに話はなしただけだから、夏なつ葉はちゃんには私わたしの顔かおは見みえてなかったんだ。

「いきなりごめんね。ええと、私わたし、如月きさらぎシュウの姉あねなんだけど……」

「あっ！　シュウ君くんのお姉ねえさんですか！」

　夏なつ葉はちゃんがぱっと笑え顔がおになる。

「またシュウに会あいに来きたの？」

　サキヨミが見みえないことに安あん心しんしつつ、私わたしは夏なつ葉はちゃんのきれいな顔かおを見みつめた。

「はい。でも、インターホン鳴ならしてもだれも出でなくって……まだ、帰かえってないんでしょうか」

「どうだろう……シュウは、夏なつ葉はちゃんが会あいにくること、知しってるの？」

「はい。約やく束そくしたんです、二人ふたりで会あおうって。でも、忘わすれちゃってるのかも……」

　そう言いう夏なつ葉はちゃんの表ひょう情じょうは、すごくさびしそうだった。

「じゃあ、いっしょに入はいる？　もしかしたらゲームしてて、インターホンの音おとが聞きこえてないのかも」

「いいんですか？　お願ねがいします！」

　二ふつ日か連れん続ぞくで会あえなかったら、いくらなんでもかわいそうだ。約やく束そくをしているのなら、よけいに無む視しできない。

　私わたしは夏なつ葉はちゃんを連つれ、部へ屋やへと向むかった。

「あの、よかったらこれ、受うけとってください！」

　エレベーターの中なかで夏なつ葉はちゃんに差さしだされたのは、一枚まいの写しゃ真しんだった。

　そこに写うつっているのは、おしゃれな服ふく装そうに身みを包つつんでポーズを取とる夏なつ葉はちゃん。

　隅すみには、「なつは」とサインらしきものが書かかれている。

　か、かわいい……！

「ええと、これは……？」

「あ、私わたし、『ノエラ』でモデルやってるんです」

「え！　モデル!?」

　手て元もとの写しゃ真しんをもう一いち度どよく見みると、写しゃ真しんの端はしに『ノエラ』とロゴが入はいっていた。

　これはさすがに、私わたしでも知しってる。女じょ子し小しょう学がく生せい向むけの、ファッション雑ざっ誌しの名な前まえだ。

　なるほど、雑ざっ誌しのモデルかあ……！　どうりで、美び少しょう女じょなわけだ。

「あ、ありがとう！　私わたし、サインもらうの初はじめて。まさか、こんなところで有ゆう名めい人じんに会あえるなんて……」

「有ゆう名めい人じん？　べつに、そんな大たいしたものじゃないですよ」

　興こう奮ふんしてソワソワする私わたしを見みて、夏なつ葉はちゃんはくすりと笑わらった。

「でも、モデルのお仕し事ごと、私わたしに合あってるみたいで。すごく楽たのしくやらせてもらってるんです。できれば、長ながく続つづけたいなって思おもってて」

「うん、がんばって！　応おう援えんするよ。雑ざっ誌しも買かうね」

「ほんとですか？　ありがとうございます！」

　うれしそうな笑え顔がおになった夏なつ葉はちゃんとともに、玄げん関かんのドアを開あける。鍵かぎはかかっていなかった。

「ただいま。シュウ、いるんでしょ？」

　玄げん関かんからさけぶ。でも、返へん事じはない。

　私わたしは夏なつ葉はちゃんに上あがるようにうながし、二人ふたりでリビングへと突とつ入にゅうした。

　そこには、ソファに寝ねころがってゲームをしているシュウがいた。

　シュウは、ボイスチャットのためのヘッドセットをつけている。やっぱり、これのせいでインターホンの音おとが聞きこえなかったみたい。

「シュウ！」

　顔かおを上あげようともしないシュウに向むかって、私わたしはずんずんと近ちかづいていった。

「うるっせえな、何なんだよ」

　めんどくさそうに言いいながら、シュウはヘッドセットをはずした。それから私わたしのとなりに立たつ夏なつ葉はちゃんに気きづいて、ぎょっと目めを丸まるくする。

「な、夏なつ葉は!?　なんで、ここに……！」

「シュウ君くん。私わたし、言いったよね。二人ふたりで話はなしたいことがあるって」

　そう言いってずいと前まえに出でた夏なつ葉はちゃんの声こえは、ちょっぴり低ひくい。

「いや、いきなり家いえに来くるとか思おもわなかったし！　来らい週しゅうでいいだろ？」

「今日きょうじゃなきゃだめだって言いったじゃない！」

「ていうか、家いえに来くるとこだれにも見みられてないよな？」

「何なに、それ。やっぱり私わたしのこと、メーワクなの？」

「そうは言いってねえだろ！」

[image: ]

（こ、これは……）

　ごくりとつばを飲のむ。これは、前まえに漫まん画がで見みたことがある。修しゅ羅ら場ばってやつだ。

（この二人ふたり……実じつはもう、付つき合あってるんじゃ……？）

　きっと、そう。ていうか、そうに違ちがいない！

　わざわざ家いえまで来くるなんて、そうとう深ふかい仲なかじゃなきゃ、ありえないでしょ。

　私わたしは二人ふたりから距きょ離りを取とるように、ゆっくりとあとずさった。

「じゃ、じゃあ、あとはお二人ふたりでごゆっくり……」

「ちょっと待まて、美み羽う！　おまえ、連つれてきたんだからセキニン取とれよ！」

「お姉ねえさんは悪わるくないし、そもそも関かん係けいないでしょ！」

　どなり合あう二人ふたりを背せに、リビングから逃にげるように立たちさる。自じ分ぶんの部へ屋やにすべりこんでカバンを置おくと、ふうっと息いきをついた。

　付つき合あうっていうのも、なかなか大たい変へんそうだなぁ。……まあ、私わたしには関かん係けいないけど。

（それにしても、モデルかあ。すごいなあ……）

　手ての中なかにある夏なつ葉はちゃんの写しゃ真しんを、改あらためてながめる。

　健けん康こう的てきな、はじけるような笑え顔がお。すごく大人おとなっぽくて、とても年とし下したなんて思おもえない。

　私わたしはカバンを開あけてスマホを取とりだした。ブラウザの検けん索さく窓まどに、「なつは　モデル」と入にゅう力りょくする。

　ずらりと出でてくる検けん索さく結けっ果かの中なかに、「『ノエラ』専せん属ぞくモデル　夏なつ葉は」の文も字じ。

（画が像ぞうもたくさん出でてくる……人にん気きがあるんだなあ）

　検けん索さく結けっ果かのリンクをたどっていると、「『ノエラ』モデル夏なつ葉はについて語かたろう」という掲けい示じ板ばんサイトのスレッドへとつながった。

　なんとなくそれを開ひらいた私わたしは、すぐに見みたことを後こう悔かいした。そこに書かかれていたのは、本ほん当とうかどうかわからないウワサや、夏なつ葉はちゃんを攻こう撃げきするような悪わる口くちのオンパレードだったんだ。

　どれも、今いまリビングにいる夏なつ葉はちゃんのことだとは思おもえなかった。

（夏なつ葉はちゃんは、こういうの見みたりしてないのかな……）

　もし私わたしが夏なつ葉はちゃんだったとして、こんなひどい書かき込こみを見みてしまったら……きっと、立たち直なおれないくらいのショックを受うけちゃうんじゃないかな。

　重おもい気き持もちでスマホを置おこうとした、そのとき。

　画が面めんの端はしに見みえた文も字じに、手てが止とまった。

（雪ゆきうさ……？）

　そこにあったのは、「雪ゆきうさってどう思おもう？」というタイトルのスレッドだった。

　雪ゆきうさ。昨日きのう美び術じゅつ部ぶで聞きいた、占うらない系けい動どう画が配はい信しん者しゃ。

（未み来らい予よ知ちもできるって、叶かな井い先せん輩ぱいが言いってたっけ……）

　ふと興きょう味みがわいて、そのスレッドをタップする。

　すると、まず目めに入はいってきたのは……「この人ひとは本ほん物もの」、という言こと葉ばだった。




「この人ひとは本ほん物もの。『明日あしたの占うらない』のアドバイス通どおりにしたら、大だい事じな面めん接せつに遅ち刻こくせずにすんだ」




　その書かき込こみに対たいしては、「偶ぐう然ぜんだろ」「すぐだまされそうですね」という意い見けんもあったけど、それ以い上じょうに「私わたしも助たすけられた」「すごく当あたる」という言こと葉ばもたくさんあった。

「本ほん物もの」という言こと葉ばに、サキヨミのことが頭あたまに浮うかんだ。けれどもすぐに、ブンブンと首くびをふる。

（さすがに、サキヨミとは関かん係けいないよね。でも……占うらないって、どんな内ない容ようなんだろう？）

　動どう画がサイトにアクセスし、「雪ゆきうさ」で検けん索さくする。一いち番ばん上うえに出でてきたのは──「雪ゆきうさの未み来らいチャンネル」。

　チャンネルを開ひらくと、投とう稿こうされている動どう画がの一いち覧らんが出でてきた。そのタイトルは、「明日あしたの占うらない」、「今日きょうの一ひと言こと」、「雪ゆきうさお悩なやみ相そう談だん」などなど。「明日あしたの占うらない」は、毎まい日にち夜よるの九時じごろに投とう稿こうされているみたいだった。

　プロフィール画が像ぞうには、ピンク色いろをしたロングヘアのカツラに、うさ耳みみカチューシャをした女おんなの子この姿すがたが写うつっていた。顔かおはちょうちょ形がたの仮か面めんに隠かくれてほとんど見みえないけれど、ピンク色いろのド派は手でなワンピースからのぞく手て足あしは、白しろくてほっそりとしている。

　コメント欄らんは、「今日きょうもかわいすぎ」「雪ゆきうさちゃん愛あいしてる」などなど、たくさんのファンの言こと葉ばであふれてる。

（ほんとに、人にん気き者ものなんだなぁ……）

　私わたしは、「明日あしたの占うらない」の最さい新しん動どう画がをタップした。

　背はい景けいは、色いろとりどりのリボンや旗はたが飾かざられた白しろい壁かべ。

　その中なかでもひときわ目め立だつように貼はられていたのは、画が用よう紙しに描かかれた白しろウサギのイラストだ。輪りん郭かくだけで、顔かおは描かかれていない。

（雪ゆきうさのシンボルマークか何なにかかな……？）

　なんだか、そのイラストが妙みょうに気きになった。これ、どこかで見みたことがあるような……？

　じっくり見みようとスマホを顔かおに近ちかづけたとき、壁かべの前まえに座すわっている雪ゆきうさが、頭あたまの上うえまでぴょこんと両りょう手てを上あげた。

「今日きょうも未み来らいへひとっとび！　雪ゆきうさでーす！　ぴょんぴょーん！」

「ぴょんぴょーん」に合あわせて、両りょう手ての四本ほんの指ゆびを折おっている。なるほど、ウサギの耳みみに見み立たててるんだ。これが、雪ゆきうさの決きめポーズみたい。

「さて、では今日きょうも雪ゆきうさの『明日あしたの占うらない』、始はじめるよ～！

　まず、最さい近きん幼おさななじみを彼かれ氏しにしたばっかりのあなた！　とっさにウソをついてしまいそう。正しょう直じきな言こと葉ばを心こころがけてね！

　次つぎは、明日あした仕し事ごとで大だい事じなプレゼンがあるあなた。持もち物ものは、今こん夜やのうちにチェックしておきましょう！

　大だい事じなものを持もち運はこぶ予よ定ていのあるあなたは、お天てん気きに注ちゅう意い。折おりたたみ傘がさは、いつも持もち歩あるいてね！」

　……なんだかちょっと、変かわった占うらない。星せい座ざとか血けつ液えき型がたで占うらなうんじゃないんだ。

「それじゃあ、また明日あした！　ぴょんぴょーん！」ともう一いち度どあの決きめポーズをしたところで、動どう画がは終おわった。
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　なるほど、これが「雪ゆきうさ」かあ。見みた目めも声こえもかわいいし、人にん気きが出でるのはうなずける。

　でも、やっぱりこれは「占うらない」で、サキヨミとは関かん係けいなさそう。

　未み来らい予よ知ちしたのはすごいと思おもうけど、それはきっと、マグレだったんじゃないかな。

　瀧たき島しま君くんが私わたしと同おなじ力ちからを持もってるってだけで、キセキみたいなものなんだから。サキヨミが見みられる人ひとが、そうそう何なん人にんもいるわけないよね。

　そのとき、パタパタと廊ろう下かを歩あるく足あし音おとがした。

　そおっとドアを開あけると、玄げん関かんのドアが閉しまるのが見みえた。

（夏なつ葉はちゃんかな？）

　気きづくと、すぐそこにシュウが立たっていた。何なにやら、むずかしい顔かおをしている。

「シュウ。夏なつ葉はちゃん、帰かえったの？」

「……美み羽うには、関かん係けいないだろ」

　そう言いって、ぷいと顔かおをそむけるシュウ。

（相あい変かわらず、かわいくないんだから……）

　そう思おもった瞬しゅん間かん。

　じじじ、とイヤな音おとがした。

　はっと息いきをのむ。シュウがくるりと背せ中なかを向むけるのと同どう時じに、幕まくが下おりるように視し界かいが暗くらくなっていく。

　あっと声こえを発はっする間まもなく、それは始はじまってしまった。





──コンクリートの地じ面めんの上うえに倒たおれているシュウ。その頭あたまから流ながれ出でる、大たい量りょうの血ち。力ちからなく投なげ出だされた手ての先さきには、白しろい猫ねこ耳みみ形がたのケースに入はいったスマホが落おちている。

「……きゃあああああっ！　シュウ君くん！」──






　空くう気きを切きりさくような悲ひ鳴めいとともに、サキヨミは終おわった。

　目めの前まえには、だれもいない廊ろう下か。

　──シュウが。

　シュウが……死しんじゃう……!?
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　──落おちつけ。落おちつかなきゃ。

　私わたしはたった今いま見みたサキヨミの映えい像ぞうを何なん度ども頭あたまに思おもい浮うかべながら、部へ屋やの中なかをグルグル歩あるきまわった。
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　あれは、まちがいなくシュウだった。青あおいカットソーに、黒くろいハーフパンツ。あの服ふくを着きているのを、前まえに見みたことがある。

　あざやかな血ちの赤あかが、頭あたまから離はなれない。あの量りょうは、ただごとじゃなかった。

　そして、あの大おおきな悲ひ鳴めい。あれは、夏なつ葉はちゃんの声こえだ。

　場ば所しょは、いったいどこなんだろう。夏なつ葉はちゃんといっしょにいたということは、学がっ校こう？

　でも、コンクリートの地じ面めんなんて、そこらじゅうにある。

　それに、いつ起おこるできごとなんだろう。見みえた情じょう報ほうが少すくなすぎて、ぜんぜん見けん当とうがつかない。

　──あああ、どうしよう。このままじゃ、あの通とおりになっちゃう……！

　待まって。私わたしはサキヨミを見みても何なにもしないって、決きめたはず。

　どんなに恐おそろしい内ない容ようでも、レイラ先せん輩ぱいのサキヨミを見みたときのように、自じ分ぶんでは何なにもしないって。

　でも、でも！　さすがに今こん回かいは、わけが違ちがう。

　だって、怪け我がをするのはシュウ。自じ分ぶんの弟おとうとだ。

　助たすけなきゃ。絶ぜっ対たいに、助たすけなきゃ！

　だけど家か族ぞくは助たすけて他た人にんは助たすけないって、それこそ勝かっ手てすぎる。

　あああああ、でもでも、そんなこと言いってる場ば合あいじゃない！　このまま何なにもしなかったら、絶ぜっ対たいに、絶ぜっ対たいに後こう悔かいする。

　それこそ、ユキちゃんのときよりも、もっともっと後こう悔かいすることになる。

（どうしよう。どうしたらいい……!?　えっと、ええっと……！）

　まず、シュウは頭あたまから血ちを流ながしていた。転ころんだ？　それとも、何なにかが頭あたまにぶつかったのかな。

　そして、あのスマホは？　いったいだれのもの？　家か族ぞくのじゃない。そもそもシュウは、スマホを持もってない。

　ということは……夏なつ葉はちゃん？

　──ありえる。

　私わたしは部へ屋やを飛とびだし、シュウの部へ屋やをノックした。

「シュウ！　ちょっと教おしえてほしいことがあるんだけど！」

　しばらくして面めん倒どうくさそうに顔かおを出だしたシュウは、「何なんだよ」と私わたしをにらみつけた。

　またサキヨミが見みえるかもしれない、と顔かおをじっと見みつめる。でも、何なにも見みえない。

「ええと……夏なつ葉はちゃんって、スマホ持もってるのかな？」

「持もってるけど……だから？」

　シュウの顔かおが、フキゲンそうにゆがむ。夏なつ葉はちゃんのことを、話わ題だいに出だされたくないみたいだ。

「そ、そのスマホって、かわいいケースに入はいってたりする？　たとえば猫ねこ耳みみ形がたのとか……」

「ケース？　そんなん、いちいち覚おぼえてねえよ」

「お、お願ねがい、教おしえて！　大だい事じなことなの！」

　私わたしの必ひっ死しの言こと葉ばに、シュウは少すこし考かんがえる様よう子すを見みせた。

「──たしか、手て帳ちょうみたいなやつだった気きがするけど」

「何なに色いろ？」

「青あお。……てかそれ、今いましないといけない話はなし？」

「あ、ごめんごめん！　えっと、夏なつ葉はちゃんってモデルなんだね！　今日きょう知しってファンになっちゃって、それで持もち物ものが気きになって……ていうかほんとかわいいよね、夏なつ葉はちゃんって！」

　あわててまくしたてると、シュウはため息いきをついてドアを閉しめようとした。

「わ、待まって待まって！　最さい後ごに、もうひとつだけ教おしえて！」

「……何なんだよ」

「あのさ、ええと……近ちか々ぢか、夏なつ葉はちゃんと二人ふたりで出でかけるとか、予よ定ていないの？」

「はあ？」

　シュウが、うんざりとしたような目めつきで私わたしをながめる。

「……てか、さっきから何なんなん？　もしかして、夏なつ葉はと友とも達だちになりたいとか？」

「いや、ええと、その、うん！　そうなの！」

　思おもいがけない話はなしの展てん開かいに、天てんの助たすけとばかりに私わたしは何なん度どもうなずく。

「ほんっと夏なつ葉はちゃんってかわいいよね！　さっきもネットで調しらべちゃったけど、あ、私わたしサイン入いりの写しゃ真しんもらっちゃってさ！　これすっごいレアじゃない？」

「……明日あした、川かわ北きた公こう園えんでミニバスの試し合あいがあるんだけど」

「もう一いっ生しょうの宝たから物ものに………って、え？　試し合あい？」

「夏なつ葉はが応おう援えんに来くる。おまえも来くれば、会あえるんじゃねえの」

　それだけ言いうと、シュウはばたりと勢いきおいよくドアを閉しめた。

　川かわ北きた公こう園えん。ミニバスの試し合あい。応おう援えん。

　しばらく廊ろう下かに立たちつくした後あとで、私わたしはキッチンに走はしった。冷れい蔵ぞう庫こに、シュウが所しょ属ぞくしているミニバスチームの予よ定てい表ひょうが貼はってあるんだ。

（川かわ北きた公こう園えん体たい育いく館かん、十八日にち（土ど）、十三時じから十四時じ……！）

　明日あしたの土ど曜よう、川かわ北きた公こう園えん。偶ぐう然ぜんにも、美び術じゅつ部ぶの親しん睦ぼく会かいと、日ひづけも場ば所しょも同おなじだ。

　夏なつ葉はちゃんも応おう援えんに来くるっていうことは、試し合あいの後あとにデートでもするのかな。もしかしてサキヨミの場ば所しょは、川かわ北きた公こう園えん？

　部へ屋やにもどり、スマホで川かわ北きた公こう園えんのサイトを見みる。一五〇ヘクタールの敷しき地ちの中なかに、体たい育いく館かんやプール、ミュージックホールまである、大おおきな公こう園えん。地ち図ずの中なかには、レイラ先せん輩ぱいや夕ゆ実みちゃんが言いっていた「見み晴はらし台だい」もある。

（コンクリートの地じ面めんなんて、たくさんありすぎて、どこかぜんぜんわからない……）

　駐ちゅう車しゃ場じょうやサイクリングロードだけじゃなく、公こう園えん内ないのいろんなエリアをつなぐ広ひろい道みちも、みんなコンクリートで舗ほ装そうされている。もし、あの場ば所しょが川かわ北きた公こう園えんだったとしても、正せい確かくな場ば所しょなんて、とてもわかりそうにない。

　せめて、明日あしたの試し合あい前ぜん後ごの予よ定ていを聞きければ……と思おもってもう一いち度どシュウの部へ屋やをノックしたけれど、もう出でてきてはくれなかった。

　あせる気き持もちばかりがどんどんふくらんで、考かんがえがまとまらないうちに夜よるになった。

　夕ゆう食しょくのときにもシュウに話はなしかけてみたけれど、夏なつ葉はちゃんの名な前まえを出だしたとたんににらまれて、ろくに口くちを利きいてもらえなかった。

　──だめだ。このままじゃ、あのサキヨミ通どおりになっちゃう……！

　私わたしはそれを……シュウのたどる恐おそろしい運うん命めいを、ただだまって見みているしかない、のかな……。

（運うん命めい……）

　その言こと葉ばが、ずしりと重おもく胸むねの中なかに沈しずんだ。

　シュウの運うん命めいを、変かえたい。でも、どうしたらいいのか、わからない。

　今いままでサキヨミを無む視ししてきたから、バチが当あたったんだろうか。それとも、シュウの代かわりに怪け我がをしたユキちゃんのうらみ、とか……？

（そんなこと、あるわけない……！）

　でも、体からだのふるえは止とまらなかった。

　どうしよう。すごく……ものすごく、怖こわい。

　目めの前まえに、ユキちゃんが落おちていく映えい像ぞうがよみがえってくる。

　いやだ。もうあんなもの、見みたくない。

　シュウを守まもりたい。もう絶ぜっ対たいにだれも、傷きずつけたくない──！

　そのとき。私わたしの頭あたまの中なかに、瀧たき島しま君くんの言こと葉ばがひびいた。

　──運うん命めいを、変かえる。二人ふたりで力ちからを合あわせて。

　スマホのチャットアプリを起き動どうし、連れん絡らく先さきを開ひらく。今いままでだれとも通つう話わしたことのない真ま新あたらしいスマホを、私わたしはぎゅっとにぎりしめた。
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「……なるほど」

　サキヨミのことを話はなし終おえると、少すこしの沈ちん黙もくのあとに、瀧たき島しま君くんは一ひと言ことそう言いった。

　電でん話わごしでも、その声こえが少すこしふるえているのがわかった。

「他ほかに見みえたものは？」

「他ほかには、何なにも。こんなときに限かぎって、サキヨミもすぐ終おわっちゃって……でもね」

　スマホを持もつ手てに力ちからが入はいる。

「シュウ、明日あした川かわ北きた公こう園えんでミニバスの試し合あいがあるの。そこに夏なつ葉はちゃんも来くるって」

「家いえを出でるのは何なん時じ頃ごろ？」

「わからないけど、たぶん午ご前ぜん中ちゅうだと思おもう。十時じくらいかな。この間あいだの試し合あいのときもそうだったから」

「そうか。本ほん当とうは、今いますぐにでもシュウ君くんを見みてサキヨミが見みえるかどうか確かく認にんしたいところだけど……さすがにムリそうだね」

　もし瀧たき島しま君くんがシュウの顔かおを見みて、私わたしと同おなじ内ない容ようのサキヨミが見みえれば、それは明日あした起おこるってことになる。

　でももう、夜よるの九時じ。もっと早はやく瀧たき島しま君くんに連れん絡らくしていれば、確かく認にんできたかもしれないのに……。

「ごめん。私わたし、なんとかしなきゃってあわてちゃって……瀧たき島しま君くんみたいに、冷れい静せいでいられたらよかったんだけど」

「サキヨミを見みたのが弟おとうとで、しかも内ない容ようが内ない容ようだ。僕ぼくだって如月きさらぎさんの立たち場ばだったら、きっと冷れい静せいでなんていられないよ」

　でも、と瀧たき島しま君くんは付つけくわえた。

「連れん絡らくしてきてくれてよかった。なんとしても、二人ふたりで協きょう力りょくしてシュウ君くんを助たすけよう」

　その言こと葉ばに、思おもわず涙なみだが出でそうになる。瀧たき島しま君くんがいると思おもうだけで、すごくすごく心こころ強づよい。

「でも……どうすればいいのかな。シュウが危き険けんな目めにあわないように、ずっとそばにいるとか？」

「そうだね。とりあえず、明日あしたの親しん睦ぼく会かいは断ことわろう。僕ぼくは急きゅう用よう、如月きさらぎさんは体たい調ちょう不ふ良りょうってことで」

「あっ……そうだったね」

　そう、明日あしたは美び術じゅつ部ぶの親しん睦ぼく会かいがあるんだ。しかも場ば所しょは、川かわ北きた公こう園えん。

「いきなり二人ふたりで行いけなくなって、変へんに思おもわれないかな？」

「シュウ君くんの無ぶ事じには代かえられない。明日あしたはシュウ君くんが家いえを出でるのと同どう時じに尾び行こうして、体たい育いく館かんまでいっしょに行いこう。僕ぼくはこれから川かわ北きた公こう園えんの情じょう報ほう収しゅう集しゅうをして、作さく戦せんを考かんがえておくよ」

「作さく戦せん？」

「そう。おそらく……いや、ほぼ確かく実じつに、如月きさらぎさんの力ちからが必ひつ要ようになると思おもう」

　私わたしの、力ちから……。

（それって、サキヨミのこと……だよね）

　ぶるっと、体からだがすくみあがる。

　でも……もう、迷まよっている場ば合あいじゃない。

「私わたし……やるよ」

　不ふ安あんを押おし隠かくして、はっきりと答こたえた。そう、もうこうなったら、やるしかないんだ。

「よし。それじゃあ、明日あしたはシュウ君くんが家いえを出でたら連れん絡らくして。近ちかくで待まってるようにするから」

「わかった。それじゃあ、明日あしたね」

　通つう話わを終おえて、スマホを下おろす。

　その手ては、小こきざみにふるえていて。冷つめたい体からだには、じっとり汗あせがにじんでいた。

　となりの部へ屋やにいるシュウは、今いま何なにをしているんだろう。自じ分ぶんの運うん命めいを、知しらずに……。

　私わたしは胸むねに手てを当あて、ひとつ深しん呼こ吸きゅうをした。

　明日あしたは絶ぜっ対たいに、だれも傷きずつけない。

　今こん度どこそ犠ぎ牲せいを出ださずに、シュウを助たすけるんだ……！
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　土ど曜ようの朝あさ。

　私わたしは、まだうす暗ぐらい部へ屋やで目めを覚さました。

　昨日きのうの夜よ中なかは、どしゃ降ぶりの雨あめ。窓まどをたたく雨あま音おとがうるさかったけれど、よくねむれなかった理り由ゆうはもちろん、それだけじゃない。

　十時じを過すぎた頃ころ、シュウが部へ屋やから出でる音おとがした。私わたしもあわてて廊ろう下かに出でる。

　その服ふく装そうを見みた瞬しゅん間かん、思おもわずウッと息いきをつまらせた。

　青あおいカットソーに、黒くろのハーフパンツ……昨日きのうサキヨミで見みたものと、全まったくいっしょ。

　もちろん、まだ決きまったわけじゃない。

　けど、あのサキヨミが実じつ現げんするのは、今日きょうの可か能のう性せいがすごく高たかい。

　私わたしはすぐさま、瀧たき島しま君くんにメッセージを送おくった。




『如月きさらぎ美み羽う：シュウの服ふく、サキヨミと同おなじだった』

『瀧たき島しま幸ゆき都と：そうか。やはり今日きょう起おこることだと考かんがえて行こう動どうしよう』

『瀧たき島しま幸ゆき都と：今いま、マンションに着ついた。エントランス横よこで待まってる』




　私わたしはスマホをポケットにしまいながら、シュウの背せ中なかに声こえをかけた。

「シュウ」

　スニーカーに足あしを突つっ込こんだシュウは、こちらをふりかえらずに「行いってくる」とだけ言いった。

「行いってらっしゃい。あの……応おう援えん、しに行いくね」

　返へん事じはなかった。シュウはそのままドアを押おし開あけ、外そとへと出でていった。

　すかさず瀧たき島しま君くんに連れん絡らく。そのままシュウを追おうように家いえを出でる。

（どうか……、どうか、今日きょうが無ぶ事じに終おわりますように……！）

「おはよう、如月きさらぎさん」

　エントランスを出でると、すぐ横よこから声こえをかけられた。瀧たき島しま君くんだ。

「あ、おは……」

　その瞬しゅん間かん、どきんと胸むねがふるえた。制せい服ふくではなく、私し服ふく姿すがたの瀧たき島しま君くん。

　グレーのパーカーのフードをデニムジャケットの上うえに出だし、黒くろいスキニーパンツに黒くろ一いっ色しょくのシンプルなスニーカー。

　そのすべてがこなれていて、ムリしている感かんじも、服ふくに着きられている感かんじもない。

　つまり、すっごく自し然ぜんに、かっこいいのだ。

（瀧たき島しま君くん、めっちゃおしゃれ……！）
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　ぽうっと瀧たき島しま君くんの私し服ふく姿すがたをながめていると、その足あし下もとに隠かくすようにして置おかれているキャリーバッグに気きづいた。布ぬの製せいのコンパクトなもので、リュックみたいに背せ負おうためのベルトもついている。

「瀧たき島しま君くん、それは……？」

「ああ、これ。これは、なんというか……最さい終しゅう兵へい器き、かな」

「……さいしゅう、へいき？」

「まあ、気きにしないで。それより、早はやくシュウ君くんを追おわないと」

　そうだ、見みとれている場ば合あいでも、細こまかいことを気きにして立たちどまっている場ば合あいでもない。シュウを守まもらなきゃ！

　私わたしはキャリーバッグを引ひく瀧たき島しま君くんといっしょに、坂さかを駆かけあがった。
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　川かわ北きた公こう園えん体たい育いく館かん。

　私わたしと瀧たき島しま君くんは、二階かいの通つう路ろから試し合あいを見み守まもっていた。手てすりをぎゅっと両りょう手てでにぎり、シュウの姿すがたを目めで追おいかける。

　白しろに青あおいラインが入はいったユニフォームが、シュウのチーム。相あい手てチームは、黒くろにオレンジのラインだ。

　六年ねん生せいのシュウは、他ほかの選せん手しゅよりもすらりと背せが高たかい。ハーフパンツのスソがひざの下したでひらひらゆれているくらい小ちいさな子こもいるから、よけいに目め立だつ。

　思おもえば、シュウのミニバスの試し合あいを見みるのは、今日きょうが初はじめてだった。

「……あ、審しん判ぱん見み逃のがしたな、今いまの」

「え？」

　となりに立たつ瀧たき島しま君くんは、コートから目めをそらさずに言いった。

「黒くろの六番ばんの選せん手しゅ、相あい手てチームの制せい限げん区く域いきに三秒びょう以い上じょうとどまってた。バイオレーションだからコールしないとなんだけど、審しん判ぱんは見みてなかったみたいだ」

「ばいお……？」

「違い反はん行こう為いのことだよ。如月きさらぎさん、ミニバスのルールって知しってる？」

「え？　えっと……普ふ通つうのバスケなら、まあまあ知しってるけど……」

「じゃあ、普ふ通つうのバスケとミニバスは、何なにが違ちがうと思おもう？」

「ええと、ボールが小ちいさくて、ゴールが低ひくい……とか？」

「それもだけど、ミニバスにはバックパスやスリーポイントシュートがなかったり、八秒びょうルールがなかったり、他ほかにも細こまかい違ちがいがあるんだ」

　なるほど……ぜんぜん、知しらなかった。

「瀧たき島しま君くん、詳くわしいんだね。前まえにやってたことがあるの？」

「まあ、小しょう学がっ校こう時じ代だいに、少すこしだけね」

　瀧たき島しま君くんが言いうと同どう時じに、わあっと歓かん声せいが沸わいた。夏なつ葉はちゃんの声こえも、その中なかに交まじっている。壁かべぎわから、ひとりでシュウに声せい援えんを送おくっていた。

「よし、外そとに行いこう。作さく戦せん開かい始しだ」

「え、もう？　シュウのこと見みてないで、大だい丈じょう夫ぶ？」

「サキヨミの内ない容ようから考かんがえると、試し合あい中ちゅうは安あん全ぜんと思おもってよさそうだからね」

　たしかに。サキヨミで見みたシュウは、ユニフォームを着きていなかったもんね。

　瀧たき島しま君くんと私わたしはそっと体たい育いく館かんを出でて、その前まえにある広ひろい原はらっぱへと向むかう。

　川かわ北きた公こう園えんは、この原はらっぱを中ちゅう心しんにして、いくつかのエリアに分わかれている。

　美び術じゅつ部ぶが参さん加かする写しゃ生せい大たい会かいが行おこなわれていたのは、東ひがし側がわの正せい門もん近ちかくの池いけエリア周しゅう辺へん。私わたしたちがいた体たい育いく館かんは、公こう園えんの北きた側がわに位い置ちしていた。

「レイラ先せん輩ぱいたちと、ばったり会あったりしないかな」

「大だい丈じょう夫ぶ。お昼ひるを食たべた後あとは池いけでボート、その後あとはサイクリングの予よ定ていだから、ここには来こないはずだ。昨日きのう、叶かな井い先せん輩ぱいに確かく認にんしておいたんだ」

　瀧たき島しま君くんは、多おおくの家か族ぞく連づれやカップルがシートを敷しいている、大おおきな木こ陰かげの前まえで立たちどまった。

「よし。それじゃあ、このへんから始はじめよう」

「う、うん……」

　そうして私わたしは、ふるえるこぶしをグッとにぎりしめた。

　ここに来くる途と中ちゅう、瀧たき島しま君くんは昨夜ゆうべ考かんがえたという「作さく戦せん」について、私わたしに話はなしてくれていた。

　その作さく戦せんの内ない容ようは……私わたしが公こう園えんにいる人ひとたちの顔かおを見みて、「シュウのサキヨミにつながるサキヨミを見みること」。

　つまり、シュウのサキヨミを読よみ解とくための、ヒントを探さがすんだ。

　たとえば、シュウが怪け我がをするところを見みる人ひとにとっては、「悲ひ惨さんな場ば面めんを目もく撃げきする」こと自じ体たいが「災さい難なん」になるよね。だから、その「目もく撃げきする」ところをサキヨミできるかもしれないんだ。

　他ほかにも、そのつもりがなかったのにシュウに怪け我がをさせてしまった……なんてことがあるとすれば、同おなじようにサキヨミできるはず。

　シュウが、なぜ、どのように怪け我がをすることになるのか。その答こたえを導みちびきだすために、とにかくたくさんのサキヨミを見みる必ひつ要ようがある──瀧たき島しま君くんは、そう言いった。

　イチかバチかの挑ちょう戦せんだけど、これは、直ちょく前ぜんでもサキヨミが見みえる私わたしにしかできないことなんだ。

（だ、大だい丈じょう夫ぶ。シュウを助たすけるって覚かく悟ごを決きめたんだから、もう怖こわくないはず……）

　ぐっとつばを飲のみ込こむ。そうして、おそるおそる顔かおを上あげた。

　目めの前まえに、小ちいさな子こどもがいる。シャボン玉だまで遊あそんでいる、三歳さいくらいの女おんなの子こだ。

（よし。まずは、この子こから……）

　楽たのしそうにはしゃぎまわるその子この顔かおを、さっと見みる。

　だけどその瞬しゅん間かん、勝かっ手てに目めが動うごいて、視し線せんが芝しば生ふへと落おちてしまった。まるで、顔かおを見みることから逃にげるみたいに。

（どうして……!?）

　がく然ぜんとしながらも、その答こたえはすぐにわかった。人ひとの顔かおを見みないようにするのが、すっかりクセになってるんだ。

「どうした？」

　下したを見みたままの私わたしのすぐとなりまで、瀧たき島しま君くんが歩あゆみよってくる。

「瀧たき島しま君くん……私わたし……」

「──できないなんて、思おもうな」

　はっと、息いきが止とまった。力ちから強づよくも、優やさしい声こえ。

「できないと思おもったら、何なにもできない。大だい事じなのは──気き持もちだよ」

「気き持もち……？」

「自じ分ぶんが、何なにをしたいのか。今日きょうここに来きたのは、いったい何なんのためなのか……それをもう一いち度ど、よく考かんがえるんだ」

（私わたしが、何なにをしたいのか……）

　それは、もちろん……シュウを、助たすけたいよ。

　でも……「人ひとの顔かおを見みる」っていうだけのことが、すごくすごく、むずかしい。

　どんなに助たすけたいって気き持もちがあっても、怖こわさにジャマされちゃって……どうしても、顔かおを上あげることができないんだ。

「怖こわい、という気き持もちはわかる。僕ぼくも、昔むかしはそうだったから」

（えっ……）

「瀧たき島しま君くんも……？」

　おどろいて、瀧たき島しま君くんを見みあげる。

「でも、怖こわさに負まけていたら、何なにもできない。何なにもしなかったら、助たすけられるものも助たすけられない。如月きさらぎさんを縛しばっているのは、『自じ分ぶんにはできない』という思おもいこみだよ」

　すぐ目めの前まえにある、瀧たき島しま君くんの顔かお。その大おおきな目めが、じっと私わたしを見みつめている。

「強つよい気き持もちがあれば、できないことなんてない。大だい丈じょう夫ぶ。如月きさらぎさんなら、できる」

「で、でも、私わたし……」

　そのとき、背はい後ごで女じょ性せいが大おおきな声こえをあげた。

「リンちゃん、危あぶないわよ！」

　ハッとして、こわごわふりかえる。と、シャボン玉だまの女おんなの子こが、芝しば生ふの上うえを走はしっている光こう景けいが見みえた。

　あっと思おもったときには、もうおそかった。女おんなの子こは、張はりだした木きの根ねにつまずいて、勢いきおいよく転ころんでしまった。

　お母かあさんらしき女じょ性せいが、大おお声ごえで泣なきだす女おんなの子こをあわててだき起おこす。その顔かおが、さっと青あおくなった。見みると、女おんなの子この小ちいさなおでこから、あざやかな血ちがにじみ出でている。

　その場ばから動うごくことができない私わたしの体からだに、女おんなの子この大おおきな泣なき声ごえが突つき刺ささった。

（……さっき、私わたしがちゃんと顔かおを見みていれば……）

　今いまのできごとのサキヨミを、見みられていたかもしれない。

　そうしたら、声こえをかけることができたのに。転ころんで怪け我がなんかせずにすんだかもしれないのに。

　あの子こが怪け我がをしたのは、私わたしが臆おく病びょうなせいだ……。

　大おお声ごえで泣なき続つづける女おんなの子こを見みながら、私わたしはユキちゃんのことを思おもいだしていた。

　落おちていくユキちゃん。腕うでの中なかのシュウの体たい温おん。

　そのすべてが、私わたしの体からだを──心こころを、かたく冷つめたい石いしのようにしてしまう。

「……如月きさらぎさん？」

　急きゅうに目めの前まえに瀧たき島しま君くんが立たち、びくりとする。

「どうしたんだ」

「……瀧たき島しま君くん。私わたし……」

　ずっと、だれにも言いえなかった、昔むかしの記き憶おく。今いまの私わたしを作つくっている、つらい思おもい出で。

　心しん配ぱいそうな瀧たき島しま君くんの顔かおを見みて、決けっ心しんした。

　私わたしが、ここまで臆おく病びょうになってしまった理り由ゆう──ユキちゃんのことを、話はなそう。

「実じつは……小ちいさい頃ころにも、見みたことがあるの。シュウが怪け我がをするサキヨミを」

　重おもい口くちをムリやり開ひらき、続つづける。

「シュウはなんとか助たすけられたんだけど……代かわりに、大だい事じな友とも達だちに怪け我がをさせてしまったの」

　そうして私わたしは、ユキちゃんの思おもい出でを瀧たき島しま君くんに語かたった。

　その額ひたいに消きえない傷きずを作つくってしまったこと、最さい後ごまで謝あやまることができなかったこと。今いまでもたまに夢ゆめに見みるほどに、後こう悔かいしていること。

　また同おなじことが起おこるのが怖こわくて、サキヨミを……人ひとの顔かおを見みることが、できなくなってしまったこと。

「だから、できない。怖こわくて、人ひとの顔かおをちゃんと見みられないの。頭あたまではちゃんとやらなきゃって思おもうのに、どうしても体からだが言いうことを聞きかないんだよ……」

　実じっ際さい、私わたしのひざはカタカタと小こきざみにふるえていた。見みなければと思おもえば思おもうほど、胸むねの内うちで怖こわさがふくれあがっていく。

　やっぱり、ムリなんだ。私わたしには、サキヨミを使つかって運うん命めいを変かえることなんてできない。だれかを助たすけることなんてできない。今いままでそうだったように、これから先さきも、ずっと。

　瀧たき島しま君くんは、しばらくだまったままだった。私わたしにあきれて、返かえす言こと葉ばもないのかもしれない。

　私わたしは目め尻じりににじんだ涙なみだをそっと指ゆびでぬぐい、体たい育いく館かんのほうをふりかえった。

「今日きょうは、シュウを夏なつ葉はちゃんに会あわせないようにして帰かえろう。夏なつ葉はちゃんには悪わるいけど、そうすればきっと……」

「いや、まだだ。まだ、できることはある」

（え……!?）

　瀧たき島しま君くんのしっかりとした声こえに、私わたしはまじまじとその顔かおを見みつめた。

「来きて。今こん度どは、僕ぼくが秘ひ密みつを打うちあける番ばんだ」

「瀧たき島しま君くんの……秘ひ密みつ？」

「そう。最さい終しゅう兵へい器きの出で番ばんだ」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんは私わたしの手てを取とって歩あるきだした。

（最さい終しゅう兵へい器きって……あのキャリーバッグのこと？　それより、秘ひ密みつっていったい……？）

　歩あるきながら、ハッとする。私わたし、瀧たき島しま君くんと手てをつないでる。

　前まえにもこんなふうに手てを取とられたことはあったけど、あのときは、親おやが子こどもの手てをつかむような感かんじだった。

　でも今こん度どは、そのときよりも深ふかく、しっかりと瀧たき島しま君くんの指ゆびがからんできていて。

　そんな場ば合あいじゃないのに、なんだかドキドキしてきちゃうよ──……！

　瀧たき島しま君くんはまず、体たい育いく館かん前まえのコインロッカーからキャリーバッグを取とりだした。それを持もって、原はらっぱの隅すみにあるトイレに向むかう。その裏うらに回まわると、しげみに隠かくれるように腰こしを下おろした。

「これから、緊きん急きゅう生なま配はい信しんを始はじめる」

「へ？　生なま、配はい……信しん……？」

　いきなりわけのわからないことを言いいだす瀧たき島しま君くんに、私わたしは首くびをかしげる。

　すると瀧たき島しま君くんは私わたしに顔かおを近ちかづけ、そっとささやいた。

「雪ゆきうさは、僕ぼくなんだ」
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　瀧たき島しま君くんの顔かおを見みつめながら、私わたしはしばらく言こと葉ばを失うしなっていた。

（雪ゆきうさは、僕ぼく……？）

　……意い味みがわからない。だって、雪ゆきうさは女おんなの子こ。瀧たき島しま君くんは、男おとこの子こだ。

　え、待まって。瀧たき島しま君くん、まさか、女おんなの子こだったの？

　……いやいや、そんなわけない……よね。

「見みせたほうが早はやいね」

　瀧たき島しま君くんはあたりを注ちゅう意い深ぶかく見み回まわした。そうして、静しずかにキャリーバッグを開あける。

　そこに入はいっていたものを見みて、私わたしはあっと声こえを上あげた。

「瀧たき島しま君くん、これ……！」

　それは、ピンク色いろのド派は手でなワンピースだった。前まえにも見みたことがある。これ、これは……。

「まさか、雪ゆきうさの……？」

「そう、雪ゆきうさの衣い装しょう。ただ、仮か面めんと小こ道どう具ぐは新あたらしいものを用よう意いした。妹いもうと分ぶんが、雪ゆきうさと全まったく同おなじ格かっ好こうだとおかしいからね」

「妹いもうと分ぶん？」

「ああ」

　瀧たき島しま君くんはうなずくと、左さ右ゆうに広ひろがる天てん使しの羽はねのような、白しろい仮か面めんを取とりだした。

「如月きさらぎさんには、今いまから雪ゆきうさの妹いもうと分ぶん、『ミミふわ』になってもらう」

（………………はい？）

　大おおマジメな顔かおをして言いった瀧たき島しま君くんを見みて、しばしぼう然ぜんとする私わたし。

　ええっと……今いま、なんて言いった？

「設せっ定ていは考かんがえてきてある。雪ゆきうさの妹いもうと分ぶんで、占うらない修しゅ業ぎょう中ちゅう。決きめ台詞ぜりふは、『ふわぽよ』。ポーズはこうだ」

　そう言いうと瀧たき島しま君くんは、両りょう手てを顔かおの横よこで羽はねのように羽はばたかせてみせた。真ま顔がおで。

「いやあの、ちょっと待まって！　最さい初しょから、きちんと説せつ明めいしてほしいんだけど。まず、雪ゆきうさの正しょう体たいが瀧たき島しま君くんっていうのは、冗じょう談だんだよね？」

「本ほん当とうだよ。これを見みても、まだそう思おもう？」

　そう言いって瀧たき島しま君くんは、ピンク色いろの衣い装しょうを指ゆびさした。

「いや、でも……っていうか、どうしたの、これ。買かったの？」

「姉あねが作つくったんだよ。服ふく飾しょく専せん門もん学がっ校こうの生せい徒とでさ、よくマネキン代がわりにされてるんだ」

　へえ、瀧たき島しま君くん、お姉ねえさんがいるんだ。

　って、そこはひとまず、どうでもよくて。

「でもこれ、女おんなの子この服ふくでしょ？　雪ゆきうさは、女おんなの子こ。でも瀧たき島しま君くんは、女おんなの子こじゃない……よね？」

　不ふ安あんげに問とう私わたしを見みて、瀧たき島しま君くんはふっと苦にが笑わらいをした。

「たしかに、僕ぼくは男おとこだよ。つまり……女じょ装そうして、動どう画が配はい信しんをやってたってこと。声こえは、後あとから加か工こうしてたんだ」

「えっ……」

　一いっ瞬しゅん、思し考こうが停てい止しする。

　今いま……「じょそう」って言いった？

　じょそうって……助じょ走そう？　それとも除じょ草そう？

　いやでも、話はなしの流ながれからしたら、どっちでもないよね。

　ってことは…………「女じょ装そう」？

（……えええええ───っ!?）

　じょ、女じょ装そう……っ!?　瀧たき島しま君くんが!?

「サキヨミで見みたことを、雪ゆきうさの『占うらない』として発はっ信しんしてた、ってわけ。けっこう、人ひとのためになってるんじゃないかと思おもうんだけど……」

　口くちをぱくぱくさせる私わたしから、ゆっくり目めをそらす瀧たき島しま君くん。その顔かおは、ほんのり赤あかくなっている。
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　つまり瀧たき島しま君くんは、「雪ゆきうさ」になって占うらないをすることで、サキヨミで見みた運うん命めいを変かえようとしていた……ってこと？

「じ、じゃあ、去きょ年ねん雪ゆきうさがした大おお雪ゆきの予よ知ち！　あれも、瀧たき島しま君くんがサキヨミで……!?」

「そう。引ひっ越こす前まえ、たまたまこっちに来きたことがあってね。そのとき、あの体たい育いく館かんのとなりに住すんでる人ひとのサキヨミを見みたんだよ。もち米ごめ子こちゃんのことも、おとといの『明日あしたの占うらない』で警けい告こくしてたんだけど。彼かの女じょは、視し聴ちょう者しゃじゃなかったみたいだ」

　そ、そういえば、言いってたかも……！

「大だい事じなものを持もち運はこぶあなたは、折おりたたみ傘がさを持もち歩あるくように」……大だい事じなものって、あの交こう換かん日にっ記きのことだったんだ！

「で、でも、なんでわざわざ、女じょ装そう……!?」

「……それは……そのほうが正しょう体たいがばれにくいし、人にん気きも出でるだろ？　たくさんの人ひとに見みてもらわないと、意い味みがないし……」

　瀧たき島しま君くんはそう言いいながら、ぎこちなく視し線せんをさまよわせた。

（瀧たき島しま君くんが、女じょ装そう──……）

　衝しょう撃げき的てきすぎて、まだ信しんじられない。

　だって、瀧たき島しま君くんだよ？

　真面目まじめで頭あたまがよくてかっこいいけど、ちょっときれいなお人にん形ぎょうみたいだなって思おもっちゃうときがあるくらい、自じ分ぶんの気き持もちをほとんど表おもてに出ださない、あの瀧たき島しま君くんだよ？

　その瀧たき島しま君くんが、女じょ装そうして「ぴょんぴょーん」とか……ちょっと、いやぜんぜん、想そう像ぞうできない。

「──おかしいって、思おもってる？」

　瀧たき島しま君くんの声こえに、はっとする。その顔かおは、いつものクールな表ひょう情じょうに戻もどっていた。

「……女じょ装そうまでして、動どう画が配はい信しんしてること。変へんだって、思おもってる？」

　そう言いって、キッと私わたしを見みすえる。まるでにらみつけるような、力ちから強づよいまなざし。

（瀧たき島しま君くんのこんな顔かお、初はじめて見みた……。怒おこってる、のかな……）

　──ううん、違ちがう。何なにか、とても大おおきな……言こと葉ばにできない強つよい思おもいを、その表ひょう情じょうのむこう側がわに隠かくしているように見みえる。

「思おもってないよ」

　私わたしは、はっきりと首くびをふった。

「びっくりはしたよ。瀧たき島しま君くんが女じょ装そうするなんて、想そう像ぞうできなかったから。でも、変へんだなんて思おもってない。そこまでするのには、きっと何なにか……ワケが、あるんだよね？」

　その言こと葉ばに、瀧たき島しま君くんの表ひょう情じょうがやわらいだように見みえた。

　そう。瀧たき島しま君くんの行こう動どうに、意い味みがないわけがない。

　きっと、何なにか理り由ゆうがあるんだ。女じょ装そうしてまで「雪ゆきうさ」として配はい信しんを続つづけたいって思おもう理り由ゆうが。

「……ああ。あるよ、理り由ゆう」

　瀧たき島しま君くんは、静しずかにうなずいた。

「サキヨミが見みえるようになったのは、昔むかし、事じ故こにあったことがきっかけだって言いっただろう。僕ぼくは、事じ故このことも、この力ちからを手てに入いれたことも、『災さい難なん』だったとは思おもってない。僕ぼくにとって、このサキヨミの力ちからは──ある人ひととの絆きずなそのものなんだ」

「ある人ひと……？」

「その事じ故こに、関かかわっていた人ひとだよ」

　そこまで言いうと、瀧たき島しま君くんはじっと私わたしを見みた。

「僕ぼくが『雪ゆきうさ』として配はい信しんを続つづけているのは……その人ひとに気きづいてもらうためでもあるんだ。雪ゆきうさの正しょう体たいが僕ぼくだとわかれば、僕ぼくの力ちからのことにも気きづくはず。雪ゆきうさという名な前まえも、背はい景けいに飾かざってあるウサギの絵えも……僕ぼくにつながるヒントになってるんだ」

「ウサギ……」

　その言こと葉ばを聞きいた途と端たん、どくん、と胸むねが波なみ打うった。

　なんだろう。何なにかを思おもいだしかけたんだけど……つかもうとすると、ふわっと消きえてしまう。

（ウサギ……雪ゆきうさ……）

　だまったまま考かんがえている私わたしに、瀧たき島しま君くんが言いった。

「雪ゆきうさっていう名な前まえは、『幸ゆき都と』から来きてるんだ。雪ゆきうさ、雪ゆきウサギ……兎うさぎは漢かん字じで書かくと『ト』と読よむだろう」

　なるほど、そうだったんだ。それで「雪ゆきうさ」なんだね。

　少すこしだけ、スッキリする。でも、名な前まえのことじゃない。私わたしが思おもいだしかけたのは、もっと別べつの何なにか。

（なんだろう……モヤモヤする……）

「僕ぼくは、その人ひとに知しってほしいんだ」

　瀧たき島しま君くんはそこで言こと葉ばを切きると、ふたたび私わたしを見みつめた。思おもいをこめたような、熱あつい視し線せん。

「あの事じ故こがきっかけで、僕ぼくの生いき方かたがどう変かわったのかを……あの事じ故こで得えたものを、どう生いかしているのかってことを、ね」

　──そっか。そうだったんだ。

　真面目まじめな瀧たき島しま君くんが、女じょ装そうしてまで配はい信しんをする理り由ゆう。

　そこには、瀧たき島しま君くんの事じ故こに関かかわった「ある人ひと」の存そん在ざいがあったんだ。

「瀧たき島しま君くんは……その人ひとのこと、大たい切せつに思おもってるんだね」

「ああ。すごく大たい切せつな人ひとだ」

　迷まよわず答こたえる瀧たき島しま君くんを前まえに、きゅっと胸むねが痛いたんだ。

　……その人ひと、どういう人ひとなんだろう。何なん歳さいくらい？　女おんなの人ひと、なのかな……。

　そんなこと考かんがえてる場ば合あいじゃないのに、胸むねの中なかのモヤモヤがどんどん大おおきくなっていく。

　すると、瀧たき島しま君くんがにっこりと笑え顔がおになった。

「だから、その人ひとのためにも今日きょうの生なま配はい信しんを成せい功こうさせたい。でも、僕ぼくだけじゃムリなんだ。そこで、如月きさらぎさんの出で番ばんってわけ」

「……え？」

　いきなり名な前まえを出だされて、きょとんとする。

「これを着きて、『ミミふわ』に変へん身しんするんだ」

　そう言いって、ピンクの衣い装しょうを指ゆびさす瀧たき島しま君くん。

「これを、着きて……？」

　そういえば……さっき、そんなことを言いっていたような……。

　……って、ちょっと待まって！

「なんで私わたしがこれを着きなきゃなの!?　これ、雪ゆきうさの……瀧たき島しま君くんの衣い装しょうだよね!?」

「僕ぼく自じ身しんが雪ゆきうさとして出しゅつ演えんできればいいんだけど、生なま配はい信しんでは声こえの加か工こうができないだろう。だから、如月きさらぎさんにミミふわになってもらう必ひつ要ようがあるんだよ」

　なるほど、声こえの加か工こうね……。

　……って、いやいや！　ぜんっぜん、わからないよ！

「そもそも、なんで配はい信しんなの？　しかも生なまで！」

「生なま配はい信しんするのは、実じっ際さいに雪ゆきうさチャンネルで放ほう送そうすることによって、ミミふわが雪ゆきうさの関かん係けい者しゃだと信しんじてもらうためだ。ミミふわなんて新しんキャラ、明あきらかにうさんくさいからね」

「それ！　その『ミミふわ』っていうのは、いったい何なんなの？　さっき、妹いもうと分ぶんとか言いってたけど……」

「雪ゆきうさのもとで占うらない修しゅ業ぎょうをしているという設せっ定ていのキャラだよ。動どう画がタイトルは、『ミミふわの突とつ撃げき占うらない修しゅ業ぎょう』。如月きさらぎさんはミミふわに変へん身しんして、ここにいる人ひとたちのサキヨミをするんだ」

「ミミふわで……!?」

　一いっ瞬しゅん、息いきが止とまった。「ミミふわ」とやらになるのもムリなのに、そのうえ、サキヨミをしないといけないなんて……！

「む、ムリムリ！　絶ぜっ対たい、ムリだよ！」

「いや、できる。君きみはこれを着きた瞬しゅん間かん、ミミふわになるんだ。ミミふわには、怖こわいものなんてない。だから人ひとの顔かおを堂どう々どうと見みられるし、サキヨミもたくさん見みることができる」

「そんなの、瀧たき島しま君くんが考かんがえた設せっ定ていでしょ？　それを着きたところで、私わたしは私わたしだよ。そんなに簡かん単たんに、変かわれるわけないってば！」

「大だい丈じょう夫ぶ。僕ぼくも、雪ゆきうさになることで変かわることができたんだ。だから、信しんじてほしい。如月きさらぎさんは、まちがいなく変かわれる。シュウ君くんを助たすけるためにね」

「でも……！」

　そりゃあ、できれば私わたしだって、瀧たき島しま君くんの言いう通とおりにしたいよ。

「如月きさらぎ美み羽う」でいるよりも、「ミミふわ」になったほうが、人ひとの顔かおを堂どう々どうと見みられる……たしかに、そうかもしれないって思おもう。

　でも、こんなの……いきなりすぎるよ。心こころの準じゅん備びだって、ぜんぜんできてないのに……！

「さっきも言いったけど、できないと思おもうから、できないんだ。そう思おもったら最さい後ご、どんなに簡かん単たんなこともできなくなってしまう」

「だって……！　だって実じっ際さい、私わたしは何なにもできなかったんだよ。ユキちゃんのときも、レイラ先せん輩ぱいのときも……」

「過すぎたことは関かん係けいない。大だい事じなのは、今いま何なにをするのか、だ」

「でっ、でも……！　でも、もし失しっ敗ぱいしたら……」

「そう考かんがえてしまう気き持もちは、よくわかるよ。でも、失しっ敗ぱいを怖こわがって何なにもしないことを選えらんだ時じ点てんで、もう失しっ敗ぱいしたのと同おなじだ。僕ぼくも雪ゆきうさになってみて、わかったんだよ。『できない』のは、『やらない』からだって」

（…………！）

　その言こと葉ばに、ほおを打うたれたようだった。

　──できないのは、やらないから。

「だから、まずは『やってみる』んだ。そうすればきっと、怖こわさを感かんじてる暇ひまなんてなくなるよ」

　……そっか。

　私わたしは、今いままで……「やってみる」ってことすら、しようとしなかった。

　きっと、ユキちゃんのことを、やらない言いい訳わけにしてたんだ。

　ユキちゃんの思おもい出でを使つかって、怖こわいことから逃にげようとしてた。

　なんて……なんて、勝かっ手てだったんだろう。

「如月きさらぎさん。僕ぼくたちは、運うん命めい共きょう同どう体たいだ」

「運うん命めい……共きょう同どう体たい？」

「そう。結けっ果かがどうなろうと、それは二人ふたりで作つくった未み来らいだ。失しっ敗ぱいしたとしても、それは如月きさらぎさんだけのせいじゃない。だから、喜よろこびも、悲かなしみも、怖こわさも……全ぜん部ぶ、二人ふたりで分わけ合あおう」

　そう言いった瀧たき島しま君くんの声こえは、ふわりと優やさしかった。

　その優やさしさが、私わたしの心こころをやわらかくしていくようで。

（二人ふたりで、分わけ合あう……）

　そうだ。今いまはもう、ひとりじゃない。

　何なにが起おころうと、結けっ果かをひとりで背せ負おわなくっていいんだ。

　瀧たき島しま君くんと二人ふたりで、「分わけ合あう」ことができるから。

「大だい丈じょう夫ぶ。僕ぼくら二人ふたりでやれば、きっと助たすけられる。言いっただろう。強つよい気き持もちが、運うん命めいを変かえるんだ。僕ぼくは、シュウ君くんを助たすけたい。如月きさらぎさんといっしょに」

　そう言いった瀧たき島しま君くんの顔かおは、真しん剣けんそのものだった。

　ピンク色いろの衣い装しょうを見みつめ、私わたしは考かんがえる。瀧たき島しま君くんの言こと葉ばのおかげで、さっきよりも、少すこしだけ怖こわさがうすれたような気きがした。

　強つよい気き持もちが、運うん命めいを変かえる。そうだ、きっとその通とおり。運うん命めいは、気き持もちしだいなんだ。

「それに、何なにがあったとしても……」

　瀧たき島しま君くんが、じっと私わたしを見みつめる。

「如月きさらぎさんのことは、僕ぼくが守まもるよ」

（──えええっ!?）

　いきなりの言こと葉ばに、ぶわっと顔かおが熱あつくなる。でも……おかげで、少すこし勇ゆう気きが出でてきたみたい。

（なんとしても、シュウを助たすけたい。瀧たき島しま君くんといっしょに……！）

「……わかった。私わたし……やってみる！」
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　キャリーバッグを持もってトイレに入はいり、急いそいで衣い装しょうに着きがえる。

　瀧たき島しま君くんサイズだから、少すこし丈たけが長ながい。でも背せ中なかのファスナーを閉しめると、体からだにぴったりフィットした。

　普ふ段だんは絶ぜっ対たいに着きないような派は手でな色いろの服ふくに身みを包つつむと、不ふ思し議ぎと気き持もちが高たかぶった。何なんだろう。怖こわくて緊きん張ちょうしているはずなのに、力ちからがわいてくるみたいだ。

「似に合あうね、如月きさらぎさん」

　トイレの裏うらにもどると、瀧たき島しま君くんは私わたしの全ぜん身しんを満まん足ぞくげにながめた。

「すごく、かわいいよ。仮か面めんをつけるのがもったいないくらい」

　さらっと「かわいい」とか言いわないでほしい。ただでさえ緊きん張ちょうのし過すぎで、心しん臓ぞうはさっきからばくばく。もう、破はれつしちゃいそうなんだから。

「髪かみは……ツインテールがいいな」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんはいつの間まにか用よう意いしていたヘアゴムを手てに、私わたしの髪かみをさらりとつかんだ。

「ちょっ！　何なにするの!?」

「髪かみ型がた変かえないと、もし知しってる人ひとに会あったらバレるかもしれないだろ？　あとツインテールかわいいし、似に合あいそうだし」

　そう言いいながら、瀧たき島しま君くんは手てぐしで私わたしの髪かみをまとめ始はじめている。

「じ、自じ分ぶんでできるからっ！」

　あわてて瀧たき島しま君くんから離はなれる。それから私わたしは、髪かみを高たかい位い置ちで二つに結むすんだ。

　両りょう手てにグローブをはめ、にんじん形がたのポーチを肩かたからかける。最さい後ごに仮か面めんとうさ耳みみカチューシャをつけると、瀧たき島しま君くんがスマホに何なにやら文も字じを打うちこみはじめた。

「そろそろ始はじめよう。準じゅん備びはいい？」

「えっ、ちょっと待まって、いきなり？　練れん習しゅうとかは？」

「大だい丈じょう夫ぶ、もうどこからどう見みても完かん璧ぺきなミミふわだから。それにあまり時じ間かんもないしね」

「で、でも……カメラは？」

「スマホでできるんだよ。ほら、まずサムネイルの画が像ぞうを撮とるから、そこに立たって」

「え？　さむねいる？」

「メニューに表ひょう示じされる、動どう画がの紹しょう介かい画が像ぞうみたいなものだよ」

　ってことは、変へん装そうしているとはいえ、私わたしの姿すがたがネットで全ぜん世せ界かいに公こう開かいされる……ってこと!?

　いや、生なま配はい信しんが始はじまったら、当とう然ぜんそうなるわけだけど……って、ひぃぃぃ！　想そう像ぞうするだけで、体からだがプルプルふるえてくるよ！

「決きめポーズしてよ」

「え……ええっと……？」

「ふわぽよ～、だよ」

　瀧たき島しま君くんがやってみせるポーズを、あわててマネする私わたし。

「ふっ、ふふふっ、ふわぽよ～～！」
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「いいね。ばっちりだ」

　瀧たき島しま君くんはスマホを私わたしに向むけ、ぱしゃりと写しゃ真しんを撮とった。

　そのとき、体からだの中なかで花はな火びが上あがるような感かん覚かくを覚おぼえた。はじけるようなぱちぱちとした気き持もちが、胸むねの中なかに広ひろがっていく。

　私わたしはもう、如月きさらぎ美み羽うじゃない。瀧たき島しま君くん……いや、雪ゆきうさの妹いもうと分ぶん、「ミミふわ」なんだ。

　だって、いつも目めを伏ふせて他ほかの人ひとの顔かおを見みないようにしている如月きさらぎ美み羽うは、こんなフリフリの格かっ好こうをして「ふわぽよ～」なんてセリフ、絶ぜっ対たいに言いわないもん。

　こうなったら、もう恥はずかしさなんて感かんじてる暇ひまはない。

　見みた目めだけじゃなくて、中なか身みまで完かん全ぜんに「ミミふわ」になりきってやる！
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「今日きょうも未み来らいへひとっとび！　雪ゆきうさでーす！　……と、言いいたいところですが！　みなさま、初はじめまして！　雪ゆきうさの妹いもうと分ぶん、ミミふわでーす！　ふわぽよ～！」

　原はらっぱに立たち、ポーズを取とる私わたし。

　スマホを私わたしに向むける瀧たき島しま君くんが、「いいぞ」と言いいたげにうなずいた。瀧たき島しま君くん自じ身しんもダテメガネにマスク、帽ぼう子しで、ちょっとした変へん装そうをしている。

「今日きょうは番ばん外がい編へんとして、雪ゆきうさではなく私わたし、ミミふわによる生なま配はい信しんでお送おくりします！　ここ、月つき夜よ見み市しの川かわ北きた公こう園えんで、突とつ撃げき占うらない修しゅ業ぎょうをしていきたいと思おもいまーす！」

　瀧たき島しま君くんが用よう意いしてくれたカンペを読よんでいく。始はじめる前まえは不ふ安あんでいっぱいだったけれど、いざやってみると、自じ分ぶんでもおどろくほどするすると読よめる。

　不ふ思し議ぎ。まるで自じ分ぶんの中なかに、「ミミふわ」という新あたらしい人じん格かくができたみたいな、そんな感かん覚かく。

　瀧たき島しま君くんの言いう通とおり、怖こわいものなんか、何なにもないような気きがしてくるよ。

「今日きょうは見みての通とおり、とってもいいお天てん気きです！　こういうお天てん気きの日ひは、占うらないも当あたりやすくなるんですよー！　ミミふわ、今日きょうのデビューにあたって、雪ゆきうさ師し匠しょうからたくさんのことを勉べん強きょうしました！　みなさん、ミミふわの占うらないにも注ちゅう目もくしてくださいね！　よろしくです！」

　そう言いいながら、ちらりと体たい育いく館かんのほうを見みやる。

　試し合あいが終おわるまで、あと三十分ぷん。シュウと夏なつ葉はちゃんが出でてくる前まえに、できるだけたくさんのサキヨミをしなくちゃならない。

　周まわりにいる人ひとたちが、「何なに？」「雪ゆきうさ？」とざわついて、こっちに注ちゅう目もくしはじめていた。

（そろそろ、サキヨミを始はじめなきゃ……！）

　私わたしは、集あつまってきた人ひとたちをぐるりと見み回まわした。

「さてさて、まずはだれから占うらないましょうか……あ、ちなみに、公こう園えんでの撮さつ影えい許きょ可かは事じ前ぜんに取とっているので問もん題だいなしですよー！」

　ミミふわになっているせいか、自じ分ぶんでもびっくりするくらい、堂どう々どうと顔かおを上あげていられる。

　羽はねの形かたちの仮か面めんで、顔かおが隠かくれているおかげなのかも。

　今いまの私わたしは、如月きさらぎ美み羽うじゃない。「ミミふわ」っていうキャラクターなんだ。

　周まわりには、どんどん人ひとが増ふえはじめている。その顔かおを、私わたしは順じゅん々じゅんに見みていった。

　シュウにつながるサキヨミを見みるためには、とにかくたくさん人ひとの顔かおを見みることが必ひつ要ようなんだ。

（サキヨミを見みたいなんて思おもったの、初はじめてかも……）

　そのとき、女じょ子し小しょう学がく生せいの集しゅう団だんが、「占うらなってください！」とうれしそうに近ちかよってきた。

　その中なかのひとり、大おおきなリボンを頭あたまにつけている子この顔かおを見みたとき。

（……見みえた！）

　私わたしは、リボンの女おんなの子こ──サキヨミが見みえた子こを指ゆびさした。

「じゃあまず、そこのあなた！　あなたを占うらないたいんだけど、顔かお出だししても大だい丈じょう夫ぶ？」

「あ、はい！　大だい丈じょう夫ぶです」

　ぱっとうれしそうな笑え顔がおになった女おんなの子この顔かおを、私わたしはわざとじっくり見みつめた。

「はい、出でました！　スマホをトイレで落おとしてしまう、という未み来らいが見みえます！　あなたのピンクのスマホ、今いま、上うわ着ぎのポケットに入はいってますね？　そこからすべり落おちることになりそうです。新あたらしいスマホを買かってもらえなくて、とっても不ふ便べんな思おもいをすることになりますよ！　スマホは、バッグにしまいましょう！」

　そう言いうと、その女おんなの子こは目めを丸まるくした。そして上うわ着ぎのポケットに手てを入いれ、真ま新あたらしいピンク色いろのスマホを取とりだした。同どう時じに、周まわりの人ひとたちがざわめく。

　シュウに関かん係けいするサキヨミじゃなかったのが残ざん念ねんだけど、まずはひとつ、成せい功こうしたみたい。

　ほうっと、小ちいさく息いきをつく。

　この調ちょう子しで公こう園えん内ないの人ひとたちの信しん頼らいを得えながら、どんどんサキヨミを見みていけばいいんだ。

「ほんとにこの子こ、雪ゆきうさと関かん係けいあるの？」

「だってこれ、雪ゆきうさチャンネルだよ」

「雪ゆきうさはいないの？」

「ミミふわちゃん、占うらなって！」

　配はい信しんを見みたのか、どんどん周まわりに人ひとが集あつまってくる。

　占うらなって、と言いってきたけれど、サキヨミが見みえない人ひともいた。そういう人ひとには、きっと悪わるいことは起おこらないんだろうと、「運うん勢せいは絶ぜっ好こう調ちょうです」「今日きょうという日ひを楽たのしみましょう」なんて言いってあげた。

　サキヨミが見みえたときは、その内ない容ようの通とおりの忠ちゅう告こくをする。

「おなかを壊こわすからソフトクリームは食たべないように」「まだ友とも達だちとしか思おもわれていないから、告こく白はくはしばらく待まったほうがいい」……こんなふうに、どんどん「占うらない」をしていった。

　けど、シュウにつながるサキヨミは、ぜんぜん見みえてこない。時じ間かんばかりが過すぎていき、私わたしはだんだんあせってきた。

（このままだと、結けっ局きょく何なにもわからないまま試し合あいが終おわっちゃうよ……！）

　もし、何なんの収しゅう穫かくもないままシュウたちが外そとに出でてきてしまったら、どうするか。それについては、配はい信しんを始はじめる前まえに瀧たき島しま君くんと話はなし合あっていた。

　そのときは……シュウと夏なつ葉はちゃんを引ひきはなす「占うらない」をするの。

　シュウのサキヨミでは、夏なつ葉はちゃんの悲ひ鳴めいが聞きこえた。だからシュウと夏なつ葉はちゃんがいっしょにさえいなければ、あのサキヨミが現げん実じつになる可か能のう性せいはぐっと低ひくくなる。そう考かんがえたんだ。

　シュウはともかく、夏なつ葉はちゃんは雪ゆきうさのことを知しっていそうだし、もしかしたらファンかもしれない。モデルをやってるくらいだから、流りゅう行こうには敏びん感かんなはず。

　それにファンじゃなくても、女おんなの子こなら、占うらないに多た少しょうは興きょう味みがあるんじゃないかな。恋れん愛あいに関かんする占うらないなら、なおのこと。

「あなたたち！　原はらっぱの真まん中なかで遊あそんでいるときに、雨あめが降ふってきそうです。早はやめに帰かえるか、今いまのうちに傘かさを買かっておくことをおすすめします」

　近ちかよってきた女じょ子し中ちゅう学がく生せいのグループに、そう言いったときだった。

　瀧たき島しま君くんが、ちらちらと目めで合あい図ずを送おくってきた。

　その視し線せんの先さきには、体たい育いく館かん。そこから、男だん子し小しょう学がく生せいたちがわらわらと出でてくるのが見みえた。

（……シュウと夏なつ葉はちゃんだ！）

　青あおのカットソーに、黒くろのハーフパンツ。すでにユニフォームから着きがえているシュウは、夏なつ葉はちゃんとならんで何なにかしゃべりながら、原はらっぱのほうへと向むかってきていた。

　私わたしは瀧たき島しま君くんに目めで合あい図ずをし、さりげなくそちらへ移い動どうする。

「それでは、そろそろ場ば所しょを移い動どうしてみようかと思おもいます～。え、サイン？　生なま配はい信しん中ちゅうなので、すみません！」

　そう言いって人ひとのかたまりを割わりながら、シュウたちへと近ちかづいていく。

「あ、あそこにかわいいカップルがいますね！　ちょっと占うらなってみたいと思おもいます。あの、ちょっといいですか？」

　とつぜん近ちかよってきた得え体たいの知しれない派は手でなウサギに、シュウは思おもいきり顔かおをしかめている。

（大だい丈じょう夫ぶ。きっと、うまくいくはず……！）

　緊きん張ちょうのせいか、手てのひらに汗あせがにじんでくる。それをふりはらうように、私わたしはこぶしをグッとにぎりこんだ。

「動どう画がのネット生なま配はい信しんなんですけど、顔かお出だししても大だい丈じょう夫ぶですか？」

「え？　生なま配はい信しん……ですか？」

　夏なつ葉はちゃんが、いぶかしげに眉まゆをよせる。

「そうです！　私わたし、雪ゆきうさの妹いもうと分ぶんのミミふわです！　今日きょうがデビューなんですよ！」

　明あかるいテンションでそう言いっても、夏なつ葉はちゃんの表ひょう情じょうは硬かたいままだった。

「え、えーと……雪ゆきうさって、知しらないかな……？」

「名な前まえは、聞きいたことありますけど……あの、顔かお出だしはしないでもらいたいんですが」

　うっ……当あてが外はずれた。

　夏なつ葉はちゃん、雪ゆきうさには興きょう味みがないみたい……。それになんだか、迷めい惑わくそう。

「ええと、じゃあ、足あし下もとだけ写うつさせてもらえますか？」

「てか、あんた、何なんなの？」

　シュウがフキゲンそうに言いう。

「ミミふわです！　占うらないをしてます！」

「……占うらない？」

　シュウと夏なつ葉はちゃんは、おたがい顔かおを見み合あわせた。

　まちがいなく、歓かん迎げいはされてないみたい。まずい……！　早はやく、占うらないを始はじめなきゃ。

「で、ではでは、さっそく占うらなわせてもらいます！　あなたは何なにかスポーツをやっていますね？　そしてあなたは、芸げい能のう関かん係けいのお仕し事ごとをしているんじゃないですか？」

　すると、シュウが私わたしをにらみつけた。

「何なにが占うらないだよ。そんなの、知しってて言いってるんじゃねえの」

「いえいえ、占うらないですよ！　あっ、ちょっと待まって！　まだ終おわってません！　あなたたち二人ふたりは、カップルですねっ？」

「いえ、付つき合あってないです。ただのクラスメイトです」

　冷れい静せいな調ちょう子しでそう言いったのは、夏なつ葉はちゃんだった。

「えっと、あれ？　そ、そうなんですか？」

　いつの間まにか、てっきりそう思おもいこんでいた。シュウがあきれたようにため息いきをつく。

「悪わるいけど、おれたち用よう事じがあるんで」

　そう言いうと、背せ中なかを向むけて歩あるきだした。夏なつ葉はちゃんもそれに続つづく。

　あああ、どうしよう！　このままじゃ、何なにも変かわらない。

　あのサキヨミが、現げん実じつになっちゃう……！
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「ま、待まってください！　言こと葉ばをまちがえました。あなたたち二人ふたりは、たしかに『今いまはまだ』付つき合あっていないかもしれません。でもこれから先さき、強つよい絆きずなで結むすばれるきざしが見みえます！」

　私わたしの必ひっ死しな言こと葉ばに、夏なつ葉はちゃんがふりかえった。その表ひょう情じょうは、さっきよりも明あかるくなったように見みえる。

「……絆きずな？　それ、ほんとですか？」

「ほんとです！　ただしその絆きずなを結むすぶためには、今日きょうはいっしょに過すごしてはいけません。今いますぐ、二人ふたり別べつ々べつに家いえに帰かえることをおすすめします！」

（言いえた……！）

　私わたしは、ドキドキしながら夏なつ葉はちゃんの反はん応のうを待まった。

　ここで二人ふたりがミミふわの言いうことを聞きいて帰かえってくれれば……あとは、シュウを無ぶ事じに家いえに送おくりとどけるだけ。すぐに着きがえて、いっしょに帰かえろうと声こえをかければいい。

　けれど夏なつ葉はちゃんは、何なにも答こたえなかった。じっと私わたしを見みたかと思おもうと、くるりと背せを向むけてシュウの腕うでを取とる。

　そして次つぎの瞬しゅん間かん、ダダダッとすごい勢いきおいで走はしりだした。シュウも、引ひっぱられるようになりながら後あとに続つづく。

「ちょ、ちょっと待まって！　どこ行いくの!?」

　スマホをかまえた瀧たき島しま君くんが、あわてたように二人ふたりを指ゆびさしている。「後あとを追おえ」ってことだ。

「えーっと……占うらないは、信しんじるも信しんじないも自じ由ゆうです！　決けっしてこちらから押おしつけるものではありません！　みなさんも、占うらないとうまく付つき合あっていきましょう！」

　苦くるしまぎれの言こと葉ばを発はっしながら、私わたしは夏なつ葉はちゃんたちが走はしりさった方ほう向こう……東ひがしの池いけエリアのほうへと、小こ走ばしりに移い動どうする。

（まずいまずい、すっごくまずい……！）

　シュウにつながるサキヨミを見みられたところで、二人ふたりを見み失うしなっちゃったら、意い味みないよ！

　シュウと夏なつ葉はちゃんの姿すがたをしっかりと目めに映うつしながら、私わたしと瀧たき島しま君くんは必ひっ死しで走はしった。

　どうやらあの二人ふたりは、ボート乗のり場ばのほうに向むかっているらしい。

　配はい信しんを見みたのかウワサを聞ききつけたのか、私わたしの前まえには次つぎから次つぎへと「占うらないをしてほしい」という人ひとが現あらわれる。

「すみません、場ば所しょを移い動どうしようと思おもうので、道みちを空あけてもらえますか？　占うらないは後あとで必かならずしますので……」

　人ひとの波なみをかきわけ、前まえに進すすもうとしたときだった。

「きゃっ！」

　視し界かいの端はしで、女おんなの子こが倒たおれるように転ころんだのが見みえた。人ひとの波なみの、すぐ外そと側がわにいた子こだ。

（もしかして、私わたしのせいで巻まきこまれちゃった……？）

「ご、ごめんなさい！　大だい丈じょう夫ぶですか!?」

　あわてて駆かけより、しゃがみこむ。高こう校こう生せいくらいだろうか。女おんなの子こは分ぶ厚あついレンズのメガネを片かた手てでかけ直なおしながら、ふるふると首くびをふった。

「わ、私わたしが勝かっ手てに転ころんだだけなので……ぼーっとつっ立たってて、こっちのほうこそごめんなさい」

「本ほん当とうに、大だい丈じょう夫ぶですか？　怪け我がはないですか？」

　助たすけ起おこそうと、私わたしは手てを伸のばした。

「平へい気きです！　自じ分ぶんで立たてるので……！」

　そう言いった女おんなの子こが顔かおを上あげた、その瞬しゅん間かん。

　じじじ、と、今日きょう何なん度ど目めかわからないノイズが走はしった。





──南なん京きん錠じょうがたくさんつけられた金かな網あみの、すぐ手て前まえ。腕うでを伸のばしてスマホで写しゃ真しんを撮とろうとしている女おんなの子こ。

　が、スマホを金かな網あみのむこうへ落おとしてしまう。女おんなの子こはおろおろとするばかりで、どうすることもできない。──






「す、すみませんでした。それじゃ」

　女おんなの子こはそれだけ言いうと、早はや足あしで池いけのほうへと歩あるいていこうとした。

「……待まって！」

　呼よびとめた私わたしに、女おんなの子こがびくりとふりかえる。

「──見み晴はらし台だいで写しゃ真しんを撮とるのは、やめたほうがいいです。行いくにしても、金かな網あみに近ちかづかないで。金かな網あみのむこう側がわに、スマホを落おとしてしまうかもしれません」

　女おんなの子この目めが大おおきく見み開ひらかれたのが、メガネのレンズごしにわかった。そうして私わたしはカメラのほうに向むきなおる。

「みなさん！　誠まことに勝かっ手てながら、エネルギーチャージのため、生なま配はい信しんはここで終おわりにさせていただきます！　また次つぎの機き会かいにお会あいしましょう！　以い上じょう、ミミふわの突とつ撃げき占うらない修しゅ業ぎょうでした！」

　大おおきく手てをふると、周まわりから「もう終おわり？」「占うらないは？」という不ふ満まんの声こえがもれた。私わたしは「ごめんなさい！」と謝あやまりながら、人ひとの波なみから離はなれた。

　スマホを下おろした瀧たき島しま君くんが、急いそいでついてくる。

「……どういうこと？」

　小こ声ごえで問といかけられ、私わたしはそっと耳みみ打うちをした。

「見みえたの。シュウにつながるサキヨミが」
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　シュウと夏なつ葉はちゃんがボートに乗のったのを確かく認にんしてから、私わたしたちは人ひと目めを避さけるように近ちかくの林はやしへと移い動どうした。

「もしかして、さっきのメガネの子こ？」

　変へん装そうをしたままの瀧たき島しま君くんに問とわれ、私わたしはうなずく。

「あの子このスマホ、ケースが猫ねこ耳みみ形がただったの。シュウのサキヨミで見みたのと、同おなじだった」

　それだけ言いうと、瀧たき島しま君くんはすべてを理り解かいしたようにうなずいた。

「……そうか。見み晴はらし台だいは、高たかい丘おかの上うえにある。金かな網あみのむこうは……崖がけだ」

　夕ゆ実みちゃんが言いっていた、「カップルが永えい遠えんの絆きずなで結むすばれる伝でん説せつ」。私わたしがあの子こに「見み晴はらし台だいで」と言いったのは、サキヨミで見みた南なん京きん錠じょうから、この伝でん説せつを思おもいだしたからだった。

「サイトの情じょう報ほうによると、あの崖がけの高たかさは約やく六メートル……マンションで言いったら三階かいくらいの高たかさだ。下したは公こう園えんの駐ちゅう車しゃ場じょう。地じ面めんは、コンクリート」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばで、シュウのサキヨミを思おもいだす。シュウが倒たおれていた地じ面めん。あれは、コンクリートだった。

（そうか、わかった……！）

「シュウは、あの子こが落おとしたスマホを取とってあげようとして、金かな網あみを乗のりこえた。そして、何なにかの理り由ゆうで、崖がけから落おちた……ってこと？」

　私わたしのつぶやきに、瀧たき島しま君くんがうなずく。

　夏なつ葉はちゃんの悲ひ鳴めいがしたのは、二人ふたりであそこを訪おとずれていたからだ。伝でん説せつを信しんじて、南なん京きん錠じょうをかけようとしていたのかもしれない。

　でも、あれはカップルのための伝でん説せつ。付つき合あっていないのに、どうして二人ふたりであそこに行いったんだろう。

（やっぱりあの二人ふたり、付つき合あってるんじゃ……？）

　でも、さっきの夏なつ葉はちゃんは、ウソをついているようには見みえなかった。

　南なん京きん錠じょうをかけたいと思おもう、何なにか特とく別べつな理り由ゆうがあるのかも……。

「昨日きのうの雨あめで土つちがやわらかくなっていたせいか、草くさで足あしがすべったか……とにかく、見み晴はらし台だいという場ば所しょは確かく定ていでよさそうだね」

「あのメガネの子こ、今いまどこにいるんだろう。見み晴はらし台だいに行いくかな」

「わからない。けれどもきちんと『占うらない』をしてあげたから、もう彼かの女じょがスマホを落おとすことはないだろうし、そうすればシュウ君くんも金かな網あみを乗のりこえることはなくなる」

「じゃあ、シュウのサキヨミはもう、実じつ現げんしないってこと？」

「その可か能のう性せいが高たかい。というより、僕ぼくらが介かい入にゅうしたことで、すでに運うん命めいが変かわりはじめていると考かんがえたほうがいいのかもしれない」

　運うん命めいが、変かわりはじめている……？

「それ、どういうこと？」

「シュウ君くんのサキヨミを見みた昨日きのうの夕ゆう方がたの時じ点てんで、仮かりにあのメガネの子このサキヨミを見みていたとしよう。その場ば合あい、内ない容ようは『スマホを落おとして困こまること』ではなく、もっと悲ひ惨さんな『自じ分ぶんのせいで男おとこの子こが怪け我がをしてしまうこと』になっていたはずだ。でも、さっき如月きさらぎさんが見みたサキヨミでは、そうなっていなかった。ミミふわが生なま配はい信しんを始はじめて、シュウ君くんたちに話はなしかけたことで、公こう園えん内ないにいる人ひとたちの行こう動どうが変かわった……つまり、運うん命めいが変かわったんだ」

　ええっと……そっか、なるほど。

　さっきのメガネの子このサキヨミに、シュウは出でてこなかった。

　昨日きのうのサキヨミ通どおりなら、シュウとあの子こは同おなじ時じ間かんに見み晴はらし台だいにいたはず。でもミミふわが占うらないをしたことによって、シュウたちの行こう動どうが変かわって……見み晴はらし台だいに行いく時じ間かんがずれたんだ！

「如月きさらぎさんが昨日きのう見みたシュウ君くんのサキヨミは、おそらくそのままの形かたちでは実じつ現げんしない。けれど運うん命めいがどう変かわったのかがわからない以い上じょう、二人ふたりを見み守まもり続つづけたほうがいいだろう。念ねんのため、さっきのメガネの子こも追おいたいところだな。見み晴はらし台だいで何なに事ごとも起おこらないのを、きちんと見みとどけたい。シュウ君くんでなくとも、他ほかの人ひとが似にたような目めにあう可か能のう性せいも……」

　瀧たき島しま君くんがそう言いったときだった。

「ミミふわちゃーん！」

　後うしろから、聞きき覚おぼえのある声こえがした。ふりかえった私わたしは、一いっ瞬しゅん自じ分ぶんが「ミミふわ」であることを忘わすれていた。

「すごーい！　さっきまで、配はい信しん見みてたんです！　こんなところでかくれんぼですか？」

（れ、レイラ先せん輩ぱい……！）

　そう。そこにいたのはまちがえようもない、レイラ先せん輩ぱいその人ひとだった。

　いや、それだけじゃない。レイラ先せん輩ぱいの後うしろには、顔かおをキラキラと輝かがやかせている叶かな井い先せん輩ぱいに、おどろいたように目めを丸まるくしている夕ゆ実みちゃんまでひかえていた。

　まさか、こんなところで見みつかっちゃうなんて……！
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「す、すごい……本ほん物ものの雪ゆきうさの衣い装しょうだ……！」

「もう、今日きょうの占うらないは終おわりなんですか？」

　感かん動どうにふるえる叶かな井い先せん輩ぱいのとなりで、レイラ先せん輩ぱいが言いう。

「え？　え、えーっと……！　とりあえず、おしまい……のつもりだったんですが……」

　やばい。おどろきすぎて、動どう揺ようを隠かくしきれないよ。

　すると瀧たき島しま君くんが咳せきばらいをしてから、低ひくい声こえでしゃべりだした。

「実じつは、雪ゆきうさから秘ひ密みつの任にん務むを託たくされていまして……先さきほどの生なま配はい信しんは、カモフラージュだったのです」

（……たっ、瀧たき島しま君くんっ!?）

　秘ひ密みつの任にん務むって……いきなり、何なに言いってるの!?

「ひ、秘ひ密みつの……？　雪ゆきうさは、単たんなる占うらない動どう画が配はい信しん者しゃではないということなんですか……？」

　叶かな井い先せん輩ぱいが、ずいと前まえに出でてくる。

「え、え、それじゃ、何なに？　もしかして……謎なぞの超ちょう能のう力りょく組そ織しきの一いち員いん、とか!?」

「ちょ、ちょっと、レイラ先せん輩ぱい……！　声こえが大おおきいですよ！」

　夕ゆ実みちゃんがあわててしーっと指ゆびを立たてる。も、もしかして、信しんじてくれてる？

「とある人ひとたちの無ぶ事じを、見みとどける必ひつ要ようがあるのです。ここで出で会あったのも何なにかの縁えん。ぜひ、あなたたちに協きょう力りょくをしていただきたいのですが、どうでしょう？」

　瀧たき島しま君くんはそう言いって、顔かおを池いけのほうへと向むけた。つられてそっちを見みると、池いけのほとりのベンチに座すわる女おんなの子こ。さっきのメガネの子こだ！

「彼かの女じょの尾び行こうをお願ねがいしたいのです。五分ふんごとに場ば所しょと行こう動どうを報ほう告こくしていただけると助たすかります」

「あのメガネ女じょ子しですね！　もちろん、ご協きょう力りょくします！」

　叶かな井い先せん輩ぱいが興こう奮ふんぎみにうなずき、レイラ先せん輩ぱいも「まかせてください！」と親おや指ゆびを立たてた。

　なるほど、あの子こをレイラ先せん輩ぱいたちにまかせて、私わたしたちはシュウと夏なつ葉はちゃんを引ひき続つづき見み守まもる、ってことだね。

「報ほう告こくの方ほう法ほうは？」

「雪ゆきうさのＳＮＳにメッセージをください」

「了りょう解かいです」

　叶かな井い先せん輩ぱいのメガネの縁ふちがきらりと光ひかる。

「よし！　それじゃあ、ミミふわ応おう援えん隊たい、行いくよ！」

「はいっ！」

　レイラ先せん輩ぱいに続つづき、夕ゆ実みちゃんがこぶしをつきあげる。

「健けん闘とうを祈いのります」

　瀧たき島しま君くんがそう言いったとき、ちょうどメガネの子こがベンチから立たちあがった。

　そろそろと忍しのび足あしで尾び行こうする三人にんの背せ中なかを見み送おくりながら、瀧たき島しま君くんがふうっと息いきをつく。

「ああ、おどろいた。まさかレイラ先せん輩ぱいたちに見みつかるとは思おもわなかったな」

「おどろいたのはこっちだよ！　いきなり秘ひ密みつの任にん務むなんて、わけわかんないこと言いいだすんだもん」

「うまくいっただろ？　これでメガネの子この行こう動どうを把は握あくしつつ、シュウ君くんたちの尾び行こうに集しゅう中ちゅうできる。しかし、あんなにすんなり信しんじてくれるとはね」

　たしかに。雪ゆきうさファンの叶かな井い先せん輩ぱいがいたとはいえ、ちょっとうまくいきすぎだ。

（……まさか、とは思おもうけど……）

「私わたしたちの正しょう体たい、バレてたりしないよね……？」

　全ぜん校こう生せい徒とに「ミミふわの正しょう体たいは如月きさらぎ美み羽う」とバレた状じょう況きょうを想そう像ぞうし、ぞわっとする。

　もしバレてたら、部ぶ活かつ……どころか、もう学がっ校こうに行いけなくなっちゃう！

「大だい丈じょう夫ぶだろう。普ふ段だんの如月きさらぎさんを知しってたら、ミミふわと結むすびつけようなんて発はっ想そうすらしないはずだ」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんはくくっと笑わらった。

「ほんと、おどろいたよ。まさか、ここまで完かん璧ぺきにミミふわになりきってくれるとはね。立りっ派ぱなデビューを見みとどけられて、雪ゆきうさも鼻はなが高たかいと思おもうよ」

「か、からかわないでよ！」

　今いまになって、かあああっと急きゅうに恥はずかしさがこみあげてくる。何なにせ「ふわぽよ」だ。ああ、思おもいだしただけで、恥はずかしすぎてどうにかなっちゃいそう！

「なんか、今いままでの全ぜん部ぶ、夢ゆめだったんじゃないかって気きがしてきたよ……」

「現げん実じつだよ。しっかり、みんなの目めに焼やきついてるはずだ」

　瀧たき島しま君くんはそう言いって手て元もとのスマホに目めを落おとした。

「配はい信しん動どう画がは録ろく画がしてないから、コメント欄らんももう閉とじてるんだけど……ＳＮＳのほうで、ミミふわが話わ題だいになってるみたいなんだ」

「え、ほんと？　なんて言いわれてる？」

　不ふ安あんのにじみ出でた声こえに、瀧たき島しま君くんはダテメガネの奥おくにある目めを細ほそめた。

「大だい人にん気きだよ。また見みたい、占うらなってほしいって」

「ま、まさか!?」

「ほんとだよ。これは早そう々そうにミミふわ用ようの衣い装しょうを作つくらないとだな」

「……冗じょう談だんだよね？」

「本ほん気きに決きまってるだろう。これからは定てい期き的てきにこうして生なま配はい信しんを……」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばが止とまる。その視し線せんの先さきを追おうと、ボートから降おりるシュウと夏なつ葉はちゃんの姿すがたが見みえた。

　二人ふたりの正しょう面めんには、左さ右ゆうに延のびる公こう園えんの通つう路ろ。右みぎが正せい門もん、左ひだりが見み晴はらし台だいの方ほうへと通つうじている。

（この後あと、どこに行いくつもりだろう……）

「……見み晴はらし台だいには、行いかせないほうがいいな」

　私わたしの心こころを読よんだように瀧たき島しま君くんがつぶやく。

「でも、どうやって？　またミミふわで占うらなって、行いかせないようにする？」

「いや、あの態たい度どだと、二人ふたりの行こう動どうを占うらないで変かえるのはむずかしそうだ」

「だけど、それじゃあ……」

　そのとき、夏なつ葉はちゃんがこちらをふりかえった。派は手でなピンク色いろの私わたしに気きづいたんだろう、苦にが々にがしい表ひょう情じょうでシュウの手てを取とって、通つう路ろの左ひだり方ほう向こうへと引ひっぱっていった。

（……そっちは、だめ！）

　心こころの中なかで、そうさけんだ瞬しゅん間かん。じじじ……と、イヤな音おと。

　まさか。夏なつ葉はちゃんのサキヨミ……!?

　視し界かいが暗くらくなったかと思おもうと、容よう赦しゃなくそれは始はじまった。





──雨あめの降ふる、人ひと気けのない見み晴はらし台だい。金かな網あみの前まえに立たつ夏なつ葉はちゃんとシュウ。

　夏なつ葉はちゃんが南なん京きん錠じょうをかけたとたん、金かな網あみがこちらに倒たおれてくる。近ちかくにいたシュウが守まもろうとするも、間まに合あわない。

　結けっ果か的てきに夏なつ葉はちゃんの顔かおには大おおきな傷きずが残のこり、モデルの仕し事ごとはできなくなってしまう。──






「……如月きさらぎさん？」

　サキヨミが終おわったとたん、瀧たき島しま君くんの声こえ。心しん配ぱいげに、私わたしの顔かおをのぞきこんでいる。

「もしかして……見みたのか？」

　その言こと葉ばに、私わたしはカタカタとふるえながらうなずいた。

「どうしよう。今こん度どは、夏なつ葉はちゃんが……！」
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　距きょ離りを取とりつつシュウと夏なつ葉はちゃんを追おいながら、私わたしは瀧たき島しま君くんにサキヨミの内ない容ようを話はなした。

「よりによって、顔かおに傷きずとは……」

「夏なつ葉はちゃん、モデルの仕し事ごとが楽たのしいって言いってた。長ながく続つづけたいって。だから、絶ぜっ対たいに止とめなきゃ……！」

「見み晴はらし台だいの金かな網あみ、か。たしかに危き険けんだ。『愛あいの南なん京きん錠じょう』って儀ぎ式しきは世せ界かい中じゅうで行おこなわれてるんだけど、実じっ際さいに錠じょうの重おもみによる事じ故こが過か去こに起おきてるんだよ」

「公こう園えんの人ひとに言いえば、対たい処しょしてくれるかな……!?」

「念ねんのため連れん絡らくしてみるけど、すぐに動うごいてくれる保ほ証しょうはない。それにほら」

　瀧たき島しま君くんはそう言いって空そらを見み上あげた。重おもたい灰はい色いろの雲くもが、空そらをおおいはじめている。

「いつ雨あめが降ふり出だしてもおかしくない。あの二人ふたりは、どうやらまっすぐ見み晴はらし台だいに向むかっているようだし、時じ間かんがない」

「でも、シュウやメガネの子このサキヨミでは、雨あめなんて降ふってなかったのに……天てん気きまで変かわっちゃったの？」

「違ちがう。変かわったのは、運うん命めいだ」

「え……」

　どくん、と胸むねが鳴なる。

「おそらく、ミミふわの介かい入にゅうによって、彼かれらが見み晴はらし台だいに到とう着ちゃくする時じ間かんが本ほん来らいよりおくれたんだ。金かな網あみが倒たおれるタイミングも、まずいことに夏なつ葉はちゃんが錠じょうをかけるときと重かさなってしまったんだろう」

　つまり、それって……ミミふわのせいで、夏なつ葉はちゃんの運うん命めいが変かわってしまった……ってこと？

（そんな……！）

　ユキちゃんのことを思おもいだす。これじゃ、あのときと同おなじじゃない！

　私わたしがよけいなことをしたからだ。そのせいで、シュウは助たすけられても、別べつの人ひとを危き険けんにさらすことになっちゃったんだ……！

　グッと唇くちびるをかみしめて、うなだれる。

「如月きさらぎさんのせいじゃないよ」

　私わたしの動どう揺ようを感かんじ取とったのか、瀧たき島しま君くんが静しずかに言いった。私わたしは弱よわ々よわしく首くびをふる。

「違ちがう。私わたしのせいだよ。私わたしがみんなの運うん命めいをぐちゃぐちゃに引ひっかきまわして、新あたらしい災さい難なんを作つくっちゃったんだよ」

「これが如月きさらぎさんのせいだと言いうなら、そもそもこの作さく戦せんを考かんがえた僕ぼくのせいにもなる。何なにがいけなかったのか、だれのせいかなんて考かんがえていても意い味みがない。今いま何なにができるかを考かんがえるんだ」

「そんなこと言いったって、私わたしは瀧たき島しま君くんみたいに冷れい静せいにはなれないよ！　瀧たき島しま君くんは私わたしとは違ちがうじゃない。失しっ敗ぱいしたことなんかなくて、つらい思おもいをしたこともないんでしょ？　だからそんなふうに落おちついていられるんだよ！」

　言いってから、はっとする。ひどいことを言いっちゃった。こんなこと、言いうつもりなかったのに。

　瀧たき島しま君くんは、何なにも答こたえなかった。ただじっと、ダテメガネの奥おくの目めを見み開ひらいて、私わたしを見みつめていた。その瞳ひとみが、少すこしだけゆれ動うごいているように見みえた。

（瀧たき島しま君くん、悲かなしんでる……？）

「……ごめん、瀧たき島しま君くん。何なにも知しらないのに、勝かっ手てなこと言いって……」

「いや、こっちこそごめん。如月きさらぎさんが不ふ安あんなのは、わかっているつもりだった。人ひとの顔かおを見みる怖こわさを、一いっ生しょう懸けん命めい乗のりこえたってことも。ミミふわなんてものを押おしつけて、無む神しん経けい過すぎたかもしれない。本ほん当とうに、ごめん」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんは目めを伏ふせた。

　違ちがう。そんなことない。だって全ぜん部ぶ、ミミふわの……瀧たき島しま君くんのおかげだ。

「謝あやまることないよ。私わたしひとりじゃ、絶ぜっ対たい何なにもできなかった。『ミミふわ』になることで人ひとの顔かおが見みられるようになったのは、瀧たき島しま君くんのおかげだよ。こんなこと言いっちゃだめかもだけど、私わたし、『ミミふわ』になってるとき、楽たのしいって思おもえたの。自じ分ぶんの力ちからが役やくに立たつんだって、人ひとを助たすけられるんだって、初はじめて思おもえた。瀧たき島しま君くんが、私わたしに教おしえてくれたんだよ」

「如月きさらぎさん……」

　瀧たき島しま君くんの目めが、ふたたび私わたしをとらえた。その視し線せんの優やさしさに、ドキッとする。

　同おなじ秘ひ密みつを持もっている人ひとの目め。運うん命めいを分わけ合あってくれる人ひとの目め。

　──もっと、この目めを見みていたい。

　そのとき、瀧たき島しま君くんのスマホが鳴なった。ポケットから取とりだすと、その画が面めんに見み入いる。

「……叶かな井い先せん輩ぱいからだ。メガネの子こは無ぶ事じに写しゃ真しんを撮とって、見み晴はらし台だいを離はなれたらしい」

「よかった……！」

　あの子こがスマホを落おとさなかったのなら、シュウのサキヨミがあのまま実じつ現げんする可か能のう性せいは消きえたってことだ。

　でも、まだ安あん心しんするわけにはいかない。夏なつ葉はちゃんが危き険けんだし、その他ほかにもどんなことが起おこるか、わからないんだから。

「叶かな井い先せん輩ぱいたちには、そのまま見み晴はらし台だいの見み張はりを頼たのもう。金かな網あみの危き険けんについても知しらせるけど、雨あめが降ふり出だすまではたぶん安あん全ぜんだろう」

　はるか前ぜん方ぽうを進すすむシュウと夏なつ葉はちゃんの背せ中なかを見みる。二人ふたりのすぐ先さきに、見み晴はらし台だいに向むかう階かい段だんが見みえた。

「見み晴はらし台だいに行いこう。どの金かな網あみが倒たおれるのか、如月きさらぎさんが見みればわかるかもしれない。そこにだれも近ちかづかせなければいい。どのみち雨あめが降ふって、あの二人ふたり以い外がいいなくなるんだろう。これは好こう都つ合ごうだ。あの二人ふたりだけを守まもればいい」

「じゃ、走はしろう！　このままじゃあの二人ふたりに先さきを越こされちゃう」

「いや、先さき回まわりできる。こっちだ」

　そう言いうと瀧たき島しま君くんは通つう路ろから横よこに延のびる小ちいさな遊ゆう歩ほ道どうへと足あしをふみいれた。

「これが近ちか道みちなの？」

「この公こう園えんのことは、昨日きのう十じゅう分ぶん予よ習しゅうしたからね」

　そう言いって、ダテメガネの奥おくの目めを優やさしげに細ほそめた。

「よし、行いこう！　見み晴はらし台だいに！」

　私わたしは「ミミふわ」らしく元げん気きにさけぶと、遊ゆう歩ほ道どうを走はしりはじめた。
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　見み晴はらし台だいに到とう着ちゃくして金かな網あみを見みた私わたしは、息いきをのんだ。二十メートルほどならべられた金かな網あみには、端はしから端はしまでびっしりと南なん京きん錠じょうがつけられている。

　サキヨミで見みた金かな網あみを必ひっ死しに思おもいだしてみる。けれど、特とくに目め立だった特とく徴ちょうはなかった。どの金かな網あみが倒たおれてもおかしくないように思おもえる。

「ごめん、瀧たき島しま君くん。どの金かな網あみなのかまでは……わからない」

　私わたしの弱よわ々よわしい言こと葉ばに、瀧たき島しま君くんは静しずかにうなずいた。

「いいんだ。この中なかのどれか、ということがわかっているんだから、それで十じゅう分ぶんだよ」

　そのとき、鼻はな先さきが小ちいさくぬれる感かん覚かくがあった。

（もう、雨あめ……！）

　初はじめは小こ雨さめかと思おもったけれど、すぐに勢いきおいが増まし、本ほん降ぶりになった。

　見み晴はらし台だいにいた人ひとたちは、逃にげるように近ちかくの売ばい店てんやレストランに入はいっていく。

「あ、ミミふわちゃん！」

　親したしげな明あかるい声こえ。見みると、売ばい店てんの軒のき先さきでだれかが手てをふっていた。レイラ先せん輩ぱいだ！　叶かな井い先せん輩ぱいに、夕ゆ実みちゃんもいる。

「ターゲットは、まだ近ちかくにいます」

　叶かな井い先せん輩ぱいが、売ばい店てんの中なかをあごで示しめした。そこには傘かさを買かうメガネの子この姿すがたがあった。

「ありがとう、助たすかりました。みなさん、もう帰かえっていただいて大だい丈じょう夫ぶですよ」

　瀧たき島しま君くんが低ひくい声こえで言いう。

「でも、まだミミふわさんの任にん務むは終おわってないんですよね？」

　小こ声ごえの夕ゆ実みちゃんが、私わたしと瀧たき島しま君くんを交こう互ごに見みた。

「あたしたち、最さい後ごまで見み守まもります」

「プロジェクトに関かかわった人にん間げんとして、見みとどけさせてください」

　真しん剣けんな表ひょう情じょうのレイラ先せん輩ぱいに続つづき、叶かな井い先せん輩ぱいが力ちから強づよい声こえで言いった。

　みんなの言こと葉ばに、胸むねがじんわりとあたたかくなる。

「みなさん、ありがとうございます。でも、これから何なにが起おきても、無む茶ちゃなことはしないでくださいね」

　そう言いったとき、瀧たき島しま君くんがそっと私わたしの肩かたに触ふれた。

「来きた」

　その視し線せんの先さきに、階かい段だんを上のぼりきった夏なつ葉はちゃんとシュウの姿すがたがあった。二人ふたりは、まっすぐに金かな網あみへと近ちかづいていく。

（……行いかせない！）

　私わたしは二人ふたりと金かな網あみの間あいだに飛とびだし、大おおきく両りょう手てを広ひろげた。

「ここは、通とおしません」

「また、あなたなの？」

　あからさまに苦にがい顔かおをする夏なつ葉はちゃん。

「聞きいて！　お願ねがいだから、金かな網あみに近ちかづかないでください。あなたが危あぶない目めにあってしまいます」

「それも占うらない？」

「これは本ほん気きのお願ねがいです。金かな網あみがあなたの顔かおを傷きずつけることになる。モデルを続つづけるために、絶ぜっ対たいにそれ以い上じょう近ちかづかないでください」

「やっぱりな。こいつがモデルだって知しった上うえでの視し聴ちょう数すう稼かせぎなんだろ」

　シュウだった。私わたしはあわてて大おおきく首くびをふる。

「配はい信しんはもう終おわってます」

「じゃあなんで、いまだにそんなカッコしておれたちにつきまとうんだ？」

「夏なつ葉はちゃんを……あなた方がたを、守まもりたいからです」

「意い味みわかんねえ」

　シュウがはきすてる間あいだに、夏なつ葉はちゃんが金かな網あみに向むかって歩あるきはじめた。

「待まって、止とまって！」

「お願ねがいだから、ジャマしないで！」

　そう言いってキッと私わたしをにらんだ夏なつ葉はちゃんの目めは、言こと葉ばを失うしなってしまうほど力ちから強づよかった。

「私わたしは今日きょう、どうしてもこれをやらなきゃいけないの」

　その手てには、金きん色いろに光ひかる南なん京きん錠じょう。

「だから、そこをどいて」

「どうして今日きょうなんですか？　今日きょうじゃなくたって、いつでもできるじゃないですか」

　あせるあまりに、語ご気きが強つよくなる。すると夏なつ葉はちゃんはぐっと唇くちびるをかみしめ、うつむいた。

「……今日きょうしか、ないの。今日きょうが、最さい後ごなの。だから、今いまやらないと……だめなの」

　夏なつ葉はちゃんの言こと葉ばを受うけて、シュウが付つけくわえた。

「こいつ、来らい週しゅう引ひっ越こすんだよ。こうやって二人ふたりで会あえるのは、今日きょうが最さい後ごだ」

「えっ……！」

　──知しらなかった。私わたしは思おもわず夏なつ葉はちゃんを見みつめる。

（……そっか。だから、こんなに必ひっ死しに……）

　雨あま足あしがさらに強つよくなってきた。サキヨミで見みた光こう景けいがよみがえる。もう時じ間かんがない。

「大だい事じな時じ間かんをジャマしてしまって、ごめんなさい。でも、どうしてもその南なん京きん錠じょうをつけさせるわけにはいかないんです」

「ほっといてくれないか。関かん係けいないだろ、おまえ」

「関かん係けいあります。私わたしは彼かの女じょの運うん命めいだけでなく、モデルを続つづけたいという思おもいも知しっています。それを知しっている以い上じょう、どうしても引ひき下さがるわけにはいかないんです」

「でも、私わたしだって、絶ぜっ対たいにやりとげるって決きめたんです。だから、あなたの言いうことは聞きけない」

　そう言いうと、夏なつ葉はちゃんはその大おおきな目めを私わたしに向むけた。

「どうして、南なん京きん錠じょうなんだ」

　瀧たき島しま君くんだった。静しずかに私わたしの背はい後ごから歩あゆみ出でて、夏なつ葉はちゃんに近ちかづく。

「そもそもこれは、恋こい人びと同どう士しのためのものだろう。君きみたちは、付つき合あっていないと言いったはずだ」

「付つき合あってなきゃ、やっちゃいけないの？」

「そうは言いっていない。君きみがこの南なん京きん錠じょうにこだわる理り由ゆうを知しりたいんだ」

「それこそ、あんたたちに関かん係けいないだろう」

　シュウが、はきすてるように言いう。

「でも、教おしえてほしい。私わたしの話はなしを聞きいてもなお、南なん京きん錠じょうをかけたいと思おもう理り由ゆうを」

　そう言いった私わたしの顔かおを、じっと見みつめる夏なつ葉はちゃん。

　少すこししてから、その口くちがゆっくりと開ひらいた。

「ここは……シュウ君くんとの、思おもい出での場ば所しょなの」

「……思おもい出で？」

　口くちを結むすんだシュウのとなりで、夏なつ葉はちゃんがうなずく。

　そうして、ぽつりぽつりと語かたりだした。




　モデルの仕し事ごとを始はじめたのは、五年ねん生せいの頃ころ。

　最さい初しょは応おう援えんしてくれていた友とも達だちも、モデルとして人にん気きが出でるにつれ、だんだんと離はなれていき、悪わる口くちやいいかげんなウワサを流ながすようになった。「夏なつ葉はちゃん」と呼よんでくれていたのに、「高たか梨なしさん」としか呼よんでくれなくなった。

　そんなときに、校こう外がい学がく習しゅうで訪おとずれたこの公こう園えんで、夏なつ葉はは活かつ動どう班はんの子こたちにウソをつかれて置おいていかれてしまった。ひとりで途と方ほうに暮くれていたとき、助たすけてくれたのがシュウだった。




「シュウ君くんは、私わたしを同おなじ班はんに入いれてくれた。他ほかの子こたちはウワサを信しんじてたのか、最さい後ごまでよそよそしかったけど、シュウ君くんだけは違ちがった。夏なつ葉はって下したの名な前まえで呼よんでくれたし、ネットの悪わる口くちとかウワサじゃなくて、ちゃんと目めの前まえにいる私わたしのことを見みてくれた」

　それが、本ほん当とうにうれしかった。夏なつ葉はちゃんはそう言いった。

「見み晴はらし台だいを通とおりかかったとき、この南なん京きん錠じょうがおもしろいなって思おもったの。今いまはまだ仕し事ごとが楽たのしくて恋れん愛あいとか考かんがえられないけど、いつかやりたいなって。そうしたらシュウ君くんが、やりたいならやるかって言いってくれて。シュウ君くん、そのときはまだ、これが恋こい人びとのためのものだって知しらなかったの」

　そうしてくすりと笑わらう。

「でもそのときは時じ間かんがなかったから、いつかいっしょにやろうねって、約やく束そくだけしたの」

「……今日きょうは、その約やく束そくを果はたしにきたんだ」

　シュウがぶっきらぼうに言いう。

「シュウ君くんは、私わたしの一いち番ばん大だい事じな友とも達だち。恋こい人びと同どう士しじゃなくて、大だい事じな友とも達だちとして南なん京きん錠じょうをかけて、ここに思おもい出でを残のこしたいの。だから、お願ねがい。やらせてください」

　夏なつ葉はちゃんの表ひょう情じょうは、真しん剣けんそのものだった。私わたしはその顔かおを前まえに、何なにも言いえなくなってしまう。

　夏なつ葉はちゃんの、シュウとの思おもい出で。約やく束そく。強つよい気き持もち。

　それらを無む視しして、その行こう動どうを曲まげることなんかできない。

（どうしよう……どうすればいいの？）

　そのとき、夏なつ葉はちゃんがふっと息いきをついた。

「でも、こうやってジャマが入はいるってことは……やっぱり、やらないほうがいいのかも」

　その弱よわ々よわしい言こと葉ばに、シュウがぎょっと目めを見み開ひらいた。

「夏なつ葉は？　何なにを……」

「私わたし、カン違ちがいしてた。シュウ君くんの優やさしさに、ずっと甘あまえてた。今日きょうだってムリやり付つき合あわせて、ほんと迷めい惑わくだったよね」

「だれもそんなこと言いってねえだろ！　いいかげんその思おもいこみ、やめろよ」

「思おもいこみじゃないよ、事じ実じつだもん。私わたし、リアルでもネットでもきらわれてる。その私わたしがシュウ君くんの友とも達だちになんて、最さい初しょからなれるわけなかったんだよ……！」

「そんなことない！」

　とつぜん発はっせられた私わたしの大おお声ごえに、夏なつ葉はちゃんがびくりとふるえた。

「……そんなふうに、思おもっちゃだめだよ。思おもってることって、ほんとじゃなくても、ほんとになっちゃうんだから」

　──そう。「友とも達だちになれるわけない」なんて、何なにかができるわけないなんて、思おもっちゃだめなんだ。

　私わたしもそうだった。いくらサキヨミをしたところで、私わたしに人ひとを助たすけられるわけがない。そう思おもいこんでたんだ。

　その思おもいこみは、長ながい間あいだ、私わたしを作つくってきた。私わたしにとっての、「ほんと」になっていた。

　でも、そうじゃない。そうじゃないんだ。できないって思おもいこむのは、自じ分ぶんの可か能のう性せいに壁かべを作つくるのと同おなじ。

　できないのは、やらないから。

　やらない言いい訳わけを作つくって、それに縛しばられてちゃだめなんだ。

　大だい事じなのは、何なにをしたいのか、という自じ分ぶんの気き持もち。

　私わたしは、サキヨミでだれかの運うん命めいを変かえて、助たすけたい。助たすけたいから、ミミふわになった。

　自じ分ぶんが本ほん当とうに望のぞんでいること。やりたいこと。それを叶かなえたいという気き持もちが、新あらたな運うん命めいを──自じ分ぶんが心こころの底そこから願ねがう未み来らいを、作つくっていくんだ。

「夏なつ葉はちゃんは、シュウ君くんと友とも達だちになりたいんだよね。だったら、その気き持もちを大だい事じにして」

「大だい事じにしたって、その気き持もちが叶かなうとは限かぎらないじゃない」

「違ちがう」

　シュウだった。はっと顔かおを上あげた夏なつ葉はちゃんの視し線せんを避さけるように、静しずかに顔かおをそむける。

「……おれは、夏なつ葉はのことを友とも達だちだと思おもってる」

「え……」

「そりゃ、女じょ子しだし、モデルだし、からかってきたり、イヤなこと言いってくるやつとかもいたけど……おれは夏なつ葉はを、尊そん敬けいしてた。ていうか、今いまもしてる。ちゃんと勉べん強きょうしてて成せい績せきもよくて、でも仕し事ごともがんばってて、すげえなって」

「シュウ君くん……！」

　夏なつ葉はちゃんの大おおきな瞳ひとみが、うるんだ。

「だからこれからも応おう援えんしたいし、ずっと友とも達だちでいたい。その南なん京きん錠じょうをかけたいって気き持もちは、おれも同おなじだ」

　シュウはそう言いうと、夏なつ葉はちゃんの手てからそっと南なん京きん錠じょうを取とった。

「だから、やろう。これで何なにもしないで帰かえったら、絶ぜっ対たいに後こう悔かいするぞ」

　──後こう悔かい。

　その言こと葉ばを聞きいたとき、私わたしの頭あたまの中なかに、なつかしい顔かおが浮うかんだ。

　ユキちゃんの、最さい後ごの笑え顔がおだ。

　最さい後ごまで謝あやまれなかったことには、後こう悔かいしかない。

　そのせいで、大だい事じにしたいはずの思おもい出でが、つらく苦にがいものになってしまったんだ。

（二人ふたりで分わけ合あったプラ板ばんのお守まもりだって、しまいこんだままだし……）

　そのとき、私わたしはハッとした。

　大だい事じにしたい、思おもい出で……。

　──そうだ。分わけ合あえばいいんだ！

「待まってくれ。どうしてもやると言いうのなら、せめて僕ぼくが金かな網あみを押おさえて……」

「夏なつ葉はちゃん！」

　あわてて飛とびだそうとした瀧たき島しま君くんを押おさえ、私わたしは夏なつ葉はちゃんに近ちかづいた。ツインテールの毛け先さきから、雨あめがしたたる。

「大だい事じにしたい思おもい出でなら、ここに残のこしていくんじゃなくて、それぞれで分わけ合あう、というのはどうですか？」

「……分わけ合あう？」

　夏なつ葉はちゃんがけげんそうに首くびをかしげる。

「はい！　そうすれば手て元もとに残のこしていつでも思おもいだせるし、また会あう日ひのことを楽たのしみに思おもい浮うかべることもできるし、ここに置おいていってしまうより、ずっといいと思おもいませんか？」

「でも、分わけ合あうって、いったいどうやって……」

　夏なつ葉はちゃんはそう言いいながら、あ、とポケットに手てを入いれた。取とりだしたのは、金きん色いろの鍵かぎ。

「見みえました！　あなたたち二人ふたりがその鍵かぎと錠じょうを持もちよって、ここで再さい会かいする場ば面めんが！」
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　そう言いって、びしっと指ゆびをつきつける。夏なつ葉はちゃんははっと私わたしの顔かおを見みて、それから手て元もとに視し線せんを落おとした。シュウも静しずかに南なん京きん錠じょうを見みつめる。

「……夏なつ葉は、どうする？　こいつ、うさんくさいけど……決きめるのは、夏なつ葉はだ」

「シュウ君くん……私わたし……」

「そ、その人ひとの占うらない、本ほん物ものですよ！」

　急きゅうに後うしろから高たかい声こえがした。おどろいてふりかえると、そこに立たっていたのはあのメガネの女おんなの子こだった。

「ここに来きて写しゃ真しんを撮とるとき、金かな網あみに近ちかづきすぎてることに気きづいて、すぐに離はなれたんです。そのとき、スマホを落おとしそうになって……その人ひとの占うらないを思おもいだしたおかげで、私わたしのスマホ、無ぶ事じだったんです！」

「そうだよ！　ミミふわちゃんは本ほん物ものだよ！」

　レイラ先せん輩ぱいの声こえだった。気きづけばメガネの子この後うしろには、美び術じゅつ部ぶの三人にんが立たっている。

「ＳＮＳも、ミミふわの占うらないに対たいするお礼れいや賞しょう賛さんのコメントであふれています」

　そう言いってスマホをかかげる叶かな井い先せん輩ぱいに続つづき、夕ゆ実みちゃんが声こえを上あげた。

「ここの南なん京きん錠じょう、定てい期き的てきに撤てっ去きょされてるって聞ききました！　なくなっちゃうくらいなら、持もっていたほうがいいと思おもいます！」

（みんな……！）

　すでに雨あめでびしょぬれの顔かおに、熱あつい雫しずくがじんわりと加くわわる。

　メガネの女おんなの子こ、美び術じゅつ部ぶのみんな、瀧たき島しま君くん、そしてミミふわが見み守まもる中なか、夏なつ葉はちゃんはふっと笑え顔がおになった。そして、ゆっくりとシュウに向むきなおる。

「シュウ君くん。また会あう日ひまで、それ、持もっていてくれる？」

　言いいながら、金きん色いろの鍵かぎをぎゅっとにぎりしめた。

「わかった。必かならずまた、ここで会あおう」

　向むき合あった二人ふたりは、おたがいの顔かおをじっと見みつめた。

　その瞳ひとみにはかすかなさびしさがにじんでいたけれど、口くち元もとには満まん足ぞくげな笑えみが浮うかんでいた。

「……成せい功こう、だな」

　となりの瀧たき島しま君くんが言いった。

「南なん京きん錠じょうは金かな網あみにかけられず、シュウ君くんの手ての中なかだ」

「それじゃあ……」

「ああ」

　瀧たき島しま君くんはぬれたマスクをそろりと下さげると、安あん心しんしたようにほほえんだ。

「運うん命めいは、変かえられた」
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「それじゃあ、あたしたちも帰かえろっか」

　バスの発はっ車しゃを見み送おくったところで、レイラ先せん輩ぱいが言いった。

　ここは、公こう園えんの正せい門もん。シュウと夏なつ葉はちゃんが帰かえりのバスに乗のりこむところを、美び術じゅつ部ぶのみんなと見みとどけにきたんだ。

「あの……雪ゆきうさには、おれたちのことを報ほう告こくしたりするんでしょうか？」

　わくわくと目めを輝かがやかせる叶かな井い先せん輩ぱいに、瀧たき島しま君くんはうなずいた。

「もちろん。皆みなさんのご協きょう力りょくに感かん謝しゃすることと思おもいます」

「あの、あたしたち、いつでも力ちからになりますから！　ひー君くんに連れん絡らくくれれば、いつでも出しゅつ動どうします！」

　レイラ先せん輩ぱいが、叶かな井い先せん輩ぱいを指ゆびさす。その横よこで、夕ゆ実みちゃんが私わたしの顔かおをじっと見みつめていた。

（まだ仮か面めんしてるし、大だい丈じょう夫ぶだとは思おもうけど……）

「如月きさらぎ美み羽う」であることに気きづかれないように、あわてて視し線せんをそらす。

「では、そのときはよろしくお願ねがいします」

「ほんと？　やったね、ひー君くん！」

「はい！　雪ゆきうさの力ちからになれるなんて、光こう栄えいです！」

「……あの、ミミふわさん」

　夕ゆ実みちゃんが、おずおずと話はなしかけてくる。

「な、なんでしょう？」

「今日きょうのこと……私わたし、すごく感かん動どうしました。ミミふわさん、あの子こたちを危き険けんから救すくったんですよね？」

「え、ええ、まあ……」

　正しょう体たいがバレるんじゃないかと、ヒヤヒヤしながら答こたえる。

「すごい！　私わたし、ミミふわさんのファンになりました。あの、握あく手しゅしてもらっていいですか？」

（え……握あく手しゅ？）

　そう言いって差さしだされた手てを前まえに、私わたしは瀧たき島しま君くんをちらりと見みた。瀧たき島しま君くんは、「いいんじゃない？」と言いうように、静しずかにうなずいた。

「えっと……では」

　そう言いってぎこちなく手てをにぎった私わたしに、夕ゆ実みちゃんはとびきりの笑え顔がおを見みせてくれた。

「ありがとうございます！　私わたし、今日きょうのこと、忘わすれません」

　そう言いって、もう片かた方ほうの手てで私わたしの手てを包つつんでくる。

「こ、こちらこそ、ありがとうございました！」

　少すこしだけノドに力ちからを入いれて、声こえを高たかくする。夕ゆ実みちゃんは笑え顔がおのまま、私わたしの仮か面めんを見みつめた。

「それじゃあ、お疲つかれ様さまでした！」

「またね、ミミふわちゃん！」

　自じ転てん車しゃで来きたというレイラ先せん輩ぱいたちは、手てをふりながら駐ちゅう輪りん場じょうのほうへと歩あるいていった。

　瀧たき島しま君くんと二人ふたりになったとたん、体からだからどっと力ちからがぬける。

「はあ～……つかれたぁ……」

　その気きのぬけた声こえに、瀧たき島しま君くんがクスリと笑わらう。

「ほんと、お疲つかれ様さま。そろそろ、元もとの姿すがたにもどりたいだろ？」

「そうだね。拭ふいたとはいえ、髪かみもびしょぬれだし」

　私わたしは公こう園えんの中なかにもどり、人ひとのいないトイレで私し服ふくに着きがえた。

　ミミふわの衣い装しょうをたたみながら、見み晴はらし台だいでのできごとを思おもいだす。

　金かな網あみが倒たおれたのは、全ぜん員いんがその場ばを離はなれた瞬しゅん間かんのことだった。だれもいなかったから、もちろん怪け我がをした人ひとはいない。

　連れん絡らくを受うけた管かん理り事じ務む所しょの人ひとがすぐに駆かけつけ、見み晴はらし台だいは封ふう鎖さされた。

　瀧たき島しま君くんが売ばい店てんで買かってくれたタオルで体からだを拭ふき合あっている間あいだに、雨あめも上あがっていた。

（ほんとに、成せい功こうしたんだ……）

　なんだか、実じっ感かんがわかない。

　着きがえ終おわり、鏡かがみでじっくりと自じ分ぶんの顔かおを見みる。見みなれたはずのその顔かおが、いつもとは少すこしだけ違ちがって見みえた。

　瀧たき島しま君くんが作つくってくれた、「ミミふわ」というキャラクター。ミミふわになりきることによって生うまれた、新あたらしい私わたし。

　サキヨミを見みるために、しっかりと顔かおを上あげて、人ひとの顔かおを堂どう々どうと見みることができた。こんなの、少すこし前まえまでなら考かんがえられなかった。

　でも今いまでは、このミミふわも私わたしの一いち部ぶなんだ。雪ゆきうさが、瀧たき島しま君くんの一いち部ぶであるように。

（それにしても……なんだか、いまだに信しんじられないなあ）

　あの優ゆう等とう生せい然ぜんとした瀧たき島しま君くんが、家いえでは女じょ装そうして動どう画がを配はい信しんしているなんて。

　今日きょう家いえに帰かえったら、雪ゆきうさの動どう画がをもう一いち度どじっくり見みてみよう。

　思おもわずフフッと笑わらいながらトイレの外そとに出でると、少すこし離はなれたところに瀧たき島しま君くんが立たっていた。

　もう、メガネとマスクの変へん装そうはしていない。髪かみはかわいてきていたけれど、服ふくはまだのようで、ぬれた部ぶ分ぶんの色いろが濃こくなっているのがわかる。

「瀧たき島しま君くん、寒さむくない？」

「ああ、大だい丈じょう夫ぶ。歩あるいてるうちに、かわくだろ」

「歩あるいて？」

「さっき見みたんだけど、次つぎのバスまでまだだいぶ時じ間かんがあるんだ。歩あるいて帰かえっても、せいぜい三十分ぷんくらいだから。如月きさらぎさんはどうする？」

「ええと、私わたしは……」

「どっちにしろいっしょに帰かえりたいから、バスで帰かえるなら待まつけど」

「え……」

　いっしょに、帰かえりたい？

（よくもそんなことをさらりと……！）

　顔かおが熱あつくなるのを感かんじながら、私わたしは言いった。

「わ、私わたしも、歩あるいて帰かえるよ」

「よかった。それならたくさん話はなせる。まだ、はっきり答こたえをもらっていなかったからね」

　……え。

「答こたえ……って？」

「僕ぼくの気き持もちに応こたえてくれるかどうか、の答こたえだよ」

　……あ。そっか。

　昨日きのう瀧たき島しま君くんに言いわれてから、まだちゃんと、答こたえてなかったんだ。

「ええと、瀧たき島しま君くんの気き持もちっていうのは、つまり……サキヨミを使つかって、人ひと助だすけに協きょう力りょくしてほしい、ってことだよね」

「というより、僕ぼくたち二人ふたりで力ちからを合あわせて、いっしょに運うん命めいを変かえていこう、ってことだ」

（二人ふたりで……か）

　改あらためて、今日きょうのことを思おもいだす。

　本ほん当とうに、いろんなことがあった。何なん度ども「ムリだ」「できない」って思おもったけど……。

　私わたしは今日きょう、怖こわさに負まけず、挑ちょう戦せんすることが──「やってみる」ことができた。

　瀧たき島しま君くんがほぐしてくれた、私わたしの心こころ。そこから生うまれた強つよい気き持もちが、シュウの……夏なつ葉はちゃんの運うん命めいを、変かえたんだ。

　私わたしは静しずかに息いきをついてから口くちを開ひらく。

「瀧たき島しま君くん。私わたし……」

「待まって。答こたえを聞きく前まえに、如月きさらぎさんに謝あやまりたいことがあるんだ」

「え？　謝あやまる？」

「ああ」

　瀧たき島しま君くんは、真しん剣けんな表ひょう情じょうで私わたしを見みつめた。

「後こう悔かいしてたんだ。如月きさらぎさんを、ムリやり美び術じゅつ部ぶに入にゅう部ぶさせてしまったんじゃないかって」

（ムリやり……？）

　もち米ごめ子こちゃんのことを思おもいだす。言いわれてみればたしかに、強ごう引いんではあったけど……。

「べつに、そんなの……謝あやまることないよ。入にゅう部ぶ届とどけを書かいたのは、私わたしの意い志しだし」

「でもあのとき引ひき止とめなければ、入にゅう部ぶしていなかったんじゃないか？」

「そ、それは……」

　……そうかもしれない。

「如月きさらぎさん。どうして僕ぼくが君きみを美び術じゅつ部ぶに入にゅう部ぶさせたかったか、わかる？」

「え？　そりゃあ……」

　……あれ。

　そういえば、なんでなんだろう。そこは今いままで、あんまり深ふかく考かんがえなかったけど……。

（サキヨミの話はなしをするのに好こう都つ合ごうだから……とか？）

　すると、瀧たき島しま君くんが静しずかに口くちを開ひらいた。

「如月きさらぎさんと、いっしょにいたかったからだよ」

「………ふぇぇっ!?」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばに、思おもわず足あしを止とめる。いっしょに、いたかった……!?

（そ、それって……まさか、告こく白はく……!?）

　立たちどまって口くちをぱくぱくさせている私わたしを見みて、瀧たき島しま君くんがあわてて両りょう手てをふった。

「ああ、いや！　ええと、その……いっしょにいる時じ間かんが長ながくても、不ふ自し然ぜんにならないようにしたかった、というか！」

　そう言いってから、気きまずそうに視し線せんをはずす。

「今日きょう、シュウ君くんと夏なつ葉はちゃんを見みてて、改あらためて思おもったんだ。如月きさらぎさんは、あの二人ふたりが付つき合あっているとカン違ちがいしてた。それは僕ぼくも同おなじだ。つまり、年とし頃ごろの男だん女じょが二人ふたりいっしょにいたら、そういう目めで見みられるってことになる」

（……あ。なるほど）

　そういうことか。

　つまり、瀧たき島しま君くんは、私わたしとそういう関かん係けいだと思おもわれるのがイヤ……ってことだね。

　そりゃそうだよ。瀧たき島しま君くんは学がっ校こうでも目め立だつモテ男だん子し。一いっ方ぽうの私わたしは、存そん在ざい感かんゼロの地じ味み女じょ子し。

　いっしょにいたら、どう考かんがえても「不ふ自し然ぜん」だよね。それに瀧たき島しま君くんには、「大たい切せつな人ひと」がすでにいるんだから（性せい別べつ不ふ明めいだけど！）。あああっ、一いっ瞬しゅんでもカン違ちがいしたのが恥はずかしい……！

　歩ほ道どう橋きょうにさしかかり、二人ふたりで階かい段だんを上のぼる。瀧たき島しま君くんは、咳せきばらいをしてから続つづけた。

「だから、その……今いまからでも、入にゅう部ぶ届とどけは取とり下さげられるだろ？　さっき、考かんがえたんだ。ムリに入にゅう部ぶしなくても、いっしょにいる方ほう法ほうなら他ほかにもある。それはつまりその、実じっ際さいに……」

「大だい丈じょう夫ぶだよ」

「え？」

　私わたしを見みつめ、ぽかんと口くちを開あける瀧たき島しま君くん。どうやら、私わたしの言こと葉ばが予よ想そう外がいだったみたい。

　瀧たき島しま君くんを安あん心しんさせるように、私わたしは続つづけた。

「私わたし、美び術じゅつ部ぶに入はいりたい。夕ゆ実みちゃんと仲なかよくなれそうだし、レイラ先せん輩ぱいや叶かな井い先せん輩ぱいもいい人ひとたちだし。正しょう直じき、絵えはそんなに得とく意いじゃないけど……瀧たき島しま君くんも、同おなじ美び術じゅつ部ぶ員いんってことなら、私わたしと話はなしてても変へんなウワサは立たてられないですむでしょ？　だから、これからもよろしくね」

　そう言いった後あとも、瀧たき島しま君くんはしばらくぼんやりとした表ひょう情じょうで私わたしを見みていた。

「……ああ、うん。それなら、いいんだ。安あん心しんしたよ」

　そうして気きを取とり直なおしたように階かい段だんを上のぼりだした。その歩ほ調ちょうは、心こころなしか速はやまっている。

　私わたしも瀧たき島しま君くんを追おうように階かい段だんを上のぼり、その背せ中なかに声こえをかけた。

「瀧たき島しま君くん。私わたし、もう答こたえは決きまってるよ」

　歩ほ道どう橋きょうの、ちょうど真まん中なか。歩あゆみを止とめた瀧たき島しま君くんが、ゆっくりとふりかえった。

「私わたし……瀧たき島しま君くんといっしょに、運うん命めいを変かえたい」

　その言こと葉ばに、瀧たき島しま君くんの顔かおは一いっ瞬しゅんおどろきに包つつまれた。けれどもすぐに、やわらかくほころぶ。

「……その言こと葉ばが聞ききたかった」

　そう言いって、私わたしに体からだを向むける瀧たき島しま君くん。

「私わたし、まだ瀧たき島しま君くんほど上じょう手ずにはできないだろうけど……できる限かぎり、がんばるから」

「うん」

「見みたサキヨミは全ぜん部ぶ言いうし、どうすれば助たすけられるかも一いっ生しょう懸けん命めい考かんがえる。だから瀧たき島しま君くんも、私わたしを頼たよってほしい。まだまだ、頼たよりないだろうけど……」

「そばにいてくれるだけで、十じゅう分ぶんだよ」

　瀧たき島しま君くんのその言こと葉ばに、思おもわず笑えみがこぼれる。

（やっぱり……この人ひとと出で会あったのは、運うん命めいだったのかもしれない）

　だれかといっしょにいてこんなに安あん心しんできたことなんて、今いままで一いち度どもなかった。

　これからも、できるだけ瀧たき島しま君くんといっしょにいたい。

　もちろん私わたしと瀧たき島しま君くんじゃ、見みた目めも人にん気きも、釣つり合あわないってことはわかってる。

　でも、同おなじ力ちからを持もつ仲なか間まなんだ。サキヨミの内ない容ようも、それを見みる怖こわさも。もう、ひとりでかかえこむ必ひつ要ようはないんだ。

「行いこうか」

　瀧たき島しま君くんと、二人ふたりならんで歩あるきだす。私わたしはそのきれいな横よこ顔がおを、ちらりと見みた。

　瀧たき島しま君くんのとなりにいられることが、なんだかすごくうれしくて、幸しあわせだ。

　今日きょう一いち日にちドキドキしっぱなしだった胸むねが、ふわりと優やさしさに包つつまれるようだった。

　瀧たき島しま君くんのおかげで、私わたしは変かわれた。きっとこれからも、どんどん変かわっていける。

　そうしていつか、「ミミふわ」に頼たよらなくても、人ひとの顔かおを見みられるようになりたい。ううん、なるんだ。

　大だい事じなのは、自じ分ぶんがどうしたいかっていう、気き持もちだから──。

　胸むねの中なかがあたたかさでいっぱいになった、そのとき。

　じじじ……と、ノイズが走はしった。私わたしの気き持もちなんか、まるでおかまいなしに。

（う、ウソ……!?　まさか、瀧たき島しま君くんのサキヨミ……!?）

　──その映えい像ぞうは、ほんの一いっ瞬しゅんで終おわった。

　視し界かいが切きりかわった瞬しゅん間かん、私わたしは瀧たき島しま君くんに飛とびつくようにしてその腕うでをつかんだ。そうして、思おもいきり手て前まえに引ひっぱる。

「うわっ!?」

　とつぜん片かた腕うでを引ひっぱられ、バランスをくずす瀧たき島しま君くん。

（あ、危あぶない！）

　支ささえなきゃ、と思おもった次つぎの瞬しゅん間かん、目めの前まえにあったのは瀧たき島しま君くんの顔かおだった。

　よろめいた瀧たき島しま君くんは、どうやら私わたしに向むかって倒たおれ込こんできたらしい。

　気きづけば、思おもいきり私わたしにだきついた格かっ好こうになっていた。

「ご、ごめん！」

　あわてて離はなれる瀧たき島しま君くん。その顔かおは心こころなしか、赤あかく染そまっている。

「い、今いまのはっ！　わざとじゃなくて！」

「わかってる、私わたしのせいだよね！　ごめん、瀧たき島しま君くん！」

　そうして私わたしは頭あたまを下さげた。あわてて動うごいたせいか、心しん臓ぞうがドキドキとさわがしい。

「さ、サキヨミが見みえたの。瀧たき島しま君くんが足あしをすべらせて、その階かい段だんから落おちるところが」

　私わたしはそう言いって、数すう歩ほ先さきのところにある階かい段だんを指ゆびさした。

「助たすけなきゃって思おもったら、とっさに体からだが動うごいて……ごめんなさい！」

「いや……ありがとう。おかげで、助たすかったよ」

　言いいながら、瀧たき島しま君くんは恥はずかしそうに片かた手てで口くち元もとを隠かくした。

「ほんとにごめん！　私わたしのせいで、変へんなことになって……イヤだったよね」

「いや、べつに、イヤじゃないけど……」

（……あれ？）

　そのとき、瀧たき島しま君くんのポケットがちらりと光ひかった。見みると、何なにか金きん色いろのものがのぞいている。

「瀧たき島しま君くん、それ……」

「……え？　あ！」

　私わたしの視し線せんの先さきに気きづいた瀧たき島しま君くんが、あわてたように手てでそれを押おさえた。

「それ……南なん京きん錠じょう？」

　そう。ポケットから見みえていたのは、見み晴はらし台だいの売ばい店てんで売うっていた南なん京きん錠じょうだった。すぐに使つかえるように、むき出だしの南なん京きん錠じょうに鍵かぎが刺ささっているものだ。

「いやその、これは、なんというか……」

　気きまずそうに視し線せんをはずす瀧たき島しま君くん。見みると、耳みみまで真まっ赤かになっている。

「記き念ねんに、と思おもって……タオルを買かうとき、ついでに買かったんだ」

「記き念ねんって……」

「……初はじめて如月きさらぎさんと、だれかの運うん命めいを変かえられた記き念ねん」

　そう言いって、赤あかい顔かおでうつむく。

（瀧たき島しま君くん、かわいい……）

　いつもはクールなその表ひょう情じょうが妙みょうに子こどもっぽく見みえて、私わたしは思おもわずくすりと笑わらってしまった。瀧たき島しま君くんの顔かおが、さらに赤あかくなる。

「……ばかだと思おもってる？」

「まさか！　なんか、意い外がいで。瀧たき島しま君くん、そういうの好すきじゃないのかと思おもってたから」

「雪ゆきうさやってるくらいだから、きらいじゃないよ。まあ、金かな網あみにつけるのは危あぶないと思おもうけど」

　そう言いうと、ふっと真しん剣けんな表ひょう情じょうになった。

「見みつかっちゃったから言いうけど……よかったらこれ、二人ふたりで分わけ合あわないか？」

「え？」

　瀧たき島しま君くんは、南なん京きん錠じょうからはずした鍵かぎを私わたしに差さしだした。

「シュウ君くんと夏なつ葉はちゃんみたいに。今日きょうの二人ふたりの思おもい出でとして、さ」

「……うん」

　私わたしは瀧たき島しま君くんから金きん色いろの鍵かぎを受うけとった。いつの間まにか熱ねつを帯おびた手てに、鍵かぎはひんやりと冷つめたく感かんじる。

「あのさ。今日きょう話はなしてくれた、昔むかしの友とも達だちのことだけど……。その子こは如月きさらぎさんのことを、うらんだりはしていないと思おもうよ」

（えっ……）

　ユキちゃんのことだ。

　南なん京きん錠じょうを手てのひらで包つつみ、言こと葉ばを選えらぶようにゆっくりと瀧たき島しま君くんは続つづける。

「過か去こは、変かえようがない。だから、もう……気きに病やまないでほしい」

　まるで、ユキちゃん本ほん人にんから言いわれているみたいだった。うれしくて、思おもわず顔かおがゆるむ。

「うん。ありがとう、瀧たき島しま君くん」

　そう言いう私わたしの顔かおを見みつめ、瀧たき島しま君くんは安あん心しんしたようにほほえんだ。

[image: ]

「如月きさらぎさんが僕ぼくの気き持もちに応こたえてくれて、本ほん当とうにうれしいと思おもってる」

（……だから、その言いい方かたは誤ご解かいをまねくってば……！）

　そう思おもいながらも、顔かおは勝かっ手てに熱あつくなって。

　赤あかくなってないかな……、と両りょう手てでほおを押おさえたとき。

　瀧たき島しま君くんが、そっと私わたしの耳みみ元もとに口くちをよせた。

「サキヨミ、雪ゆきうさ、ミミふわ。そして、今日きょうのこと。全ぜん部ぶ、二人ふたりだけの秘ひ密みつだ」

（……っ！）

　秘ひ密みつ、という言こと葉ばの甘あまいひびきと、瀧たき島しま君くんの吐と息いきのくすぐったさに、体からだがびりりとふるえる。

　瀧たき島しま君くんと二人ふたりだけの、歩ほ道どう橋きょうの上うえ。

「う、うん……！」

　私わたしは、そう答こたえるのがやっとだった。
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　家いえに着つくと、シュウがソファに寝ねころがってゲームをしていた。

　いつものリビング、見みなれた光こう景けい。その平へい和わな日にち常じょう風ふう景けいに、思おもわず笑えみがこぼれる。

「夏なつ葉はちゃんは？　ちゃんと、家いえまで送おくってったの？」

「送おくったよ。引ひっ越こす日ひ、おまえにもお別わかれを言いいたいとか言いってたけど、いっしょに行いくか？」

「え！　いいの？」

「夏なつ葉はと友とも達だちになりたいって言いってただろ。今日きょう、なんで来こなかったんだ？」

「あ……」

　そ、そうか。今日きょうは、「ミミふわ」としてしか、夏なつ葉はちゃんとしゃべってないんだ。

「てか、いっしょにいたの、だれだよ」

「へ？」

「体たい育いく館かんで、男おとこといっしょにいただろ」

「男おとこって……瀧たき島しま君くんのこと？」

「タキシマ、ね……」

　シュウはそこで言こと葉ばを切きって、少すこし考かんがえこむようにだまった。

「……そいつ、カレシか？」

　はい？

　……カレシ？

　カレシって……あの、彼かれ氏し彼かの女じょのカレシ？　加か齢れい臭しゅうの略りゃくとかじゃなく？

　…………はぁぁぁぁっ!?

「んんんんなわけなーいっ!!　瀧たき島しま君くんは、た、だ、の！　部ぶ活かつ仲なか間までっ！　決けっしてカレシとか、そういうんでは……っ！」

「ジョーダンだよ。必ひっ死しになって、ばかみてえ」

　くくっと笑わらうシュウ。や、やられた……！

　そのとき。ピピピピピ、と、とつぜん電でん子し音おんがひびいた。

　私わたしはあわててポケットからスマホを取とりだす。これは、音おん声せい通つう話わの着ちゃく信しん音おん。

　初はじめての着ちゃく信しんに、瀧たき島しま君くんの顔かおを思おもい浮うかべる。

　けれど、画が面めんに表ひょう示じされていたのは、違ちがう人ひとの名な前まえだった。

（夕ゆ実みちゃん……？）

「もしもし……」

　廊ろう下かに出でてから応おう答とうすると、元げん気きな声こえがひびいてきた。

「あ、美み羽うちゃん！　もう体たい調ちょうは大だい丈じょう夫ぶ？」

　その言こと葉ばで、体たい調ちょう不ふ良りょうだとウソをついていたことを思おもいだす。

「う、うん！　体からだはもう大だい丈じょう夫ぶだよ、ありがとう」

「ほんと？　よかった！　さっきメッセージ送おくったんだけど、既き読どくがつかないから心しん配ぱいになって……いきなり電でん話わして、ごめんね」

　あああ、そうだったんだ、気きがつかなかった。

「こっちこそ、気きづかなくてごめんね。どうしたの？」

「実じつはちょっと、聞ききたいことがあって」

「聞ききたいこと？」

「うん、あのね……」

　夕ゆ実みちゃんの声こえのトーンが、少すこし下さがった。

「美み羽うちゃんさ。私わたしに何なにか、隠かくしてること、ない？」

「……え？」

　ぞわり、と背せ筋すじが冷つめたくなる。

（隠かくしてること……って、まさか……）

　思おもわずスマホを落おとしそうになるのをこらえ、つばを飲のみ込こむ。

（まさか、ミミふわのこと、夕ゆ実みちゃんにバレちゃった──!?）
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　みなさん、はじめまして！　七なな海みまちです！

　この本ほんを手てに取とってくれて、本ほん当とうに本ほん当とうにありがとう！

　不ふ思し議ぎな力ちからを持もった美み羽うと瀧たき島しま君くんの、運うん命めいの出で会あいを描えがいたこのお話はなし。

　どうでしたか？　楽たのしんでもらえたでしょうか？（ドキドキ……）




　いきなりですが、みなさんには「夢ゆめ」がありますか？

　子こどもの頃ころの私わたしには、たくさんの夢ゆめがありました。

　その中なかの一いち番ばん大おおきなものが、「本ほんを出だすこと」。

　自じ分ぶんの書かいたお話はなしが本ほんになって書しょ店てんに並ならんでいるのを見みることができたら、どんなにすてきだろう……子こどもの頃ころだけでなく、大人おとなになってからも、長ながいこと夢ゆめ見みていました。

　でも、現げん実じつは厳きびしくて。小しょう説せつ賞しょうに応おう募ぼしてみても、毎まい回かい落らく選せん。

　自じ分ぶんには才さい能のうがないんだと思おもって、小しょう説せつを書かくことも一いち度どやめてしまいました。

　美み羽うと同おなじように、「自じ分ぶんにできるわけがない」って思おもいこんでしまったんです。

　でも、私わたしの中なかの「小しょう説せつを書かきたい」っていう思おもいは、なくなるどころかどんどん大おおきくなっていきました。

「たくさんの人ひとに、自じ分ぶんの書かいた小しょう説せつを読よんでもらいたい」「楽たのしんでもらいたい」……そんな声こえが、体からだの中なかで鳴なりやまなくて。

　私わたしは、その声こえに従したがってみることにしました。瀧たき島しま君くんが言いったように、「自じ分ぶんが何なにをしたいのか」を一いち番ばんに考かんがえるようにしたんです。

　そうしたら、何なにが起おこったか。

　もうおわかりですね。「本ほんを出だす」という大おおきな夢ゆめが、叶かなっちゃったんです。




　だから、この本ほんを読よんでくれたみんなも、まずは挑ちょう戦せんしてみてほしいな、って思おもいます。

　ワクワクすること、おもしろそうなこと、楽たのしそうなこと。難むずかしそうだと思おもっても、「できなくて当あたり前まえ」っていう気き持もちで、まずはやってみてほしいです。

「これがしたい」「こうなりたい」、そういう強つよい思おもいは、運うん命めいをどんどん動うごかしていって、すてきな未み来らいにつながっていく。そう思おもいます。

　子こどもの頃ころの私わたしにとっての「未み来らい」──つまり「今いま」は、毎まい日にちとても楽たのしくて幸しあわせです！




　最さい後ごに、金きん賞しょうに選えらんでくださった選せん考こう委い員いんの先せん生せい方がたや編へん集しゅう部ぶのみなさま、とてもすてきなイラストを描かいてくださった駒こま形がた先せん生せい、担たん当とう編へん集しゅうＭ様さま、本ほん当とうにありがとうございました！

　私わたしの夢ゆめをずっと応おう援えんしてくれた家か族ぞくや友ゆう人じんにも感かん謝しゃします。

　そして、この本ほんをここまで読よんでくれたあなたも、本ほん当とうにありがとう！

　第だい二巻かん（二〇二一年ねん一月がつ発はつ売ばい予よ定てい）でも、美み羽うや瀧たき島しま君くんを応おう援えんしてくれるとうれしいです。

　また、二〇二〇年ねん十一月がつ発はつ売ばい予よ定ていの『おもしろい話はなし、集あつめました。[image: ルビー]ルビー』にも参さん加かします！　瀧たき島しま君くんの意い外がいな一いち面めんが明あきらかに……!?　ぜひ読よんでみてね！

　それでは、またお会あいできるのを楽たのしみにしています！


七なな海み　まち
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